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はじめに 

 

私たちを取り巻く社会状況は、情報技術の急速な進歩などめまぐるしい勢いで変

化を遂げておりますが、一方では、少子高齢化社会や生活習慣病の増大など、様々

な問題も抱えています。このような中、健康で明るく豊かな生活を営む上で運動や

スポーツに対する期待は大変大きいものがあると考えます。 
本県では、平成 16 年 12 月に策定いたしました「神奈川スポーツ振興指針 アク

ティブかながわ・スポーツビジョン」に基づきまして、県民一人ひとりが、それぞ

れの興味・関心、目的、体力や年齢、技能に応じて、いつでも、どこでも、だれで

も、いつまでも運動やスポーツに親しむことのできる生涯スポーツ社会の実現を目

指した、スポーツのあるまち・くらしづくりを基本理念とし、様々な施策を展開し

ております。 
その中で、新しいスポーツライフの創造に向け、多世代や多様なスポーツ活動に

対応できるスポーツ環境づくりとして、総合型地域スポーツクラブ育成への支援を

重点施策の一つとして、積極的に取り組んでいるところです。 
総合型地域スポーツクラブの創設・発展にあたりましては、健康体力づくりの基

盤としてはもとより、家族の絆を深め、コミュニティの活性化、さらには「生きる

喜び」を感じることができるような、かながわらしい総合型地域スポーツクラブづ

くりを目指し、「地域の特性を生かしたクラブの創出」、「学校教育活動と連携した

クラブ育成」、「クラブ間のネットワークの構築」といった 3 つの柱を掲げています。 
そこで、この度、クラブの設立方法や、よりよいクラブ運営の仕方等について、

具体的な事例等を分かり易く解説したハンドブックを作成いたしました。 
このハンドブックが、かながわらしい総合型地域スポーツクラブ運営の具体的な

取り組みの参考としてクラブ関係者はもとより、各市町村行政担当者やクラブに関

心をお持ちの方等、一人でも多くの方にご活用いただければ幸いです。 
終わりに、このハンドブック作成にあたり多大なご協力いただきました関係者の

皆様に心から厚くお礼を申し上げます。 
 
 

平成 19 年 3 月 
 

神奈川県立体育センター 

                          所 長  佐々木 悦 子 
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 ●本ハンドブックを読む前に 

 総合型地域スポーツクラブは、既に神奈川県内にも多くのクラブが設立され、各々特色

のある個性豊かなクラブづくりを進めています。本ハンドブックは、神奈川県そして全国

の総合型地域スポーツクラブの動向を考慮し、神奈川県により一層総合型地域スポーツク

ラブが定着化するための基本的な手引き書としてまとめたものです。 
 このハンドブックの内容は、総合型地域スポーツクラブを規定し、ひとつの形に当ては

めるものではなく、地域の状況あるいはクラブの実態に合わせてより多岐にわたり発展す

るために必要な「基本的考え方」と「具体的な展開方策案」等を提示するものです。 
 本ハンドブックを参考に、クラブに関わる総ての方が議論を交わし、クラブとしてより

よい方向性を見出し、地域に定着するための「ハンドブック」になることを期待していま

す。 
 
 なお、本ハンドブックは、次の点に留意してください。 

１．「総合型地域スポーツクラブ」を、本ハンドブックでは「総合型 SC」と略して

います。 
２．総合型地域スポーツクラブに何らかの形で登録あるいは入会した人を、本ハン

ドブックでは「クラブ会員」として総称しています。 
３．クラブによって呼称が異なる、クラブの「会則」や「定款」「規則」「規程」な

どは、本ハンドブックでは「会則」として総称しています。 
４．クラブによって呼称が異なる、クラブの「役員」、「理事」、「委員」などは、本

ハンドブックでは「クラブ役員」とし、その組織である「役員会」「理事会」「委

員会」などは、「役員会」として総称しています。 
５．クラブによって呼称が異なる、事務局等の「スタッフ」「職員」などは、本ハン

ドブックでは「スタッフ」として総称しています。 
６．その他各クラブの現状、実情に照らし合わせ、適切な読み替えをお願いします。 

 
 ●本ハンドブックの活用にあたって 

○本ハンドブックは、1 項目を１シートにとりまとめています。 
○本ハンドブックは、バインダー方式となっていますので、資料等を必要なところへ挿入

したり、コピー等をとりやすくしています。 
 
＊本ハンドブックの内容は、行政あるいはクラブ等の勉強会、講習会に活用できます。テ

キストとしての使用や一部引用をする場合は、出典あるいは引用として【「かながわ総

合型地域スポーツクラブハンドブック」平成 19 年 3 月 神奈川県立体育センター】と

明示してください。 
＊なお、本ハンドブックは、県立体育センターホームページからもダウンロードすること

ができます。 ≪http://www.pref.kanagawa.jp/oshirase/40/4317≫ 
＊本ハンドブック活用に当たってのご質問、ご相談等は、 

「県立体育センター 生涯スポーツ推進室」（0466-81-2803）までご連絡下さい。 
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本県における総合型地域スポーツクラブの考え方 
 

※ 本要件は総合型地域スポーツクラブのイメージの共有化を目的とするもので

あり、総合型地域スポーツクラブの指定や認定とは異なるものである。 

シンボルマークについて 

 シンボルマークは、みんなが輪になってコミュニケーションを図り、仲良く

スポーツを楽しんでいる様子を表すとともに、みんなが輪になることで、でき

た中央の星（スター）に「スポーツを通して、楽しみ・健康・交流が得られま

すように。」という願いを込めて表現しています。 
また、「する人」「みる人」「教える人」「運営する人」「応援する人」というス

ポーツへの多様な関わり方を表し、手を取り合ってコミュニティーを形成して

いく中で、一人ひとり誰もが主役（スター）という意味が込められています。 
 愛称の「スポスタ」は、シンボルマークに込められた意味とからめ、スポー

ツとスター（誰もが主役）を組み合わせたものです。 
 県では、スポーツを通じてくらしに笑顔と潤いをもたらし、誰もが主役になり、スポーツをみんなで楽しむこ

とができる集いの場として、神奈川らしい総合型地域スポーツクラブづくりをめざしています。 
 

 
１ クラブ組織の設立総会を行い、規約・会則・定款等に基づいた組織運営が行われ 

ること。 
２ 地域に開かれた活動を行うこと。 

※ 地域に開かれたとは、クラブの活動内容の広報や会員の募集を随時行って  

いることやクラブの活動に非会員がいつでも参加できるよう便宜を図って  
いることなどを言います。 

３ 地域住民の多様なニーズに対応するため、複数種目及び複数世代で定期的に活動する 
こと。 

※複数種目とは、スポーツ活動を含んだ二つ以上の種目や分野（文化活動を 
 含む）で活動していることを言います。 

    ※複数世代とは、大凡の区分けとして、子ども・大人・高齢者などの世代を 
     言います。 

※  定期的とは、概ね週１回以上活動していることを言います。 
４ 会員から会費を徴収している。または、参加者から参加費を徴収すること。 
５ 実施種目の指導者を配置すること。 

※  配置とは、定期的な活動に協力してくれる指導者の有無を言います。  
６ 定期的に活動する場所を確保すること。 

※ 活動する場所とは、占有、借用の別は問いません。 
７ 地域住民の自主的な活動を基本とし、営利を目的とした活動でないこと。 
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  第１章 基礎知識 １．総合型地域スポーツクラブのねらい                           
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   生涯スポーツ社会の創出 

 生涯スポーツとは、誰もがそれぞれの体力や年齢、目的に応じて、いつでも、どこ

でも、いつまでも主体的にスポーツに親しむことであり、生涯スポーツ社会の実現は

日本をはじめ多くの国で重要な政策課題となっています。 
 

（１）現代社会の進展とスポーツ 

 近年における所得水準の向上、自由時間の増大、少子高齢化の進展など社会環境の変化

は、人々の生活様式にも急激な変化をもたらしています。また、都市化や生活の利便化等

の現代の生活環境の変化は、身体的活動の機会を減少させるとともに、精神的ストレスを

増大させるなど、人々の心身に大きな影響を及ぼしています。 

 このような状況の中でスポーツは、体を動かすという人間の本源的な欲求に応え、爽快

感、達成感、知的満足感、他者との連帯感といった精神的充足感を与えるとともに、体力

の向上や精神的ストレスの発散、生活習慣病の予防など心身の健康の保持増進に大きく関

与します。 
 
（２）ライフステージと生涯スポーツ 

 完全学校週 5 日制の実施や週休 2 日制の定着などによる自由時間の増大、高齢化や都市

化が一層進展する 21 世紀の社会において、このように多様な意義を持つスポーツの重要

性はますます高まることが予想されます。障害のある人を含め全ての人々が、生涯の各時

期にいつでもスポーツを楽しむことのできる生涯スポーツの推進は、生きがいのある生活

と活力ある社会づくりにとって極めて大きな意義をもっています。 

 平成 9 年の保健体育審議会答申では、文部省(当時)は生涯にわたりスポーツに親しむ態

度や習慣を形成していくことが重要であるとして、人の一生を乳幼児期から老年期後期に

までの 8 段階に区分し、段階ごとに望ましい運動の内容や量などを示すスポーツライフス

タイルと参考となる運動指針を示しています。 
 そして、平成 12 年の保健体育審議会(当時)答申を受け告示された「スポーツ振興基本計

画」(平成 18 年改定)

においては、施策の

柱の一つに『生涯ス

ポーツ社会の実現に

向けた、地域におけ

るスポーツ環境の整

備充実方策』をあげ、

豊かなスポーツライ

フを実現する有効な

方法の一つとして総

合型 SC の全国展開

を必要不可欠な施策

としています。 

これからの生活の力点 内閣府「国民生活に関する世論調査」
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豊かなスポーツライフの指針(参考案) 

ライフ 
ステージ 

おおむねの 
年齢層 

スポーツライ
フのポイント 

豊かなスポーツライフ 運動スポーツの楽しみ方 

乳 幼 児 期      
 
 

児 童 期      

～６歳ごろ：幼稚園 
 
 
～12歳ごろ：小学校 

多様な遊びや 
スポーツを 

生涯にわたる継続的なスポ
ーツ習慣の基礎を培うとと
もに、文化としてのスポー
ツの出会いを大切にし、そ
の担い手を育成していく。
日常生活の中で、親子のふ
れあい、仲間との交流を深
めながら伸び伸びと遊びや
運動・スポーツ、自然の中
での様々な活動に親しみ、
運動・スポーツへの愛好心
を涵養する。 

スポーツの楽しさや喜びを味
わうには簡易なルールでゲー
ム性に富んだ内容の工夫を図
る。また、調整力を高めるには
、リズミカルな全身的な運動や
用具・遊具等を使った変化のあ
る運動を親子や友達と工夫し
たり、協力して行う。 

青年期前期 
 
 

青年期後期 

～18歳ごろ： 
中学校・高等学校 

 
～25歳ごろ： 

高等教育段階・就職 

シーズンに応じ
スポーツを 
 
可能性に向かっ
てスポーツを 

多様なスポーツを体験し、
スポーツの楽しさや喜びを
体感し、スポーツに主体的
に取り組む態度を育成して
いく。個人のスポーツ適性
に基づき得意種目の技術レ
ベルの向上を目指したり、
みるスポーツの楽しさも味
わうなど生涯にわたって主
体的、継続的にスポーツに
親しんでいくスポーツ習慣
を形成し、その定着を図る 

自らの興味・関心に合ったスポ
ーツを生涯にわたって継続的
に行えるようにするには、学校
での運動部活動やサークル活
動はもとより地域のスポーツ
クラブ等に積極的かつ自主的
に参加する。また、自らの可能
性へのチャレンジやスポーツ
ボランティア活動を通じてス
ポーツの楽しさを味わう。 

壮 年 期      
 
 

中 年 期      

 
～30歳代ごろ：就労 
 
 
～60歳代ごろ： 

就労・退職 

運動・スポーツ
を楽しみながら
体力つくりを 

社会人として時間的制約も
多くなるが、日常生活の中
で、主体的・継続的にスポ
ーツに親しむとともに、仲
間や友人との交流、家族と
の触れ合いを図りながら、
健康で積極的なライフスタ
イルを形成していく。また
、子どもとの実践・体験を
通じて、運動・スポーツ活
動の楽しさを子どもに伝え
ていく。 

週休2日制の広がりの中で、ウ
ィークエンドを活用するなど
スポーツを主体的に生活に根
付かせていくとともに、ファミ
リースポーツを実践したり、家
族や仲間とで海、山などの自然
の中で様々な活動を楽しむ。 

老年期前期 
 
 

老年期後期 

60歳代ごろ以降 
 
 
70歳代ごろ以降 

体力に応じた運
動・スポーツを 

加齢に伴う身体機能の低下
はあるものの、主体的で自
立したライフスタイルや健
康づくりを心掛けそれぞれ
の体力や目的に応じて運動
・スポーツ・レクリエーシ
ョンに親しむとともに地域
の人々との触れ合いを図る 

家族や仲間、世代間を超えた人
々とスポーツや趣味を通じて
積極的な交流を図っていく。ま
た、自らの健康づくりに心掛け
るとともに体力の衰えを防ぐ
ためにも、楽しみ方を工夫し、
主体的に運動・スポーツに親し
む。 

「生涯にわたる心身の健康の保持増進のための今後の健康に関する教育及びスポーツの振興の在り方について(答申)」 
                                  保健体育審議会(平成 9 年 9 月） 

24%
14%

62%

0%

現在の健康状態 

大いに健康 

まあ健康 

あまり 
健康でない 

わからない（0.1％） 

総 数 
1,848 人 

27%

23%

9%

0%

41%

運動不足を感じるか 

総 数 
1,848 人 

大いに感じる 

ある程度 
感じる わからない 

 （0.4％） 

あまり 
感じない 

ほとんど感じない 

「体力・スポーツに関する調査」内閣府（平成 18 年） 
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   総合型地域スポーツクラブのミッション 

 総合型 SC は、地域住民にとっての身近なスポーツ活動の場となることはもとより、

子どもから大人まで誰もが参加できる地域住民の交流の場として、スポーツ活動を通

した家族のふれあいや世代間交流による青少年の健全育成、更には地域教育力の再生

などにも大きな役割を果たすものと期待されています。 
 

（１）総合型 SC 誕生の背景 

 明治期以降、日本のスポーツは学校体育と企業スポーツを中心に発展してきました。こ

のため、地域のスポーツクラブを中心にスポーツ活動が行われているヨーロッパ諸国とは

異なり、学校を卒業するとスポーツに親しむ機会が減少をする傾向にあるともいえます。 

 確かに、公共スポーツ施設等を拠点とした地域スポーツクラブや民間が運営をする商業

スポーツクラブも存在しますが、これらクラブは性別や年齢(年代)、種目が限定的である

場合が多く、何かしらのスポーツを行いたいと思い立った地域住民にとってはその敷居は

決して低くはないようです。これらの状況を改善し、各自がより豊かな生涯スポーツライ

フを構築するためにも、今まさに新しいスポーツの枠組みが必要とされています。 
 
（２）総合型 SC のねらい 

 総合型 SC は、地域住民が日常的にスポーツを行うことができる場として、誰もが、い

つでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことのできる豊かな生涯スポーツ社会を

享受できる一つの有効なツールであるといえます。 

 総合型 SC の具体的な効果としては 

①地域におけるスポーツ振興 

  ②地域住民の健康の保持増進、体力の向上 

  ③家族のふれあいや世代間交流による青少年の健全育成 

  ④子どもたちの放課後、学校週 5 日制の受け皿 

  ⑤人間関係の再構築(地域教育力の再生) 

などがあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

地域におけるスポーツ振興の効果 

「体力・スポーツに関する調査」内閣府（平成 18 年） 

総数 1,848 人 
複数回答 

（％） 
41.4

36.3

32.9

30.9

26.4

22.1

21.2

18.3

13.5

0.3

2.8

6

0 10 20 30 40 50

高齢者の生きがいづくり

地域のコミュニティの形成・活性化

親子や家族の交流

子どもの体力づくり

余暇時間の有効利用

世代間交流が促進

青少年の健全育成

スポーツ施設の有効利用

地域の健康水準の改善

その他

効果はない

わからない
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「体力・スポーツに関する調査」内閣府（平成 18 年） 

「体力・スポーツに関する調査」内閣府（平成 18 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総 数 
1,377 人 
（％） 

 2.1%
1.8%

 25.5%

 
4.1% 

5.4%  
8.0%

 
35.6%

17.6%

この 1 年間に行った 
運動・スポーツの種別 

比較的軽い運動やスポーツのみ 

比較的軽い運動やスポーツと野外スポーツ 
軽い運動やスポーツと競技的スポーツ 

比較的 
 

比較的広域にわたる野外スポーツのみ 
競技的スポーツのみ 

野外スポーツと競技的スポーツ 

運動やスポーツはしなかった 
総 数 

1,848 人 
（％） 

比較的軽い運動・野外・競技的の全部 「体力・スポーツに関する調査」 
内閣府（平成 18 年） 

総数 1,848 人 
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運動・スポーツの１年間の実施種目 

（総数 1,848 人・複数回等） 

74.5

78.8

70.7

89.9

85.3

80.5

67.5

75.6

59.7

0 20 40 60 80 100

全  体（1848）

〔性　別〕

男 性  (868)

女 性  (980)

〔年齢別〕

20～29歳(159)

30～39歳(259)

40～49歳(298)

50～59歳(468)

60～69歳(381)

70歳以上(283)

この 1 年間に 
運動・スポーツを行った者の割合 
〈性別・年齢別〉 

（％） 

総数 1,848 人 

29.1

21.9

9.6

0.1

8.8

30.5

この 1 年間に行った 
運動・スポーツの日数 

週に 3 回以上 
（年 151 日以上） 

週 1～2 日 
（年 50～150 日） 

月に 1～3 日 
（年に 12～50 日） 

年に 1～3日 
わからない 

「体力・スポーツに関する調査」 
内閣府（平成 18 年） 

3 ヶ月に 1～2 日 
（年 4～11 日） 
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   総合型地域スポーツクラブの概要         

 総合型 SC とは地域住民による主体的な運営により、身近な生活圏である中学校区

程度の地域において学校体育施設や公共スポーツ施設を活動拠点に、子どもから高齢

者まで、様々なスポーツを愛好する人々が参加することのできるスポーツクラブのこ

とをいいます。 

 

（１）スポーツ振興基本計画の目標 

 平成 12 年 9 月告示のスポーツ振興基本計画(平成 18 年改定)では、『生涯スポーツ社会

の実現に向けた、地域におけるスポーツ環境の整備充実方策』のための政策目標として、 
○国民の誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、興味・目的に応じて、いつでも、ど

こでも、いつまでもスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会を実現する。 
○その目標として、できる限り早期に、成人の週１回以上のスポーツ実施率が 2 人に

１人(50％)となることを目指す。 
の 2 点をあげるとともに、その目標達成のため必要不可欠な施策として、「平成 22 年ま

でに、全国の各市区町村において少なくとも一つは総合型 SC を育成すること」としてい

ます。 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

（２）総合型 SC の特徴 

 総合型 SC とは、スポーツに親しむことのできる新しいタイプのスポーツクラブであり、 

①複数の種目が用意されている。 

②子どもから高齢者まで、初心者からトップレベルの競技者まで、地域の誰もが年齢、

興味、関心、技術・技能レベルに応じて、いつまでも活動できる。 

③活動の拠点となるスポーツ施設及びクラブハウスがあり、定期的・継続的なスポー

ツ活動を行うことができる。 

④質の高い指導者の下、個々のスポーツニーズに応じたスポーツ指導が行われる。 

⑤以上のようなことについて、地域住民が主体的(事業展開資金も含め)に運営する。 

などの特徴を有しています。

36.6

44.4

38.5
37.2

34.7

43.4

36.4

34.2

45.3

40.2

37.9

35.2

32

34

36

38

40

42

44

46

平成9年 平成12年 平成16年 平成18年

全体

男性

女性

週に一日以上運動を行う者の割合

内閣府「体力・スポーツに関する世論調査」(平成18年：20歳以上)に基づく文部科学省推計

週に一日以上運動を行う者の割合 

平成 9 年 平成 12 年 平成 16 年 平成 18 年 

平成 18 年７月現在 全国で 
2,416 クラブ (786 市区町村)が
設立済み及び準備中 

：文科省調べ 
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「体力・スポーツに関する調査」 
内閣府（平成 18 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.3

45.1

1.3

38.3

クラブ・同好会への 
加入状況・意向 

既に加入 
している 

加入したい
と思う 

加入したいと
は思わない 

わからない 

総 数 
1,848 人 
（％） 

（％） 

（％） 

加入したい 
クラブ・同好会の形態 

総数 707 人 複数回答 

「体力・スポーツに関する調査」 
内閣府（平成 18 年） 

64.9

23.3

15.8

15.1

6.5

0.3

2

0 20 40 60 80

同じ市町村の人が加入しているクラブ

民間スポーツ施設の会員制のクラブ

職場のクラブや同好会

同じ県内の人が加入しているクラブ

学校のクラブや同好会

その他

わからない

「体力・スポーツに関する調査」内閣府（平成 18 年） 

スポーツ振興についての国や地方公共団体への要望 複数回答 

37.2

33.9

32

26.7

26.2

20.5

18.3

18.1

17.3

16.9

11.2

11

0.6

4.3

6.1

29.1

31.6

26.8

22.6

25

19

15.8

11.2

11.7

13.5

11.1

7.5

1.5

5.6

13.6

29.3

38.5

25.7

22.9

22.5

18.3

17.5

12.7

12.7

15.7

11.5

8.3

1.9

6.3

10.4

0 10 20 30 40 50

スポーツ指導者の養成

年齢層にあったスポーツの開発普及

学校体育施設の開放・整備

地域のクラブやサークルの育成

各種スポーツ行事・大会・教室の開催

野外スポーツ活動施設の整備

公共施設での健康・体力相談体制整備

スポーツボランティアの支援

スポーツに関する国際交流の振興

スポーツに関する広報活動

野外を除く各種スポーツ施設の整備

スポーツに関する科学的研究の促進

その他

力を入れてもらいたいものはない

わからない

平成18年調査(1,848）

平成15年調査(2,109）

平成12年調査(2,095）
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   “かながわ”のスポーツ振興   

 スポーツクラブ発祥の地「横浜」を県庁所在地とする神奈川県は、長年にわたって

県民スポーツの振興に力を注いできました。健康・スポーツの環境整備や普及啓発等

に積極的に取り組み、全国に先駆けたスポーツ先進県を目指してきました。 
平成 16 年 12 月には、スポーツ振興指針である「アクティブかながわ・スポーツビ

ジョン」を策定し、より具体的なスポーツ振興施策の展開を図っています。 
 
（１）スポーツ振興の経緯 

神奈川県は、明治元年（1868 年）横浜の地に、イギリス人貿易商らの手により日本初の

スポーツクラブとして「横浜カントリー＆アスレチッククラブ（通称：YC＆AC）」が創立

された、日本のスポーツクラブ発祥の地であるという歴史を持っています。また、国の体

育指導委員制度の前身となる「県民指導員」制度の導入や、総合スポーツ施設として整備

された「体育センター」の建設など、スポーツ先進県として全国に先駆けた独自の取り組

みを行ってきました。 
 
（２）スポーツ実施状況および施設について 

 平成 18 年度に県立体育センターが実施した「県民の体力・スポーツに関する調査」に

よると、成人のスポーツ実施率（週１回以上）は、39.7％であり、国の調査に比べると若

干低い値を示しており、普段の体力についても、実に 91.7％の成人が衰えを感じていると

いう現状があります。 
 また、スポーツをした理由は「楽しみ・気晴らし」、「健康・体力つくり」であり、スポ

ーツをしなかった理由としては「時間がない」、「歳をとった」などが多く見られました。 
 
（３）スポーツ振興施策の取り組み状況 

 従来のいわゆる“縦割行政”からの脱却を目指し、スポーツ振興に関わる施策について、

担当するセクション同士が横断的連携を図ることを目的に、「スポーツ施策総合推進本部」

を設置し、総合調整機能を持った組織としてスポーツ振興施策を検討しており、従来まで

は分断されていた高齢者スポーツや障害者スポーツとの連携も実施されています。 
また、平成 16 年にはスポーツ振興指針として「アクティブかながわ・スポーツビジョ

ン」（以後、「指針」という。）を策定し、「スポーツのあるまち・くらしづくり」を基本理

念に「楽しみ」「健康」「交流」をコンセプトにした取り組みを行っています。 
 

（４）３０３３
サンマルサンサン

運動 

 一人でも多くの県民の皆さんがスポーツに親しみ、健康で明るく豊かな生活を営んでい

くために、１日 30 分、週 3 回、3 ヶ月間継続して運動・スポーツを実践し、暮らしの一部

として取り入れ習慣化を目指す「３０３３
サンマルサンサン

運動」を推進しています。 
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（５）総合型 SC への支援 

 総合型 SC は、指針でも重点プログラムに位置づけられ、地域での活発なスポーツ振興

への寄与が期待されています。創設や経営基盤の安定を目指すクラブに対する支援は、県

スポーツ課、県立体育センター、（財）県体育協会の三者が連携を図りながら、それぞれの

ケースに応じて必要な支援やアドバイスを行っています。 
 

 
【参考・資料】 
《県の組織及び各課の業務内容詳細》 

  http://www.pref.kanagawa.jp/sosiki/index.html 
 

《情報検索》 
神奈川県スポーツ情報センター（施設・指導者・報告・イベント等の検索） 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/40/4317/s_joho/sjc.htm 
かながわの障害者スポーツ情報 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/syogaifukusi/sports/sportsfrontpage1.htm 
神奈川県の統計情報 
  http://www.pref.kanagawa.jp/menu/page/tokei.html 

 
《計画・指針》 

「アクティブかながわ・スポーツビジョン」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/sports/pub-com/active.html 
「かながわ健康プラン２１」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kenkou/gan/kenko21/kenko21.htm 
「かながわ高齢者保健福祉計画」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kourei/pkaitei/index.htm 
「かながわ障害者計画」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/syogaifukusi/200403keikaku/keikaku.html 

 
《関係団体》 

財団法人神奈川県体育協会 
   http://www2.odn.ne.jp/kanagawa-taikyo/ 

特定非営利活動法人神奈川県レクリエーション協会 
   http://www.kanagawa-rec.or.jp/ 
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   子どもとスポーツ  

 少子高齢化や情報化社会の中で、核家族化に伴う子どもたちの居場所の喪失や体

力・運動能力の低下、また、運動・スポーツを「する子」と「しない子」の二極化が

あるといわれており、生活習慣病予備軍とされる肥満の増加などが懸念されています。 
こうした子どもたちを取り巻く諸問題は、社会全体の活力が失われるという事態に

発展しかねない大変大きな課題であるとの認識が必要です。 
 
（１）かながわの子どもたちを取り巻く環境 

かながわの人口は全国よりも遅く、平成 31 年（2019 年）をピークに減少していくこと

が予測されており、少子高齢化の進行により、今後の人口構造に大きな変化が見込まれて

います。 

また、情報化の急速な進展により、子どもたちは疑似的（バーチャル）な体験の中で過

ごす機会が以前より多くなりました。直接的な人と人とのかかわりは減り、人間関係の希

薄化が進んできていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

（２）子どもたちの体格、体力・運動能力 

かながわの子どもたちの体格について全国と比較すると、男女とも各年齢層において大

きな差は見られませんが、体力・運動能力については、男女ともほとんどすべての年齢層・

種目において、統計上有意に下回っている状況が見られます。 

子どもの運動やスポーツの実施状況は、「する」子どもと「しない」子どもの二極化が

進み、特に体育の授業以外に運動やスポーツを行っていない子どもは２割近くにもなりま

す。また高学年になるほど外で遊ぶことが少なくなってきており、こうした、子どもたち

の「生きる力」に直接関わる体力・運動能力の低下も深刻な状況にあります。 

このままでは、生活習慣病の増加やストレスに対する抵抗力の低下などを引きおこすこ

とが懸念され、将来的には社会全体の活力が失われるという事態に発展しかねません。 

年齢３区分別人口（新たな手法による神奈川の人口推計 純移動 中） 

「中長期的課題と将来ビジョン」神奈川県総合計画審議会計画推進評価部会（平成 18 年） 
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（３）子どものスポーツ振興への取り組み状況 

学校教育においても、健康・体力つくりの推進が、重要な課題であるととらえ、授業は

もとより、学校教育活動全体をとおした小学校における「子どもキラキラタイム」の実践

研究や「子どもの体力研究委員会」の設置、中学校・高等学校における運動部活動の活性

化、「地域との協働による学校づくり」等への取り組みが行われています。平成 19 年度か

らは中学校においても、学校教育活動全体をとおした「かながわイキイキスクール」の実

践研究が行われるなど、様々な事業に取り組んでいます。 
また、平成 17 年には「かながわぐるみ・子ども家庭応援プラン」が策定され、その関

連で、平成 19 年度から「放課後子どもプラン」の実施も予定されています。 
こうした取り組みは、子どもたちの健全育成や地域の活性化といった総合型 SC の活動

理念と合致していることから、これらの事業内容を把握し、よりよい連携や協力体制を築

いていくことが必要です。なお、子どもたちの問題は、スポーツ単独での関わりではなく、

子育て支援や子どもの居場所づくり、青少年の健全育成などとの絡みで考える必要があり、

全ての大人たちにとって共通かつ将来的な問題です。 

子どもたちを取り巻く諸問題を、まず優先的に考えていく「チルドレン・ファースト」

の考え方は、総合型 SC の活動理念の根幹をなす考え方といってもよく、学校や地域を巻

き込んで子どもたちのよりよい未来のために様々なプログラムを実践していくことが求め

られます。 

 

【参考】 
《情報検索》 

神奈川県教育委員会 
   http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kyoikusomu/index.htm 

神奈川県の子ども情報（保健・福祉） 
  http://www.pref.kanagawa.jp/menu/page/020203.html 
神奈川県生涯学習情報システム「PLANET かながわ」 
  http://www.planet.pref.kanagawa.jp/ 
神奈川県教育委員会子育て応援サイト「すこやかファミリー」 
  http://www.planet.pref.kanagawa.jp/kosodate/kosodate.htm 
地域との協働による学校づくり 
  http://www.planet.pref.kanagawa.jp/kyo-do/index.htm 

《計画・指針》 
「かながわ教育ビジョン（素案）」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/ed_seisaku/forum/annai.htm 
「かながわぐるみ・子ども家庭応援プラン」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kodomokatei/keikaku/index.htm 
「かながわ青少年育成指針」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/seisyonen/shishin/shishin.htm 

《報告》 
「平成 17 年度神奈川県児童生徒体力･運動能力調査報告書」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/hokentaiiku/gakutai1/tairyoku1.html 
「子どもの遊びに関する調査結果報告書」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/40/4317/annai/sports/kodomonocyousa.pdf 
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   高齢者とスポーツ 

 高齢者の学習に対する意欲の向上を始めとして、生きがいや健康づくり、さらには

世代間の交流促進などを図るため、生涯学習やスポーツ活動に対する支援が求められ

ています。 
 また、豊かなライフスタイルの創出に寄与するとともに、介護予防や寝たきりを防

ぐ目的からも、運動やスポーツの有効性が見直されています。 
 
（１）かながわの高齢者を取り巻く現状 

 少子化の進行、高齢化の加速により、今後の人口構造に大きな変化が見込まれています。

老年人口は、団塊の世代をはじめ、高度経済成長期に本県に転入してきた世代の高齢化が

進行することから、今後全国を上回るスピードで高齢者が増加し、平成 17 年の 148 万人

が平成 37 年（2025 年）には約 230 万人と、約 1.6 倍になると予測されています。 

 

（２）老人医療・介護保険財政への影響 

高齢者人口の増加、とりわけ 75 歳以上の増加に伴い、介護を必要とする要支援・要介

護認定者数は、年々増加傾向にあります。平成 26 年度には高齢者人口の 18.4％に達し、

今後、10 年間で 1.8 倍となる見込みです。 
また、要支援・要介護認定者のうち、およそ２人に１人は、認知症高齢者であると言わ

れ、本県でも増加することが見込まれており、介護給付費の増加による保険料の上昇や財

政負担の増加が懸念されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
（２）高齢者のスポーツ振興への取り組み 

 県では、高齢者の運動・スポーツ活動への支援として、「３０３３
サンマルサンサン

運動」などの健康・

体力つくり運動の推進、県内スポーツ・レクリエーション団体へのイベント開催支援、「ゆ

めかながわスポーツ健康シニアフェスタ」などのイベント開催、および「全国健康福祉祭

（ねんりんピック）」や「全国スポーツレクリエーション大会」への代表選手団の派遣など

を行っています。 

介護保険料、介護給付費及び要支援・要介護認定者数の推移 

「平成 27（2015）年における神奈川県の高齢者像」県高齢福祉課 
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 また、地域でも高齢者の生きがいづくりと健康づくりの普及・啓発を目的として、関係

団体の協力のもと、スポーツに関する講座や高齢者向けの大会を開催するとともに、老人

クラブでは、活動の一環としてニュースポーツなどを通じた交流や、健康スポーツ教室な

どの健康づくり活動を行っています。 
 
（３）生きがいとしてのスポーツ 

 高齢者がこれまで培ってきた豊富な経験や知識を生かしながら、運動やスポーツを通じ

て地域活動に参加したり、積極的に他者との交流を図ることで、より豊かな老後の人生を

実現し、世代間の交流や地域活動の活性化を図ることが求められています。 
 また、健康・体力つくり、老人医療や介護支援の団体、地域の老人クラブ、保健センタ

ーや医療機関などとの協力体制の確保や連携は重要なものになり、こうした活動によって

健康なシニア世代が増えることで、高齢者を対象とした様々なスポーツ大会や競技会、イ

ベントも増加してくることが予想されます。 
 このような、明るく豊かで健康的な活力のある社会の実現に寄与する活動に参加し、実

践することは、一人ひとりの生きがいづくりにつながるものであり、今後の展開、発展が

期待されます。 
 
 
【参考】 
《情報検索》 

神奈川県の介護・高齢者情報（保健と福祉） 
  http://www.pref.kanagawa.jp/menu/page/020205.html 
神奈川県介護サービス情報公表システム 
  http://www.kaigo-kouhyou-kanagawa.jp/kaigosip/Top.do 
「PLANET かながわ」シニア向け情報 
  http://www.planet.pref.kanagawa.jp/senior/senior.htm 

 
《計画・指針》 

「かながわ高齢者保健福祉計画」 
  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kourei/pkaitei/index.htm 

 
《関係団体》 

財団法人かながわ健康財団 
  http://www.khf.or.jp/ 

 



第１章 基礎知識 ３．“かながわ”における 
総合型地域スポーツクラブの現状と課題 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 13 

   クラブ育成支援の経緯と現状  

神奈川県における総合型 SC の育成支援は、県スポーツ課、県立体育センター、（財）

県体育協会が連携・協働を図り、推進しています。 
 

（１）県及び市町村の役割 

 県は、文部科学省委嘱事業の「広域スポーツセンター育成モデル事業（平成 14～15 年

度）」と、「総合型地域スポーツクラブ育成推進事業（平成 16 年度～）」を契機に、県スポ

ーツ課、県立体育センター、（財）県体育協会が連携・協働を図り、総合型 SC の育成支援

を推進しています。 
 市町村においては、スポーツ振興に関わる計画の中に、総合型 SC の育成を位置づけ、

独自の支援を展開する取り組みが徐々に見られるようになってきています。 
  
（２）県立体育センターの支援 

 県立体育センターは、「広域スポーツセンター育成モデル事業」の成果と課題を踏まえ、

平成 16 年度より「広域スポーツセンター活動事業」を実施しています。具体的には、広

く県民に総合型 SC についての理解を得るための普及・啓発事業や、県全域を対象とした

総合型 SC 育成相談、種目指導者等派遣事業、総合型 SC 連絡協議会、定着化推進事業な

どを実施しています。 
 
（３）（財）県体育協会の支援 

 （財）県体育協会は、平成 16 年度より「総合型地域スポーツクラブ育成推進事業」を

推進し、主に総合型 SC 創設を目指すグループや団体を対象に支援事業を実施しています。 
 具体的には、クラブ育成アドバイザーによる指導・助言や、創設を目指すグループや団

体間のネットワークづくり、クラブマネジャー等の人材育成、市町村体育協会、競技団体

等との連携協力（指導者の人材派遣等）に向けたシステムづくり等を実施しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神奈川県総合型地域スポーツクラブ育成支援体制 

県立体育
センター

県スポー
ツ課

県体育
協会

連携・協働
県立体育
センター

県スポー
ツ課

県体育
協会

連携・協働

◆育成
◆支援

◇相談
◇事業参加

◆育成
◆支援

◇相談
◇事業参加

地 域 

自治会 

総合型地域スポーツクラブ 

域 地 
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   設立クラブの現状  

現在、県内では 72 の総合型 SC が活動をしています。その他、11 のクラブが総合

型 SC を目指して創設準備を進めています。創設準備中のクラブを含めて、33 市町村

中、23 市町村で総合型 SC が設置されています。（平成 25 年３月末現在） 
 

（１）かながわの総合型 SC の類型 

 県内の総合型 SC の創設方法を類型化すると、「既存クラブからの創設」「地区体協・自

治会からの創設」「レクリエーション協会からの創設」「学校内部からの創設」の 4 つのパ

ターンに分けることができます。しかし実際は、地域の実態に応じて創設されるため、100
クラブあれば 100 通りの創設方法があります。 

神奈川県の総合型地域スポーツクラブの創設類型 

創設類型 クラブ名 市町村 

既存のクラブから創設 

NPO 法人かながわクラブ 

横 浜 市 

NPO 法人横浜かもめ anima クラブ 

NPO 法人ライフネットスポーツクラブ 

NPO 法人横浜スポーツアンドカルチャークラブ 

NPO 法人ＦＣゴール 

カンガルークラブ 

NPO 法人横濱ラグビーアカデミー 

一般社団法人横浜ＦＣ総合型地域スポーツクラブ 

NPO 法人ＣＬＵＢ ＴＥＡＴＲＯ 

NPO 法人わくわく教室 

中原元気クラブ 川 崎 市 
大沢フットボールクラブ 

相 模 原 市 

NPO 法人相模原フットボールクラブ 

NPO 法人ＦＣコラソン 

NPO 法人相模原ライズ・アスリート・クラブ 

相模原スポーツアカデミー（ＳＳＡ） 

NPO 法人ＳＲＣ（スポーツレクリエーションコミュニティ） 

NPO 法人ミハタ 

馬堀スポーツクラブ 
横 須 賀 市 

NPO 法人横須賀シーガルズ・スポーツクラブ 

NPO 法人湘南ベルマーレスポーツクラブ 
平 塚 市 

NPO 法人 W.O.F 

NPO 法人湘南ルベントスポーツクラブ 鎌 倉 市 

小田原フレンドリークラブ 小 田 原 市 
NPO 法人パシフィックビーチクラブ 

茅 ヶ 崎 市 NPO 法人ＳＵＥＲＴＥ 

パーム・インターナショナル・スポーツ・クラブ 

NPO 法人Ｖｉｄａスポーツクラブいさま 座 間 市 

NPO 法人ＡＺスポーツクラブ 南 足 柄 市 

NPO 法人綾瀬スポーツコミュニティ 綾  瀬  市 

NPO 法人スポーツクラブ 1994 寒 川 町 

一般社団法人星槎湘南大磯総合型スポーツクラブ 大 磯 町 

松田ゆいスポーツクラブ 松 田 町 

一般社団法人星槎箱根仙石原総合型地域スポーツクラブ 箱 根 町 

NPO 法人きよかわアウトドアスポーツクラブ 清 川 村 

地区体協・自治会からの創設 

鶴見スポーツ＆カルチャークラブ 

横 浜 市 

はざわクラブ 

弘明寺くらぶ 

新井中学校文化・スポーツクラブ（あ☆らいぶ） 

NPO 法人若葉台スポーツ・文化クラブ 

金沢スポーツクラブ 

やましたスポーツ・文化クラブ 

都筑スポーツプランナー竹の子会 

クローバースポーツクラブ 

さかえスポーツくらぶ 

緑園スポーツ・文化クラブ 

NPO 葛野スポーツクラブ 

川中島総合型スポーツクラブ 川 崎 市 
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神奈川県総合型地域スポーツクラブ設置市町村マップ 

地区体協・自治会からの創設 

幸総合型スポーツクラブＰＬＵＭ 

川 崎 市 
NPO 法人かわさきスポーツドリーマーズ 

NPO 法人高津総合型スポーツクラブＳＥＬＦ 

NPO 法人中野島総合型スポーツクラブビルネ 

金程中学校区「わ･わ･わクラブ」 

NPO 法人城山スポーツ＆カルチャークラブめいぷる 

相 模 原 市 やんちゃるジム 

あそべーる大沼クラブ 

よこすか総合型地域スポーツクラブ 横 須 賀 市 

港スポーツクラブ 平 塚 市 

善行大越スポーツクラブ 藤 沢 市 

城下町スポーツクラブ 小 田 原 市 

茅ヶ崎総合型スポーツクラブ“ＹＯＵ悠” 茅 ヶ 崎 市 

総合型地域スポーツクラブうみかぜクラブ 逗 子 市 

一般社団法人寒川総合スポーツクラブ 寒 川 町 

NPO 法人大磯うみくらぶ 大 磯 町 

あしがら総合型スポーツクラブ「あすぽ」 山 北 町 

愛川ウエルネスネットワーク 愛 川 町 

レクリエーション協会からの

創設 

まる倶楽部 横 浜 市 

平間スポーツレクリエーションクラブ 川 崎 市 

総合型地域まちづくり文化スポーツクラブ 相 模 原 市 

学校内部からの創設 

くろがね倶楽部 横 浜 市 

菅生スポーツコミュニティクラブ 川 崎 市 

東海大学健康クラブ 伊 勢 原 市 
平成 25 年３月末現在 

（２）設置市町村マップ 
 

 

 
 

（３）創設準備中のクラブ 

 県内には、平成 25 年３月末現在、創設準備中のクラブは 11 クラブあります。 

市区町村名 創設準備中のクラブ名 

横 浜 市 

鶴 見 区 ＫＡＺＵ ＳＰＯＲＴＳ ＣＬＵＢ 

西   区 宮ヶ谷ネット運営委員会（休止中） 

港 南 区 くうねるあそ部 

旭  区 NPO 法人スポーツコミュニティ・シュート 

磯 子 区 
ワークライフコミュニケーションズ金沢・磯子 

NPO 法人横浜ビー・コルセアーズスポーツクラブ 

緑  区 
横浜東スポーツクラブ 

スポーツクラブ緑 

相模原市 南  区 NPO 法人相模原スポーツコミュニティ（休止中） 

秦 野 市 NPO 法人おおねスポーツコミュニティ 

厚 木 市 一般社団法人ＳＣＤスポーツクラブ 

 

市町村名 
総合型地域ス

ポーツクラブ 

準備中クラブ 

休止中クラブ 合計 

横 浜 市 24 ８ 32 
川 崎 市 ９ 0 ９ 
相模原市 11 １ 12 
横須賀市 ３ 0 ３ 
平 塚 市 ３ 0 ３ 
鎌 倉 市 １ 0 １ 
藤 沢 市 １ 0 １ 
小田原市 ２ 0 ２ 
茅ヶ崎市 ４ 0 ４ 
逗 子 市 １ 0 １ 
秦 野 市 0 １ １ 
厚 木 市 0 １ １ 
伊勢原市 １ 0 １ 
座 間 市 １ 0 １ 
南足柄市 １ 0 １ 
綾 瀬 市 １ 0 １ 
寒 川 町 ２ 0 ２ 
大 磯 町 ２ 0 ２ 
松 田 町 １ 0 １ 
山 北 町 １ 0 １ 
箱 根 町 １ 0 １ 
愛 川 町 １ 0 １ 
清 川 村 １ 0 １ 

合  計 72 11 83 

           ＊平成 25年３月末現在 
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   クラブ普及・定着化の課題 

総合型 SC を育成していく上での課題については、県内での「クラブ育成における

課題」と創設後の「クラブ運営における課題」の 2 つがあります。各クラブと行政機

関や関係団体等が連携、協働し、その課題解決に向けて努力する必要があります。 
 

【クラブ育成における課題】 

（１）未育成市町村の解消 

 平成 18 年 12 月現在、県内 35 市町村のうち、12 市町村で総合型 SC が設立されていま

す（創設準備中クラブ含む）。しかし、残りの 23 市町村では総合型 SC の創設に至らない

状況です。1 つの市町村に少なくとも 1 つは総合型 SC を設置するという政策目標に向け、

今後はより一層未育成市町村への普及・啓発を進める必要があります。 
  

【クラブ運営における課題】 

（２）総合型 SC の運営にあたって 

総合型 SC は、国や県、市町村が推進しているものであり、行政が協力するのは当たり

前であるといった発想からは何も生まれません。行政のシステムや推進施策を理解し、上

手く連携をとりながら活用していくことで、総合型 SC と行政の双方にメリットができる

ような協力体制を築くことが大切です。 
スポーツニーズへの対応や“場”の確保または利用方法の工夫など、総合型 SC でなけ

ればできない“広く”また、“将来的”な視野をもった活動が求められています。 
 

（３）地域や既存団体との連携・合意形成 

 総合型 SC の創設には、地域の様々な組織、団体、人々の理解や協力、支援が必要です。

そのためにはクラブをつくるメリットだけを訴えるのではなく、地域や団体が将来的に直

面することが予想される課題や問題について、時間をかけて話し合いながら、合意を得て

いくことが大切です。そして、創設を目指すクラブが、いかに地域住民主体の組織となれ

るかが、“自力のある長続きするクラブ”をつくりあげるための重要なポイントになるでし

ょう。 
   
（４）活動場所の確保 

 総合型 SC の活動場所は、主に公共施設であり、そのほとんどが学校施設です。公益的

な機能を期待されるのが総合型 SC ですが、優先利用が認められているケースは少なく、

多くのクラブが安定した活動場所の確保に苦慮している状況です。 
 既に、地元企業のスポーツ施設を有効活用しているクラブもありますが、今後は学校施

設のほかに、公共スポーツ施設や公民館、集会所のような公共施設、公園や広場、緑道、

あるいは海、川、湖、山などの自然環境等の活用が期待されます。また、クラブ間の交流

を通して、互いの活動場所を提供し合うようなことも考えられます。 
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（５）財源の確保 

 総合型 SC は、クラブ会員が主体となり財政的にも自立していることが大切です。特に、

公的な補助金等を受けて準備をしているクラブは、補助金や委託金が終了した後のクラブ

運営の見通しを立てておくことが必要です。自主事業の実施や委託事業の受託、市町村独

自の基金寄付、助成制度などの導入など、円滑なクラブ運営のためには独自の財源確保が

必須です。 
 
（６）指導者の確保・養成 

 地域住民の多様なスポーツニーズに対応できる総合型 SC になるためには、スポーツ指

導者の確保が求められます。県内の総合型 SC は、地域に潜在している指導者を探したり、

県立体育センターが行う指導者等派遣事業を活用しながら、指導者を確保することになり

ます。 

 今後はクラブ内部からスポーツ指導者を輩出するなど、積極的な指導者の養成確保に努

め、質の高い指導者がいる総合型 SC として、成長発展していくことが必要です。 

 

（７）クラブライフの創造 

 総合型 SC を考えるとき、どうしても多種目、多世代、クラブハウスといった“カタチ”

の部分や、クラブがどのように社会貢献していくかということを先に考えてしまいがちで

す。しかし、まずは、「誰もが毎日の生活の中で楽しくスポーツができ、充実した時間が過

ごせる環境（＝クラブライフ）」をつくることが大切です。地域住民が主体となって知恵を

出し合い、クラブを楽しみ、愛し、誇りをもてる「クラブ」が根幹になくては、地域の人々

に愛され、自力あるクラブとしての永続はありません。 
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   クラブの自立とマネジメント 

 総合型 SC は、自主的、自発的な運営を原則としたクラブで、自分たちの人材や資

金などを有効に活用し、精神的、財政的自立を目指す非営利団体です。 
 クラブの運営管理は、クラブ会員による協働を原則とし、クラブ会員がスポーツ参

加を楽しむ「享受者」の立場であると同時に、プログラムの指導や事務的な仕事など

のクラブ運営に責務を持つ「提供者」としての立場を持つことも求められます。 
 

（１）総合型 SC の特性 

 総合型 SC は、スポーツの価値を共有しようとする地域の人達の自発的、自主的な会員

制のクラブです。クラブは、クラブ会員が安価に、身近な場所で、短い時間でも、気楽に

楽しく充実した時間を共有することができる「安近短楽」がモットーです。 
 「安価」で「気楽に」スポーツを楽しむためには、クラブ会員はスポーツ参加を楽しむ

「サービス享受者」の立場であると同時に、プログラムの指導や事務的な仕事などのクラ

ブ運営に参画する責務を持つ「サービス提供者」としての立場を持つことが求められます。

いわゆる会員相互の協働制の協力体制がクラブ運営の根幹となり、この運営方式がクラブ

の財政的な自立と精神的な自立につながります。 
 したがって、民間のスポーツクラブやフィットネスクラブの『会員（お客様）－スタッ

フ・指導者（従業員）』関係という構図ではないことを、クラブ会員一人一人に理解しても

らうことが必要です。 
 

（２）自発的、自主的マネジメント 

 総合型 SC の運営には、地域住民の自発性と自主性が望まれます。クラブ会員から会費

を徴収して、会員が望むスポーツプログラムを継続的に運営していくためには、クラブ内

で組織づくりを行い、役割分担を決めて運営することが求められます。自主的なクラブ運

営であっても、クラブ運営についての必要最低限の約束事（ルール・規約）が求められる

ので、総合型 SC においてもマネジメントの知識が必要になります。 
 自主的なマネジメントといっても、クラブ会員が希望するプログラムを定期的に提供す

るためには、プログラムに必要な施設、用具、指導者、予算等が必要になります。施設や

指導者、用具などの経営資源は無料という訳にはいきませんから、これらの経営資源を有

効的かつ効率的に活用する知恵、いわゆるマネジメント能力が求められます。 
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    クラブマネジメント 

 総合型 SC を持続的に運営していくためには、事業体としての組織づくりと経営資

源の効果的な活用が必要となります。クラブ会員のニーズを起点とした運営目的を明

確にし、人的・物的・財的資源を効果的かつ効率的に配分して年間事業計画を遂行し

ます。 
 なお、事業遂行を円滑に推進するために、PDCA サイクルによる目標管理が望まれ

ます。 
 
（１）基本的考え方 

非営利団体である総合型 SC のマネジメントは、民間スポーツクラブ等のような営利団

体と異なり、利潤を追求することがマネジメントの目的ではありません。スポーツ好きの

仲間の集合体ですが、持続的にクラブが存続するためには、赤字を極力出さない、「ムリ・

ムダ・ムラ」のない事業体としての体制も必要となります。赤字を放っておいたり、ある

いはある特定の個人の負担のうえに成り立つような組織は、持続的に存続できません。 
 

（２）マネジメントサイクル（PDCA サイクル） 

 総合型 SC の持つ限りある経営資源を最大限に活用して、効果的かつ効率的にクラブの

経営目的を達成するためには、合理的なマネジメント機能が必要不可欠になります。この

マネジメント機能を「PDCA サイクル（Plan→Do→Check→Action）」と呼んでいます。 
 PDCA サイクルは、クラブの経営目的に沿って、 

①計画（Plan）： 
 クラブ運営やスポーツプログラム・イベントなど具体的な内容と実施方法、

予算に関する「計画」をたてます。 
②組織化・実行（Do）： 

 その計画を実行するために必要な役割を分担し、適材適所に人材を配置して、

命令系統をシンプルかつ明確にしてその計画を「実行」します。 
③評価・分析（Check）： 

 実行された計画がどの程度目的が達成されているか、成果が上がっているか

を点検して、役割分担や命令系統、予算などが効率的かつ効果的に使われたか

を「評価・分析」します。 
④見直し・修正（Action）： 

 評価・分析に基づいて、次回の実行計画が経営目的により合致するように「見

直し・修正」します。 
 

（３）主なクラブマネジメント 

 総合型 SC を持続的かつ機能的に運営していくために必要なクラブマネジメントには、

次の運営管理業務があります。 
①事務局の運営 
②運営委員会や理事会等の運営 
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③財務管理 
④プログラム管理 
⑤広報活動 
⑥危機管理：リスク管理とクライシス管理 
⑦人材管理 
⑧施設管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮崎哲也「最新マーケティング理論と戦略がよ～くわかる本」 p.84  一部修正  

                          株式会社秀和システム 東京 
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   マーケティング手法の研究と導入 

 地域住民は、総合型 SC だけでなく地域で活動する様々なサークルやクラブあるい

は民間スポーツクラブなどの中から、自分の求めるスタイルのクラブを選択します。 
 そのような中で、より多くの地域住民に入会してもらい、継続してもらうために、

マーケティング手法を研究し、総合型 SC のマネジメントに生かしていく事は大変効

果的です。大切なことは、地域の他のサークルやクラブなどとの連携を保ちながら、

総合型 SC の特性、個性を明らかにし、その魅力を伝えることにあります。 
 

（１）総合型 SC とマーケティング 

 総合型 SC は、民間スポーツクラブの様に、事前に周辺地域の潜在需要を調査し、可能

性の高い土地に出店した後、顧客獲得競争を行うような性格は持ちません。地道な活動を

通じて地域住民に理解され、地域のスポーツ振興や地域の活性化に寄与することにより、

次第にクラブ会員を増やしていくものです。 
 しかしながら、より多くの地域住民に対して、より早く入会機会を提供し、より多くの

クラブ会員が継続的に活動するためには、マーケティングの考え方を効果的に導入し、活

力のあるクラブづくりを推進することが望まれます。 
 
（２）市場機会（潜在クラブ会員）の発見と分析 

 マーケティング活動は、計画性を持って行うことが重要で、まず始めに「市場機会の発

見と分析」を行うことが大切であるとされています。総合型SCの場合に置き換えると、地

域住民の中に、スポーツ活動をしたい人、クラブに入りたい人、新しいクラブライフを求

めている人など、いわゆる「潜在クラブ会員」がどれくらいいて、何を望んでいるかを知

ることにあります。 
 地域における潜在クラブ会員の発見と分析では、Club（自クラブ）、Customer（地域住

民）、Competition（他のクラブ等）について、それぞれの問題点を抽出・分析する「3C
分析」が基本となります。自クラブの問題点や課題等について、クラブマネジャーやクラ

ブ役員は自らの経験にもとづく直観によって分析し、問題の所在を自己分析することから

始めます。続いて自クラブの強みと弱みの内部分析（SWOT分析）をおこない、地域での

自クラブが置かれている位置（ポジショニング）を明確にします。 
 
 SWOT分析の要素 
  ○ Strength  自クラブの「強み」（よい面）  
  ○  Weakness  自クラブの「弱み」（悪い面）  
  ○ Opportunity 機会（うまくいく要素） 
  ○ Threat    脅威（うまくいかない要素） 
 
 
 
 

クラブ内部の分析と把握 

クラブ側では変えることのできない
地域（外部）の現状分析と把握 
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（３）マーケティング調査（需要調査）の実施 

 一般的にマーケティング調査は、次のマーケティング活動の立案に調査結果を反映させ

ることを目的として実施するので、仮説（見通し・予測）を設定し、「マーケティング課題

の発見・調査課題の明確化」「調査計画の立案」「データの収集・入力・分析」「報告書の作

成と情報提供・活用」といった 4 段階で進めます。 
 総合型 SC が実施する場合も、同様の手法で行う事が必要ですが、結果を具体的に反映

させることが難しい場合が多いことから、十分検討して行う事が必要です。また、「県民の

体力・スポーツに関する調査（平成 18 年度）」などの全体的な情報データを基本に、地域

のスポーツ関係者や指導者、世話役などのヒアリング（インタビュー調査）を行い、対象

地域の状況を把握し総合分析することも可能です。 
 

（４）マーケティング活動の立案 

 マーケティング活動を実行するためには、４P（Product：製品 Price：価格 Place：
流通 Promotion：プロモーション）を最適に組み合わせることが大切です。この４P を

最適に組み合わせることを「マーケティング・ミックス」と言いますが、総合型 SC では

【クラブライフ】【会費】【施設】【プロモーション】の４要素について総合的な検討を重ね、

対象とする地域内の潜在クラブ会員の反応を最大にし、総合型 SC への入会行動を起こさ

せることを狙います。 
 なお、総合型 SC は、クラブ会員や参加者の積極的な勧誘に力を注ぐ前に、クラブ組織

を充実させ、「製品」とも言うべき「クラブライフ」がしっかり定着していないと、マー

ケティング手法の導入は難しいし、その意味を持ちません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野川春夫「マーケティング②市場調査・分析」平成 18 年度東京都地域スポーツクラブマネジャー養成講習会資料 

（５）コミュニケーション・ミックス戦略 

 総合型SCの理念や目的、あるいはプログラムやクラブライフ、行事日程、活動場所等に

ついての適切な情報を地域住民（潜在クラブ会員）にどのように知ってもらうかという会

員勧誘のプロモーションは重要です。潜在クラブ会員が頻繁に接触する情報伝達手段を複

数組み合わせて総合型SCの情報を送ることを「コミュニケーション・ミックス」といいま

す。例えば、ホームページやメール、チラシ、直接の勧誘、広報誌の活用、知人からの薦

め（口
クチ

コミ）を最適に組み合わせた「コミュニケーション・ミックス戦略」が今後ますま

す重要となります。 

４ 

エリアマーケティングの手順 
自分の地域の人口規模、スポーツ人口規模 

データの分析（現状分析） 

独自の住民アンケート調査：潜在顧客の需要の 
発見（市場分析） 

（顧客分析） 

上記のデータを総合分析：プログラム・価格の設定 

潜在顧客へのインタビュー調査 

市場機会（マーケティング環境）の分析 

マーケティング・ミックス 

標的市場の設定 

マーケティング戦略（４Ｐ）の立案 

実 施 ・ 管 理 

評 価 ・ 修 正 

マーケティングの手順 
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    クラブマネジャー 

 総合型 SC の牽引役としてリーダーシップを発揮し、クラブ創設や運営において重

要な役割を担うのがクラブマネジャーです。多面的な資質が求められ、クラブの人（ク

ラブ会員・指導者・スタッフ）、モノ（施設、備品・プログラム）、カネ（財務）の

管理や調整と、多様なニーズを持つクラブ会員の満足度を最大化することが中心的な

仕事です。 
 
（１）クラブマネジャーの資質 

①「現状を把握する」マーケターとしての能力： 
 政治や経済およびライフスタイル等の社会変化や地域の状況変化、クラ

ブ会員ニーズの変化を読み、どのようなクラブライフがクラブ会員の満足

度を最大化できるかを先読みする能力 
②「説明する」プレゼンテーターとしての能力： 

 クラブ会員やスタッフ、スポンサー、行政、関係団体等に対してクラブ

の方針や将来像について分かり易く、魅力的に説明できる能力 
③「アイディアを具体化する」プロデューサーとしての能力： 

 総合型 SC のクラブライフ確立に必要なスタッフ、指導者、ボランティ

ア、クラブ会員、プログラム等について包括的な指針を示し、具現化でき

る能力 
④「資源を管理運営する」マネジメント能力： 

 クラブの理念と年間計画に基づいて、クラブの持つ人的資源や物的資源、

財的資源などを効率よく、効果的に活用する能力 
⑤「調整する」ファシリテーターとしての能力： 

 総合型 SC の会議などでスタッフや指導者が相互に積極的に意見を述べ

合い、コミュニケーションを活発にさせて結論に向かわせる調整能力 
⑥「円滑な交渉をする」ネゴシエーターとしての能力： 

 スタッフやスポンサー、行政、関係団体等に対して交渉する際、利害関

係の調整に当たり、当事者双方に利益がもたらされるような問題解決能力 
⑦「信頼が厚く、ホスピタリティ豊かな」リーダーシップ能力： 

 社会人としての高い資質を持ち、クラブ会員やスタッフ及び外部関係者

から高い信頼を得て、多くの人を導く人間性豊かな指導力 
 

（２）クラブマネジャーの仕事 

①年間計画の作成と目標管理： 
 年間事業計画の作成 

②プログラム管理： 
 クラブ会員や地域住民に提供するプログラムの品質管理、指導者のホス

ピタリティ指導の徹底、指導法の向上、プログラムの取捨選択 
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③クラブ会員管理： 
 クラブ会員の満足・不満足調査、月会費の管理、クラブ会員の利用頻度

や滞留時間、参加種目などの把握 
④人事管理： 

 スタッフ、指導者、ボランティアの採用、教育、任用 
⑤財務管理： 

 クラブの財産の管理、主財源（会費の徴収）の確保、外部財源（各種補

助金、スポンサー）の獲得、財源の配分方法 
⑥危機管理： 

 安全で安心できるクラブライフの確立。傷害保険の加入等の保険制度の

確立、予測可能なクラブ内のケガや事故に対する応急処置や救急法、連絡

網と初動対応のマニュアルづくり等のリスク管理と、不幸にして事故やケ

ガが発生してしまったときの初動対応法・連絡網などのクライシス管理 
 

（３）クラブマネジャーの養成研修 

クラブマネジャーの養成及び資質向上を目的とした研修会は、次のようなものがありま

す。 
①神奈川県地域スポーツクラブコーディネートに関する研修会 
②神奈川県体育協会クラブマネジャー研修会 
③日本体育協会アシスタントマネジャー養成講習会、クラブマネジャー養成講習会 
④日本スポーツクラブ協会クラブマネジャー研修会 
⑤クラブ内独自の勉強会、研修会 
⑥その他の公開講座や研修会 
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   会 則 

 総合型 SC の会則（定款、規約等）は組織を運営する基盤となります。総会に諮る

必要があるので、会則がなぜ必要なのかを説明し、クラブ会員に理解しやすいように

構成します。特定非営利活動法人などの法人化を視野に入れた、必要最低限の会則を

先ず策定します。 
 
（１）会則の必要性 

 会則（組織によっては定款、規約等：以下会則）は、総合型 SC の理念や目的を明文化

した約束事です。クラブ会員や運営スタッフのほか、地域内外の関係団体に対してもクラ

ブの活動方針や方向性を理解してもらう重要な文書となります。特定の個人の判断にクラ

ブの活動方針などを委ねるのではなく、選出されたクラブ役員で構成される役員会で民主

的に進めるためには、クラブの会則が必要です。 
  
（２）会則の作り方 

 会則の作成にあたっては、初めから高いハードルを設定するよりもクラブの実態に合わ

せ、年々改定しながらよりよいルールにしていく方がよいでしょう。 
 
（３）会則の主な項目 

総合型 SC の会則は、一般的に以下の項目で構成されます。これらの内容を網羅してお

くと、クラブがNPO法人格等の取得を目指す際に必要な定款にもおおむね対応できます。 
①クラブの名称や所在地を含む総則 

 ②クラブの目的 
 ③クラブの事業 
 ④クラブ会員の資格・手続き・会費等 
 ⑤クラブ役員の選出方法と任期および任務等 
 ⑥クラブ事務局 
 ⑦総会や役員会（理事会等）などの会議と運営組織 
 ⑧クラブの資産と会計の原則 
 ⑨会則改定 
 ⑩クラブの解散と資産管理 
 ⑪附則（規約の施行日など） 
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   総会の運営 

通常年１回開催される総合型 SC の総会は、次年度の年間事業計画がクラブの方針

やクラブ会員ニーズに合っているか、会費が有効に使われているか等を審議する最高

決議の場になります。役員会に依存しすぎず、クラブの方向性や存在意義を確認する

と共に、クラブ会員相互のつながりを強める場ともなりますから、総会の開催準備と

運営は非常に重要です。 
 
（１）総会の基本的考え方 

 総合型 SC の総会は、通常１年に１回開催します。総会では、前年度の事業と会計報告

に加え、次年度の事業計画と裏付けになる予算がクラブ会員によって審議されます。総会

は、クラブ会員が収めた会費が有効に使われたか、事業が適正に実施されたか、次年度の

年間事業計画と予算配分がクラブのニーズに合っているかなどを審議する最高決議の場で

す。この会議において、クラブ会員の意見や要望が反映されるのですから、役員会の信任

を問う場とも言えます。 
 

（２）総会開催の準備事項 

 総会で審議される前年度の事業と会計報告、および次年度の事業計画と予算計画が準備

事項の主たるものです。また、役員会の理事あるいは運営委員等の任期満了に伴う新役員

の選出方法や候補者の名簿づくりなども準備事項に含まれます。会計報告には会計監査も

必要となりますから、事前に監査役（監事）に前年度の会計処理を確認してもらう必要が

あります。また、総会出席の権利を持つクラブ会員全員に総会の召集通知を出すと共に、

出席できないクラブ会員に対して委任状を提出してもらうことも準備事項として挙げられ

ます。総会が成立するためには、会則で定めた定数以上のクラブ会員の出席がなくてはな

らないからです。 
 

（３）総会の運営 

総会を運営する際の主な進行次第は次の通りです。 
①開会の挨拶（総合型 SC 会長） 
②議長の選出 
③議決権を持つクラブ会員定数の確認（総会の成立の確認） 
④審議事項の審議 

ア）前年度の事業報告 
イ）前年度の会計報告 
ウ）次年度の事業計画 
エ）次年度の予算案 
オ）規約の改正（必要な場合） 
カ）役員の改選（必要な場合） 
キ）その他 
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⑤報告事項 
ア）クラブ会員数の推移（事務局） 
イ）会費支払いのお願い（事務局） 
ウ）新会員の紹介（事務局） 
エ）外部からの訪問視察（事務局） 
オ）クラブマネジャー養成講習会等への出席（事務局） 
カ）その他
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     役員会の運営 

総合型 SC の運営は、特定の個人の判断に委ねるのではなく、クラブの会則に基づ

いて選出された理事や運営委員等の役員で構成される役員会で民主的に進めることが

必要です。理事会などの役員会の位置づけと役割、理事等のクラブ役員選出方法、各

会議の開催準備と運営方法等が、クラブ会員に分かり易く、透明性の高いものが望ま

れます。 
 
（１）役員会の位置づけと役割 

 理事会などの役員会には、クラブ会員の総意を反映し、クラブ会員を代表してクラブを

円滑に運営できる体制と人選を整え、事業を計画的に進めるとともに、予算を適切に執行

する役目があります。クラブの意思決定の最高機関である『総会』の下部組織として位置

づけられ、各種の委員会や会議等を統括すると共に、事務局と連携をとります。また、外

部環境の変化やクラブ会員ニーズの変化等を敏感に察知し、将来に向けたクラブの方向性

や安定的な運営の在り方などを模索し、時には変革していく役割も担っています。 
 

（２）クラブ役員の選出方法 

 理事などのクラブ役員は、総合型 SC の地域特性等を勘案して、スポーツ関係者ばかり

でなく、地域の活性化や青少年健全育成や高齢者福祉関係、障害者関係などと連携が図れ

る人材で構成されていることが望ましいと言えます。また、各種委員会や会議等の舵取り

もしてもらうため、財務や広報、IT、法律などの各領域に高い能力のある人たちを集めら

れるのが理想です。選出方法としては、無記名選挙か推薦選出を用い、総会で議決（承認）

されることになります。クラブ役員の在職年数は、通常 1 期 2 年であり、総会での承認を

得た上で再任できるようになります。 
 

（３）専門部会や委員会等の開催準備 

 クラブには、開催する教室やイベントなどの企画運営が相当数あるため、役員会は必要

に応じて総務、広報、財務、プログラム、研修などの専門部会や委員会等を設置し、運用

することができます。 
 これらの専門部会は、毎月 1 回あるいは 2 ヶ月に 1 回の定期的な会議を開催して、当面

の問題や今後の方針などを審議し決定します。専門部会の責任者（委員長／部会長）は、

理事会などの役員会と相談の上、会議の内容を審議項目と報告事項または懇談事項に予め

仕分けします。その後、事務局を通して会議の開催通知を送付し、各委員に通知します。  
 

（４）各会議の運営 

各専門部会や委員会は、選出委員の出席（委任状含む）が定数に達しているかを確認し

た後に、責任者が委員長として議事を進行します。審議事項に関しては、趣旨説明をした

後に委員から質問を受け、その後に賛成意見と反対意見を述べてもらい、採決（票決）し

て審議事項を決定します。賛成票と反対票が同数の場合は、委員長が採決に加わることが

できます。 
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議事の進行は、主に 
 「定数の確認」→「審議事項」→「報告事項」→「懇談事項」（必要な場合）→ 

  →「その他」→「閉会」 

という流れで行います。 
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    事務局の運営 

事務局は、クラブ会員や入会希望者、地域住民に対する直接の窓口となります。窓

口業務としては、クラブ会員の入退会手続きなどの会員管理機能、クラブの理念や会

費・プログラム等に関する情報提供機能、各種の相談や問題に対応する苦情処理機能

等があります。クラブの活動に関わる会計処理・会員管理・施設の利用調整等の業務

を事務局で一元化することが理想です。 
 
（１）事務局の必要性 

クラブの窓口として、クラブ会員や入会希望あるいは行事への参加を希望する地域住民

（潜在クラブ会員）からの各種相談や受付に対応し、的確な事務処理によりクラブの運営

を円滑に進めます。クラブが活動している曜日や時間帯、場所、指導者、プログラムの内

容、事前の連絡先などの情報をクラブ会員や入会希望者に適切に提供し、クラブ運営に関

わる会計処理や会員管理、施設の利用調整などを一元化して機能させるためにも、専門的

なスタッフが配置された事務局が必要です。 
 

（２）クラブマネジャーと事務局スタッフ 

 クラブマネジャーと事務局スタッフは、クラブ運営の実務を担う両輪といえます。クラ

ブマネジャーは、クラブ業務の全体を統括する役割を担っていますが、主にプログラム管

理やクラブ会員募集、事業参加者募集等に関わる業務を担当します。 
 事務局スタッフは、クラブマネジャーが力を発揮しやすいように、会員管理や会計処理、

施設の利用調整等の側面的支援となる事務的業務を担当します。クラブマネジャーと事務

局スタッフのコミュニケーションが密になればなるほど、クラブ運営が円滑になります。 
 

（３）事務局の業務内容 

 事務局の業務は、クラブが地域に存続するための基本的な諸活動を支援するとともに、

クラブマネジャーや指導者たちが存分に力を発揮できるよう、教室やプログラム、イベン

トなどを側面から支えることです。事務局の主な業務は次の通りです。 
①会員管理：クラブ会員の入退会の手続き、日常のクラブ会員の参加受付、記録 
②財務管理：クラブ会員の入会金、会費の会計処理、講師・運営スタッフ・指導者な

どへの会計処理、設備・備品等の会計処理、水道光熱費等の会計処理、

現金管理、預金通帳管理、印鑑管理、帳票管理  
③各種保険管理：スポーツ安全保険やボランティア保険等の契約・更新手続 
④施設管理：施設の開場と戸締まり、施設利用の調整、施設の点検・修理 
⑤個人情報管理：クラブ会員の個人情報保護業務 
⑥安全管理：事故発生に備えての情報網の整備・連絡網の確認 
⑦連絡調整：クラブマネジャーや運営委員、指導スタッフなどとの日常的な連絡調整

やクラブ内の各種委員会または部会との役割分担および業務伝達、苦情

処理と処理記録の作成 
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インターネットを活用した会員管理（入会手続き）事例 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

善行・大越スポーツクラブホームページから 

                     http://www.cityfujisawa.ne.jp/~zosc/ 
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非営利法人化 

非営利活動組織である総合型 SC が任意団体の場合、社会的責任があまり強く求め

られない反面、社会的な信用が得られにくい場合もあります。しかし、行政からの優

遇措置を受けやすい特性がありますが、クラブの事業と組織の一層の充実を図るため

に、特定非営利活動法人（NPO 法人）などの法人格を取得することもクラブのマネジ

メント戦略として一考に値します。 
 
（１）法人化の検討 

 クラブの公益性という特性から社会的信用の獲得を考えると、法人化の検討は一考に値

します。しかし、先ず初めにクラブ内で法人化のメリットやデメリット、NPO 法人格とは

何かを勉強し、長期的な展望の下に自分たちのクラブを法人化する必要性があるかを明確

にする必要があります。クラブ役員や運営スタッフはもちろん、クラブ会員や知人の中で

法人化について詳しい人材が見つかれば、その人達にも勉強会に参加してもらい、じっく

りと時間をかけて検討することが望まれます。 
                     

（２）法人化のメリットとデメリット 

 法人格の取得は、クラブの権利義務を明確にします。したがって、メリットとデメリッ

トは表裏一体のコインとも言えます。 
 メリットとしては、①銀行口座の開設、②電話の設置契約、③クラブハウス等不動産の

賃貸借契約、④公共施設の管理委託契約、⑤スポーツ振興事業受託契約などがクラブ代表

者個人の責任でなく、クラブ名（法人名）でできる、などが挙げられます。 
 デメリットとしては、①法人格を取得する際に提出したクラブの定款や役員名簿を変更

するのに手が掛かり、小回りが利かなくなる、②事業報告書や収支計算書を公開するため、

事務手続きなどの煩雑な業務が増える等が挙げられます。 
 

（３）特定非営利活動法人（NPO 法人） 

 特定非営利活動法人（NPO 法人）は、特定非営利活動促進法に基づく法人であり、非営

利目的で公益事業（保健・医療・福祉、まちづくり、環境の保全、文化・芸術・スポーツ

の振興、国際協力、子どもの健全育成、社会教育の推進、地域安全活動、男女共同参画な

ど）を行う団体が、都道府県知事または内閣総理大臣の認証を受け、その後登記すると法

人格をもてることになります。 
 

（４）法人格取得申請時の準備と条件 

 神奈川県の場合、「神奈川県県民部県民総務課 NPO 協働推進室（TEL 045－210－3621）」
で申請手続きなどのアドバイスを受けたり、「かながわ県民活動サポートセンター（TEL 
045－312－1121）」など、法人格取得からその後の法人運営についても支援してくれる機

関に相談しながら準備を進めることが最も確実です。なお、申請時には次の条件を満たす

必要があります。  
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特定非営利活動法人（NPO 法人）の認証申請時の条件 

①特定非営利活動*を行うことを主たる目的とする団体 
 （*17 の対象活動分野の一つ、または複数にクラブの活動目的があること。） 

②営利を目的としないものであること 
（NPO 法人として収益事業も行うことができます） 

③社員*の資格の得喪に関し、不当な条件を付さないこと  
 （*社員とは社団の構成員を指します） 

④役員の内、報酬を受ける者の数が、役員総数の３分の１以下であること。 

⑤宗教活動や政治活動を主たる目的とするものでないこと 

⑥特定の公職者（候補者を含む）または政党を推薦、支持、反対する事を目的にす

るものでないこと 

⑦暴力団でないこと、または暴力団もしくは暴力団員の統制の下にある団体でない

こと 

⑧10 人以上の社員を有するものであること 

    
また、認証手続きに（申請）に当たっては、NPO 法人としての設立総会開催後、定款、

認証・登記に関する書類の写し、事業報告書、財産目録、貸借対照表、収支計算書、役員

名簿、役員名簿に記載された者の内、前年において報酬を受けたことがある者全員の名簿、

社員のうち 10 人以上の者の名簿を提出し、公開します。 
 

（５）新しい非営利法人の可能性 

 平成 20 年に施行される「公益法人制度改革」により、既存の財団法人、社団法人は「一

般財団」「一般社団」「公益財団」「公益社団」に変わり、「中間法人」は廃止となります。

将来的には「特定非営利活動法人（NPO 法人）」も包括する新制度の施行により、非営利

の法人格を取得する道が新たに開けるので、その動向に注目しましょう。 
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連
携 

体育指導委員 体育協会 

地域住民 
サービス提供 

地域社会 

連
携 

行 政 
育成 
支援（協力） 

広域スポーツ 
センター 

学校 
PTA 

町内会 
自治会 青少年対策 

地区委員会 

自主運営 区市町村 
総合型地域スポーツクラブ 

   ネットワーク化 

総合型 SC の育成、定着化のためには、スポーツ関連団体や行政を筆頭に、学校や

地域の自治会、まちづくり協議会、青少年相談員、婦人会、PTA、高齢者福祉関係等

の団体、および商店街等との連携が求められます。また、他の総合型 SC との情報交

換や人材交流などを通してのネットワーク化が、クラブ発展の鍵となります。 
 
（１）クラブの情報交換 

 総合型 SC は、既存のクラブや広域スポーツセンター、地区の体育協会、クラブ育成ア

ドバイザー、地元の体育指導委員、レクリエーション協会、学校関係者、その他の団体や

協会などとの幅広い情報交換が欠かせません。クラブの運営管理に必要な情報＜ヒト・モ

ノ・カネ・組織づくり＞を自分から積極的に求めていくことが重要です。 
  

（２）クラブの人材交流 

 クラブには、クラブマネジャーやスタッフを筆頭に、指導者やボランティアがいます。

これらの人達が固定化し、執行業務の偏りやマンネリ化がないように、総合型 SC を支え

る人材の発掘と育成を常に行う必要があります。クラブの活性化は人材の活性化でもあり

ます。 
 他のクラブなどから新しい情報を収集すると共に、ヒューマンネットワークを築けるよ

うにクラブ外での研修会や講習会に積極的に参加することが大切です。 
 

（３）ネットワーク化 

 総合型 SC の活動や組織体制を充実させていくためには、ヒューマンネットワークと情

報ネットワークの構築が不可欠です。ネットワーク化とは、情報の交換と人材の交流を示

します。クラブ内ではクラブ会員、運営スタッフ、指導者、ボランティアなどとのネット

ワークを強固にするとともに、クラブ外では、クラブに関連する諸団体との関係を強化す

るためにもネットワーク化を推進する必要があります。 

諸団体等との連携ネットワークのイメージ 
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充実したクラブライフを楽しむ 
ドイツのスポーツクラブ事例 

（写真：日本自由時間スポーツ研究所） 

   クラブライフの創出 

 総合型 SC は、多種目、多世代で、かつ多様性があることから、多面的なスポーツ

とのかかわり方を持つことが可能です。また、幅広いコミュニケーション活動などを

含めた総合的なクラブ活動は、楽しく充実した魅力あるクラブライフとしてクラブ会

員自らが創出していくことが大切であり、そのための良好な環境づくりはクラブ運営

の重要な要素です。 

 

（１）個性豊かなクラブライフ 

 総合型 SC の育成は、新しいスポーツ組織づくりであると同時に、新しいクラブライフ

の創出を意味します。同じスポーツを行う同世代の仲間たちだけでなく、異なる世代の人

や異なる種目を愛好する人との出会いや交流は、地域における幅広いお付き合いを培い、

良好な人間関係を醸成します。クラブに加入し、そのクラブに魅力を感じ、末永く継続す

る鍵はこのクラブライフの良し悪しにあり、クラブごとの個性豊かなクラブライフの醸成

が望まれます。 

 

（２）クラブライフの実際 

 クラブライフはクラブで過ごす充実した「ひととき」を指す言葉です。具体的には、 

  ○クラブで楽しく充実したスポーツや運動を行う。 

  ○クラブで健康づくり活動、あるいは文化活動などを楽しむ。 

  ○クラブの仲間と食事をしたり、多くのクラブ会員と歓談、交流する。 

  ○クラブの様々なスポーツイベントや大会に参加する。 

  ○クラブを代表して大会や交流会などに参加する。 

  ○クラブのために、ささやかなお手伝いをする。 

  ○クラブの総会やミーティングに出席する。 

  ○クラブの指導者やスタッフとしてボランティア活動を行い、役割分担を担う。 

  ○クラブの役職を務める。 

  ○クラブを通じて地域貢献活動に参画する。 

など、クラブ内で起こり得る様々な活動に参画し、楽しく充実した質の高い時間を過ごす

ことを指します。家族とクラブの話しをするのも、クラブライフの重要な一場面です。 
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（３）充実した時間の共有 

 クラブライフは、クラブ会員一人ひとりが「遊び」の中で培い、育むものであり、予め

用意されたシナリオ通りに進むものではありません。クラブ会員同士が自発的に歩み寄り、

知恵を出し合って充実した時間を共有することに大きな意義があります。 

 クラブ育成の目標は、充実したクラブライフの創出にあるといっても過言ではありませ

ん。 

 

（４）クラブライフ創出のためのヒント 

 クラブライフを創出するためには、クラブ会員の自発的かつ積極的な参画を期待します

が、なかなか難しい面があります。したがって自発的な活動への移行を前提に、次のよう

な雰囲気づくりやきっかけづくりが必要です。 

  

①種目ごとのスポーツ実践において、スポーツそのものを楽しむと同時に、仲間との

コミュニケーションを大切にするような雰囲気づくりが大切です。特に、中心的な

役割を担う世話役や指導者、リーダー、スタッフらが十分配慮することが必要です。 

②クラブハウスなどでは、「憩いの場」「交流の場」となるように、居心地の良い雰囲

気づくりに配慮することが必要です。クラブ会員相互のマナーも大切にしなければ

なりません。 

③クラブ会員になって「よかった」と思うようなクラブの行事やイベントを企画し、

提案する。特に親睦の機会としては重要です。 

④常に一人ひとりが「主体者」になれるような場づくりが大切です。老若男女誰もが

「気後れ」することなくクラブ会員として「そこに居る」ことができるような配慮

が必要です。誰にとっても、クラブには「楽しいスポーツ」と「良い仲間」が必要

です。 

⑤クラブ会員の一人ひとりが「参画」していることを意識できるような配慮が必要で

す。クラブで「ちょっとした自分の知恵」が活かされ、みんなと協力することによ

り具体化するプロセスに喜びを見出すような機会が大切です。小さな機会を数多く

提供し、多くのクラブ会員に各々のできる範囲で参画してもらえるような配慮が必

要です。 

 

 このようなクラブ環境が整うことにより、誰もが自慢できる個性豊かなクラブライフが

創出されます。 

 

（５）クラブライフへの期待 

 クラブ会員自らが求める「クラブライフ」を、自分勝手ではなくクラブの仲間とともに

築いていくことにより、人生にとって意義あるクラブづくりへと発展します。楽しく充実

したクラブライフは、クラブへの帰属意識を高め、地域の核となる総合型 SC を育みます。 
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   自主的なスポーツ活動の充実 

 総合型 SC では、様々なスポーツ活動が行われます。クラブライフとしてスポーツ

を楽しむには、自ら好むスポーツ種目を、自ら好むスタイルでかかわることが大切で

す。クラブでは、種目や技術レベル、志向あるいは年齢や世代別にグルーピングし、

自主的にスポーツが楽しめるようにします。 

 

（１）クラブにおけるスポーツ活動 

 総合型 SC に入会したクラブ会員は、楽しく充実したスポーツ活動を行うためには、自

主的にスポーツを行うことが原則です。 

 現在の総合型 SC の多くは、教室やスクールとしてその場を確保している場合が多いで

すが、クラブ内に自主的に活動する「サークル」や「部」を設け、ゲームをしたり、練習

をしたり、もちろん必要に応じて教室的な指導が受けられるようにすることが望まれます。 

 先ず教室で学んでからサークルへ移行する従来方式も有効ですが、初めての人も最初か

ら「サークル」や「部」に登録し、クラブライフとしてスポーツを楽しむことも重要です。 

 総合型 SC ですから、複数の「サークル」や「部」に登録し、楽しむこともできます。 
 

（２）総合型 SC におけるサークルや部活動 

 総合型 SC は、比較的クラブ会員数も多く、技術レベルや年齢（世代）、あるいはスポー

ツの志向も多岐にわたることから、常にスポーツを一緒に行う仲間づくりとしてグルーピ

ングを行い、クラブで自分たちのスポーツ活動を自主的に継続していくことが望まれます。 

 グルーピングはスポーツ種目の特性や使用できるスポーツ施設の収容力により異なりま

すが、一人ひとりがプレイヤーとして活躍の場（居場所）が確保されており、お互いの顔

や名前が分かるようなグループとすることが大切です。 

 

（３）グルーピングの考え方 

≪グループの基本≫ 

 種  目  別：スポーツあるいは健康づくり活動や文化活動など、各種目あるいはテー

マ別にグルーピングします。１つの種目でなく、いろいろな種目やテー

マを楽しむグループを設定することも有効です。 

≪単位グループ≫（種目別に分かれたグループをさらに技術レベルや年齢、世代などでグループ化） 

 年齢・世代別：同年齢、同世代のグループ活動を推奨。また、多世代で構成するような

グループを設定することも可能です。 

 技術レベル別：初心・初級者、中級者、上級者、クラブ内トップアスリートなど、技術

レベルに応じたグルーピングを行います。 

 指  向  別：同じスポーツを、試合や大会出場を目指すグループと健康志向、遊び志

向で行うグループなどに分け、それぞれが充実した活動ができるように

します。 

 男  女  別：男女別のグルーピングも可能です。特に分けずに、男女が一緒にスポー

ツすることもスポーツの楽しみを増します。 
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 その他、クラブの実情に応じた多様なグルーピングが期待されます。（アイデアに期待） 

 

（４）柔軟性のある段階的なグルーピング 

 このグループ（サークルや部）は、はじめからきめ細かくグルーピングする必要はあり

ません。クラブ会員の人数やニーズ、活動場所の確保状況等に応じて、徐々にグルーピン

グしていくことが大切です。既存の単一種目クラブやサークルなどが総合型 SC に加盟し

た場合などは、そのまま１つのグループを構成し、時間をかけてさらに展開、発展するこ

とが望まれます。 

 

（５）「サークル」や「部」の自立と連帯 

 このグループは、クラブ会員同士で役割を分担し、自主的に活動していくことが望まれ

ます。青少年の場合でも、自分たちの力で活動させるような配慮と支援が望まれます。 

 多種目、多世代かつ多様性が求められる総合型 SC にとって、この「サークル」や「部」

が充実し、自立するとともに、クラブライフを通じてグループ間同士の連携、協力、そし

てクラブ全体としての一体感、連帯感の醸成が重要なポイントとなります。 

 なお、各「サークル」や「部」は、独断的、閉鎖的にならないように、常に注意しなけ

ればなりません。また、初心者や見学者が来ても、いつでも温かく迎えることが大切です。 

 

 

 会員規模の大きい総合型 SC の自主活動グループ構成イメージ（参考） 
 

    ウォーキンググループ  

       ≪ファミリーサークル≫≪シニアサークル≫≪歴史探訪サークル≫ 

    健康体操グループ    

       ≪母と幼児サークル≫≪シニアサークル≫ 

    ニュースポーツグループ 

       ≪キンボールサークル≫≪マルチ（多種目）サークル≫ 

    サッカー部       

       ≪競技サークル≫[小学生][中学生Ｕ15・高校Ｕ18][一般][女子] 

       ≪レクリエーションサークル≫[小学生][中学生・高校][一般][女子] [シニア] 

       ≪フットサルサークル≫[ジュニア][一般][ジュニア女子][一般女子] 

    バレーボール部     

       ≪男子ジュニア≫≪男子一般≫≪女子ジュニア≫≪女子一般≫≪男女一般≫ 

       ≪女子一般初心者サークル≫≪家庭婦人大会出場チーム≫ 

    バドミントン部     

       ≪ジュニアサークル≫≪一般サークル≫≪ファミリーサークル≫ 

    マルチスポーツグループ 

       ≪ジュニアサークル≫≪一般サークル≫≪シニアサークル≫ 
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   コースや教室等の開催 

 総合型 SC は、各種のコースや教室を計画的に開設し、クラブ会員はもとより広く

地域から参加者（受講者）を募集することが望まれます。 

 地域からの参加者は、コースや教室終了後クラブに入会し、本格的にクラブライフ

を楽しむように促します。 

 

（１）開催の目的 

 スポーツになじみのない人や新しい種目を試してみたい人、集中的に技術を高めたい人

にとって、総合型 SC が提供するコースや教室は、大きな役割を果たします。安全かつ楽

しくスポーツとのかかわり方を習得できるとともに、クラブライフと接する機会を提供し

てくれます。 

 

（２）参加対象者 

  一般地域住民： 

 クラブに所属しない地域住民に対して、広く参加を呼びかけます。総合型 SC
が地域のスポーツ振興に貢献する機会であるとともに、クラブ会員への勧誘機

会でもあります。コースや教室で、先ずクラブに対する理解を深めてもらうこ

とが大切です。 

 なお、コースや教室参加をもって、クラブ会員登録（入会）とすることも有

効です。 

  ク ラ ブ 会 員： 

 サークルや部に所属する前の事前準備、導入期間としても有効です。また、

自分の所属するサークルや部以外の種目に挑戦したり、レベルアップを図るた

めの機会として提供されます。クラブ会員のニーズに対応することが必要です。 

 

（３）期間と対象 

 どのようなコースや教室を開催するかは、指導者の確保、場所の確保等に負うところが

大きいですが、年間を通じて開催するプログラムや３ヶ月あるいは４ヶ月程度を１クール

（期）としたプログラムを設定し、募集します。総合型 SC の場合、特に初心者や初級者

を対象とした幅広い普及啓発のための指導プログラムが期待されます。 

 なお、短期コース、教室の場合、継続して受講できるような配慮や、サークルや部に登

録し、さらにスポーツを続けることができるように配慮することが大切です。 

 

（４）スポーツ振興事業としての教室、コース 

 このコースや教室は、総合型 SC が自主的に開催することが望まれますが、特に地域か

ら募集する場合は、これまで行政（スポーツ振興事業団や公社等を含む）が実施してきた

スポーツ振興事業の一部を、総合型 SC が受託して行うことも可能です。 
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（５）参加費の徴収 

 コースや教室開催の費用は、クラブ会費を充当することも可能ですが、受益者負担の原

則にもとづき、費用の全額あるいは一部を参加者から徴収することもできます。クラブの

スタッフやクラブ会員の協力によってコースや教室が開かれ、クラブライフも同時に満喫

していただく対価として受け取り、クラブの運営資金に還元させます。 
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   スポーツイベントや大会等の開催 

 総合型 SC は、充実したクラブライフを演出するために、各種のスポーツイベント

や大会などを開催することが望まれます。クラブ会員同士の大会や親睦会、他地域の

クラブとの交流試合や親睦交流会、あるいは地域全体を巻き込むスポーツイベントな

どを企画し、開催することが期待されます。 

 様々なイベントや大会において、クラブ会員は自ら楽しむと同時に、一人ひとりが

何らかの役割を担い、自主的に運営することが望まれます。 

 

（１）開催の目的 

 日ごろのスポーツ活動の成果を試たり、クラブライフに変化を持たせ、より充実したク

ラブライフを創出するために、総合型 SC は計画的に各種のスポーツイベントや大会など

を開催することが望まれます。 

 また、行政や各種スポーツ団体、協会等が主催するイベントや大会にも積極的に参加す

ることが望まれます。 

 

（２）スポーツイベントや大会などのイメージ 

 ①クラブ主催のイベントや大会 

     クラブ内リーグ戦・トーナメント、クラブスポーツフェスティバルなど。 

 クラブ会員主体行事であっても、地域の人をご招待し、クラブライフをプレゼ

ンテーションすることが大切です。 

②対外的なイベントや大会 

 他地域の総合型 SC や地域スポーツクラブなどとの交流試合などを開催し、ス

ポーツの輪を広げます。ご縁があれば都道府県を越えたクラブや海外のクラブと

の交流も可能です。 

  ③地域スポーツ振興事業としてのイベントや大会 

 これまで行政（スポーツ振興事業団や公社等を含む）が実施してきたスポーツ

振興事業としてのスポーツイベントや大会の一部を、総合型 SC が受託して行う

ことも可能です。 

 総合スポーツ大会、地域運動会、スポーツフェスティバルなど 

＊ヨーロッパでは、1 つのクラブが始めた大会が、国際的な大会にまで発展した例も

あります。 

 

（３）計画性のある開催 

 どのようなイベントや大会を開催するかは、場所の確保や要員の確保、準備期間、場合

によっては確保できる予算額に負うところが大きいですが、年間計画を立てて取り組みま

す。実施に当たっては、クラブ会員はもとより地域住民の方々に確実に情報を伝達し、参

加、参画を呼びかけることが重要です。 
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（４）スタッフ（クラブ会員）の協力 

 クラブで行う各種のイベントや大会には、多くの人の協力を必要とします。クラブ会員

が自発的に参画協働できる体制を整え、クラブ会員で支えるイベント、大会とすることが

望まれます。大会やイベントを支えることも、クラブライフの 1 場面であり、貴重な経験

となります。 

 

（５）対外的なスポーツイベントや大会への参加奨励 

 「サークル」や「部」活動の充実を図るために、対外的な試合や交流活動を積極的に推進す

ることが望まれます。クラブ会員個人あるいはグループ、サークル、部で各種の選手権大会や

リーグ戦、あるいはマスターズ大会等への出場を希望する場合は、総合型 SC として当該種目

の競技団体へ選手登録や団体登録をすることが必要です。 

 また総合型 SC のジュニア部門あるいは小学生らの「サークル」「部」で、交流試合やドイツ

のスポーツクラブとの交流などを望む場合、全国組織である（財）日本体育協会スポーツ少年

団に登録することで幅広い交流活動が可能となります。 

 これらはクラブライフのより一層の充実を図るとともに、スポーツを通じた交流機会の拡大

やクラブへの帰属意識を高めることに貢献します。 
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   交流会や親睦会等の開催 

 総合型 SC は、クラブ会員相互の親睦交流や地域住民との親睦交流を図るために、

各種の親睦交流会等を企画開催し、充実したクラブライフを演出することが望まれま

す。 

 様々な親睦交流会において、クラブ会員は自ら楽しむと同時に、一人ひとりが何ら

かの役割を担い、自主的に運営することが望まれます。 

 

（１）親睦や交流の原点 

 総合型 SC は、常に交流や親睦の場として地域に開放されています。交流会や親睦会を待つ

ことなく、スポーツの場（スポーツ施設）やクラブハウスなどで、自然に人の輪ができ、親睦

や交流が培われるような雰囲気づくりが大切です。ささやかな人と人との結びつきが、やがて

クラブ全体そして地域を巻き込んだ大きなコミュニケーションの輪となることが期待されて

います。 

 

（２）交流会や親睦会の開催の目的 

 総合型 SC は、スポーツ活動を通じて親睦交流が深まりますが、より一層コミュニケー

ションを図るために交流会や親睦会などを適宜行うことが望まれます。 

 せっかく総合型 SC で活動しても、「サークル」や「部」あるいは「教室」「コース」が

異なると、活動する曜日や時間、活動場所が違うことが多く、なかなか広く交流すること

ができません。交流会や親睦会はコミュニケーションを活発にし、人と人との絆を強くし

ますが、特に種目間や世代間の交流が期待されます。また、クラブ会員の一体感、連帯感

を高めるとともに、地域住民や他のクラブとの交流や親睦を深めます。 

 

（３）交流会や親睦会などのイメージ 

 ①クラブ主催の交流会や親睦会： 

      新年会、納涼会、花火大会、収穫祭、文化祭、発表会、クリスマス会、忘年

会、誕生会、フリーマーケット、バザー、スキーツアー、潮干狩り、ぶどう

狩り、温泉旅行、バーベキューパーティなど 

○クラブ会員主体行事であっても、地域の人をご招待し、クラブライフを

プレゼンテーションすることが大切です。 

○各サークルや部、グループごとに実施することも奨励します。 

②対外的な交流会や親睦会 

 他地域の総合型 SC や地域スポーツクラブなどとの親睦交流会などを開催

し、クラブの輪を広げます。ご縁があれば都道府県を越えたクラブや海外の

クラブとの交流も可能です。 

 

（４）計画性のある開催 

 どのような交流会や親睦会を開催するかは、場所の確保や要員の確保、準備期間、場合

によっては確保できる予算額に負うところが大きいですが、年間計画を立てて取り組みま
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す。実施に当たっては、クラブ会員はもとより地域住民の方々に確実に情報を伝達し、参

加、参画を呼びかけることが重要です。 

 

（５）スタッフ（クラブ会員）の協力 

 クラブで行う各種の交流会や親睦会などの開催には、多くの人の協力を必要とします。

クラブ会員が自発的に参画協働できる体制を整え、クラブ会員で支える交流会や親睦会と

することが望まれます。親睦会や交流会を支えることも、クラブライフの１場面であり、

貴重な経験となります。 

 

（６）開催の効果 

 将来的には中学校区程度に 1 カ所の設置が望まれる総合型 SC は、地域に根ざした地域

住民主体の活動団体です。地域の人が集まり、クラブライフで結ばれ、絆を強くすること

は、地域の活性化や地域教育力の向上等にも大きく貢献します。 
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   地域貢献活動 

 総合型 SC は地域住民によって組織化された地域スポーツクラブであり、地域社会

と密接に連携するものです。地域社会の理解と支援の下に存在するものであり、スポ

ーツ活動そしてクラブライフを通じて良好な地域づくりに寄与することが期待されて

います。 

 充実したクラブライフが創出された総合型 SC は、地域づくりに不可欠な団体組織

として地域の諸団体等と連携協力し、地域貢献活動を展開していくことが望まれます。 

 

（１）総合型 SC と地域のスポーツ振興 

 充実した活動を続ける総合型 SC は、多くの人の信頼を得てしっかりした組織となり、

活動内容がますます魅力的なものとなります。地域に総合型 SC が存在することにより、

多くの人がスポーツに親しむことができ、スポーツ情報も発信されます。教室やコース、

あるいは交流会など様々なプログラムが一般地域住民に対しても開かれていることから、

地域のスポーツ振興に大きく寄与します。 

 

（２）委託事業の実施 

 特に、行政からスポーツ振興事業などの委託事業（教室開催やイベント開催など）を受

託し、地域に密着した展開を行うことは、地域住民の協働参画時代に相応しい活動のあり

方です。組織の基盤が確立し、任意団体から法人格を持つ組織となり、指定管理者として

具体的な管理運営事業等を受託することにより、地域貢献することも可能です。 

 

（３）地域活動団体との連携・協働 

 総合型 SC は、他のスポーツ団体はもとより、各種の地域団体組織等と協力して地域づ

くりに参画することを奨励します。クラブ会員も、クラブライフの 1 つとして何らかのか

かわりが持てるように配慮することが望まれます。 

    ○考えられる連携団体・組織等 

      市町村体育協会、市町村レクリエーション協会、各種競技スポーツ連盟 

      スポーツ振興事業団（公社）、社会福祉協議会 

      児童館、公民館、コミュニティセンター 

      保育園、幼稚園、小学校、中学校（高校、大学、専門学校） 

      自治会、町内会、PTA、交通安全協会、防犯協会、公園愛護会 

      自然保護団体、環境リサイクル団体、各種慈善団体、ボランティア団体など 

 

（４）地域貢献活動への参画 

 具体的には、受託事業の実施や町内の美化清掃、募金活動、リサイクル運動、安全パト

ロールなど、様々な貢献活動が考えられますが、クラブ会員に大きな負担がかからないよ

うに十分配慮して取り組むことが必要です。 

 総合型 SC が存在する地域の特性に合った、適切な協働体制を確立することが期待され

ます。 
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   学校施設 

 学校体育施設は、我が国のスポーツ施設の約 6 割、本県では約 7 割を占めてい

ます。地域住民にとって最も身近に利用できるスポーツ施設として、地域住民共

通のコミュニティスポーツや総合型 SC の拠点になるなど、生涯スポーツの振興を

図る上で大きな役割を果たしています。  
 

（１）総合型 SC の活動拠点 

 スポーツは、個々人の健康の増進や体力の向上に資するのみならず、豊かで活力あ

る人生を構築することに寄与します。スポーツ施設はこうしたスポーツを日常的に実

施するふれあいの場です。現在、日本各地で展開されている総合型SC育成における活

動拠点の多くは、スポーツ施設の中でも主に学校体育施設を利用しているといえます。 

(学校体育施設利用率68％ 文部科学省平成17年7月調査）  
 スポーツ振興基本計画においても、総合型 SC を 2010 年までに全国の各市区町村に

少なくとも一つは育成するとし、将来的には中学校区程度の地域に定着させる考えを

もとに展開していますが、学校体育施設の有効活用が課題になるといえます。 

 
（２）学校体育施設の開放 

県内に体育・スポーツ施設は 9,598 カ所あります。その内、小・中・高・特殊・大

学・高専を含む学校体育施設数は 7,066 カ所で、全体の約 7 割を占めています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 地域住民にとって最も身近なスポーツ施設である学校体育施設は、コミュニティス

ポーツや総合型 SC の拠点として期待され、その開放は地域スポーツを振興する上で

大きな役割を果たします。  
 県や市町村においても、公立学校の体育施設開放事業を積極的に推進しており、最

新データ（平成 17 年度）によれば、県内の公立学校（小・中・高等学校）で体育施設

県スポーツ課（平成 14 年） 
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1 



「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 52 

を開放している学校の割合は約 98％となっています。  
 また最近では、国立大学やスポーツ系大学などにおいて、地域の人々を対象に体育

施設の開放や様々なスポーツ公開講座を開催するなど、新たな取組みも行われてきて

います。  
 

（４）「開放型」から「共用利用型」へ 

 生涯学習社会の進展にともない、このような学校施設開放事業は、学校、地域社会、

家庭の連携・協力のもと、今後より一層「開かれた学校」目指して推進されると考え

られます。そして、学校体育施設は、単に地域住民への場を提供するというこれまで

の「開放型」から、学校と地域社会の「共同利用型」へと移行していくことが望まれ

ます。施設利用者のための多彩な利用形態や多様な活動時間帯の設定、利用手続きの

簡略化など、弾力的かつ有効な施設利用への対応が求められています。 

 

（５）空き教室や廃校利用 

 学校体育施設の利用だけでなく、生徒数の減少に伴う空き教室や学校統廃合により

使われなくなった学校施設を、有効に活用することが検討されています。廃校施設を

総合型 SC が活用する事例も既にあり、新たな総合型 SC の活動場所として注目されて

います。 
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    地域施設 

 家族や仲間と楽しくスポーツを行う豊かなスポーツ社会の実現を考えるとき、

その活動の場であるスポーツ施設の充実は必要不可欠といえます。スポーツを行

う県民の多様なニーズに柔軟に対応していくためにも、総合型 SC の活動拠点とも

なる、地域におけるスポーツ施設の有効活用の方法を検討していく必要がありま

す。 

 

（１）公共スポーツ施設の現状 

 我が国の公共スポーツ施設は、昭和 47 年の「保健体育審議会答申」以降、飛躍的な

施設数の伸びをみせ、全国で 56,475 カ所、神奈川県内には 1,197 カ所あります。  
 しかし、利用日や利用時間、利用者の制限など様々な利用規程等に制限されており、

地域の実情に応じた利用ができない場合が少なくありません。総合型 SC のように多

様な活動形態が考えられる場合、そのニーズに柔軟に対応していく施設の管理運営が

求められます。  
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公共スポーツ施設についての要望 

「県民の体力・スポーツに関する調査」県立体育センター  
                平成 18 年：20 歳以上 
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（２）管理運営方式の改善 

 公共スポーツ施設は、地域住民ための行政サービスとして維持管理されていること

から、その使用料は廉価に設定されています。しかしながら、地方自治体の財政が厳

しくなっていることもあり、地方公共団体の大きな負担となってきています。今後は

その管理運営をNPO法人などの法人格をもつ団体に委託し、民間活力の導入を図る方

向にあります。そして後述する「指定管理者制度」の導入などを視野に入れ、個々の

施設の空き時間の有効活用など効率的な運営のための創意工夫が必要といえます。  
 
（３）民間スポーツ施設と公共スポーツ施設の連携へ 

 一方、民間スポーツ施設(フィットネスクラブをはじめとする各種商業スポーツ施

設)は、その使用料等は公共スポーツ施設とは異なり必ずしも廉価とはいえないもの

の、より質の高いサービスを求めるスポーツ愛好者に快適な活動場所を提供しており、

地域のスポーツ振興に大きな役割を果たしているといえます。 

 今後は、より高度化する地域住民の多様なスポーツニーズに対応していくため、「公

設民営」といった、公と民との連携方法も考えていく必要もあります。  
 
（４）地域資源の発掘 

 総合型 SC の活動場所は、学校体育施設や公共スポーツ施設に限るものではありま

せん。既に民間ボウリング場を活動拠点とするクラブなどもあり、次第に多岐にわた

っています。  
 なかなかスポーツ施設を確保できない現状ですが、公共施設の多目的室や都市公園

の広場を活用したり、民間企業が所有するスポーツ施設を借用するなど、地域資源を

調査し、積極的に活動場所として発掘することが必要です。  
 また、緑道や河川、河川敷、海、浜辺、湖、湖畔、山岳なども利用可能なスポーツ

空間として、その活用を検討することが望まれます。  
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    クラブハウス 

 クラブハウスに対する考え方は、スポーツ施設の管理や事務業務を行う場所と

しての役割から、クラブライフをより豊かなものとして楽しむための場所へと変

わってきています。クラブハウスに行けば誰かに会えるといったように、クラブ

会員同士のコミュニケーションの場としてクラブハウスを考えていくことが大切

です。 

 

（１）地域の活性化とクラブハウス 

 総合型 SC の創設育成は、地域住民が自主的、主体的に立ち上げたもの、行政が呼び

かけ中心になって立ち上げたもの、既存のスポーツ団体が中心になって立ち上げたも

のなど、様々な方式によって展開しています。その中には、総合型 SC 育成により大

きく地域が活性化されてきている事例も見受けられます。 

 地域を活性化することに成功したいくつかのクラブにおいては、総合型 SC そのも

のの存在だけではなく、クラブ会員の交流の場を提供するクラブハウスの存在が大き

く影響を及ぼしているようです。  
 
（２）クラブハウスの現状 

 クラブハウスは、活動拠点となるスポーツ施設内や、その施設に隣接しているのが

理想といえます。総合型 SC 立ち上げと同時に、充実した機能を備えたクラブハウス

を設置することは現実的には極めて希であり、学校体育施設や公共スポーツ施設の一

角に、クラブ事務局スペースのみを設置している場合がほとんどといえます。  
 
（３）クラブハウスの在り方 

 豊かなスポーツ環境の創出やクラブライフを充実させるためにも、クラブハウスに

は事務局としての機能ばかりではなく、活動前後のクラブ会員の語らいの場や、スポ

ーツを行う予定のないクラブ会員でも気軽に立ち寄ることのできる雰囲気を創り出し

ておくことも大切です。将来的には、スポーツ空間や事務局ばかりではなく、更衣室、

シャワー室はもちろん休憩ラウンジやカフェなどの機能を持たせることも視野に入れ

てみましょう。さらに付け加えるならば「みるスポーツ」の観点からも、クラブハウ

スからスポーツ活動を見ることができる工夫についても配慮する必要があります。 
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充実したクラブハウスの機能イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃校施設を活用したクラブハウス事例 
調和 SHC クラブ（東京都調布市） 

ドイツのクラブハウス事例 
SC Worzeldorf 1949 e.V. (ドイツ・ニュルンベルグ) 

（写真提供：日本自由時間スポーツ研究所） 

（写真提供：日本自由時間スポーツ研究所） 
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   指定管理者 

 平成 15 年に地方自治法の一部改正を受け、地方公共団体の指定を受けた「指定

管理者」は、公の施設の管理を代行することが可能となりました。施設の管理主

体を民間業者や総合型 SC 等まで広げることにより、住民サービスの向上や行政コ

ストの削減、さらには指定管理者制度の活用によっては地域振興などの効果も期

待されています。 

 

（１）スポーツ施設の管理運営方法 

 総合型 SC の抱える課題の一つに活動拠点の確保の問題があります。現実には活動

拠点を総合型 SC 自らが準備をすることは極めて困難であることから、既存の公共施

設に使用料を払い、利用することが一般的といえます。公共施設の管理運営は地方公

共団体の負担となる一方、地域住民のスポーツに対するニーズは多様化を極めていま

す。そうしたとき考えられる方策の一つに、施設の管理運営委託があります。  
 

（２）指定管理者による管理運営 

 平成 15 年 9 月の地方自治法の一部改正を受け、地方公共団体の指定を受けた「指定

管理者」が、公の施設の管理を代行することが可能となりました。これまでは、行政

もしくは行政外郭団体を中心に行われていた公共スポーツ施設の管理運営を、民間業

者や総合型 SC 等まで広げられるというものです。指定管理者には、委託を受けた施

設の公共性を維持しながらその運用効率を上げ、指定管理を受ける条件である自らの

提案内容(事業内容等)を、責任を持って実施していくことが求められます。  
 
（３）指定管理者への期待 

 現段階において総合型 SC が施設管理に向けた提案において、民間の管理会社等との

プレゼンテーションに勝ち残り管理委託を受けることはそう多くはありません。この

ため、施設管理ばかりではなく運用面、特にスポーツ活動を行うというスポーツ振興

の部分も併せて受託することも視野に入れていく必要があります。 

 主に地域住民で構成される NPO 法人は、地域住民の様々な意向を反映しながら、住民

へのサービス向上とそのコスト削減を基本に施設運営を行うことが可能なことから、自治

体からは公的サービスの担い手である指定管理者として期待されています。こうした意味

で、総合型 SC が財政基盤の確立、組織体制の整備を行い、法人格を取得することは、

社会的信用性の確保とともに「指定管理者」への道につながるものです。  
 

（４）指定管理者の受託 

 すでに総合型 SC が指定管理者として施設管理を受託した例もありますが、指定管

理者を受託することと、クラブの活動場所を確保することとは原則として異なること

を認識しなければなりません。また、高額な受託金額が得られ、クラブの財政規模が

大きくなりますが、そのほとんどが委託契約書に記載された業務遂行のための費用で

あり、クラブで自由に使えるものではありません。 
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 また、施設管理の責任者となるわけですから、当然ながら管理責任が発生するし、

2 年あるいは 3 年に 1 回の契約更新があるので、必ず継続できるか分からない不安定

な要素があることを踏まえて、検討することが大切です。 

 なお、指定管理者として企画書を出す場合、他の専門業者（施設メンテナンス会社

など）と連名で応募し、クラブが得意とする分野で力を発揮させる方法もあります。 
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   環境にやさしいクラブ 

 新たな総合型 SC が創設されることにより、地域のスポーツ振興をはじめとする

さまざまな効果が期待されます。しかし、その一方で、新たなスポーツ活動の発

生にともない、夜間照明や、騒音、ゴミ問題など、地域の環境に変化を与える場

合もあります。地域環境に対しても配慮のできるクラブづくりが望まれます。  
 
（１）地域の環境に配慮する総合型 SC 
 総合型 SC の育成、発展にともない、今後クラブに関係する人の数は増加をする傾

向にあるといえます。多くの人々の関わりにより支えられ発展していくことは、総合

型 SC にとっても地域スポーツ振興にとっても望ましいことといえますが、その一方

で、騒音や夜間照明による光害、周辺道路への違法駐車やゴミ問題など、地域の環境

に悪影響を及ぼす場合もあることを充分に認識しておく必要があります。地域に信頼

され、愛されるクラブとして存続していくためにも、活動中も地域住民の一員である

ことを忘れることなく、スポーツなどの活動を行っていくことが必要です。  
 また、クラブ運営上必要となってくる会議などで使用される書類作成の在り方（裏

面の使用や環境紙の使用）や、マイカップを持ち寄ることにより、紙コップやプラス

ティックコップの使用を少なくする取り組み、当然ともいえるゴミの分別処理など、

Reduce（リデュース：減らす）、Reuse（リユース：再び使う）、Recycle（リサイク

ル：再資源化）の 3R（スリーアール）を心がけた不断の取り組みも必要です。  
 
（２）地域と一体となった取り組み 
 これら環境への配慮と同時に、クラブ創設時より近隣の地域住民との連携、協力関

係を築いておくことが重要といえます。  
 グラウンドの砂塵防止や周辺部の除草、緑化樹林の管理、路上駐車の防止など、地

域住民と一緒になって取り組むことが大切です。学校校庭の芝生化についても、積極

的に参画することが望まれます。  
 環境に対して積極的な取り組みを進める総合型 SC は、地域住民から信頼され、地

域における環境教育拠点としての機能も兼ね備えることになります。  
 

（３）積極的な取り組みへ 

 例えば、国際オリンピック委員会（IOC）は「スポーツと環境」について、国際的

なムーブメントを展開しています。わが国でも（財）日本オリンピック委員会が JOC
スポーツ環境委員会を設けて積極的な活動を展開しており、多くの国そして多くのス

ポーツマン、スポーツウーマンたちがスポーツを通じて何が成せるか考え、行動に移

しています。例えば、ドイツのスポーツクラブでは、クラブが環境に対してどのよう

なことができるか真剣に考え、地球温暖化防止の具体的な取り組みを始めています。 

総合型 SC も、クラブ会員一人ひとりの努力と「スポーツクラブ」としての積極的

な取組みに期待がかかっています。スポーツそして地域の活動を通じ、地球規模の貢

献活動に参画できるのも、総合型 SC の魅力です。 
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   クラブ会員登録 

 総合型 SC は、原則として地域住民を主体とするクラブ会員によって構成されます。

クラブ会員としてクラブライフを満喫すると同時に、クラブの運営にも携わることを

基本としており、入会した地域住民の自発的、自主的な活動によりクラブは存続しま

す。 

 また、成長発展の過程においては、専門的な運営組織がクラブの運営事業を推進し、

より効率的、かつ効果的なクラブ運営を行う場合がありますが、クラブの主体はクラ

ブ会員にあることに変わりはありません。 

 

（１）クラブ会員の基本的考え方 

 クラブの『会員』については、すでに活動を開始した総合型 SC においても、いろいろ

な考え方が見られます。そのクラブの結成過程や発展過程により、呼び方が異なったり、

資格の意味も異なりますが、クラブの会則において、そのクラブに相応しい『会員』規定

を設ける必要があります。 

 原則として『クラブ』とは、そこに加入（登録）した総ての人が、同一の『会員』資格

を持ち、『総会』によってクラブの意思決定を行う『構成員による団体』のことを指します。

したがって、クラブ役員は「クラブ会員」の中から選出されるのが一般的に『クラブ』と

言われています。 
 クラブ会員は、会費を払うことが基本的な義務（役割）であり、総会に出席して議決に

加わることが基本的な権利（役割）となります。この役割を負うことで、素晴らしいクラ

ブライフを楽しむことができます。 
 

（２）クラブ会員の資格 

 総合型 SC の会員資格を整理すると、現状では次の 2 つに整理することができます。 
  ①全員が総会の議決権を持つクラブ会員 

 「クラブ会員」全員が総会での議決権を持ちます。いわゆるドイツなどのヨーロ

ッパにおけるクラブの会員形態であり、会員規模の大小による違いはありません。

全員の意思が反映できることに意義があり、クラブの運営に参画する自覚が芽生え

ます。なお、一般的には大人（成人）の会費を払う人が対象であり、クラブ会員が

数千人となった場合は、クラブ員の中から評議員や代議員を選び、代表者が総会の

議決をすることも可能です。既に 1,000 人を超す NPO 法人の総合型 SC でも導入

事例（成人会員は総て正社員）があり、総意を大切にしています。 
 

  ②運営を主体的に担うクラブ会員だけが総会の議決権を持つクラブ会員 

 積極的にクラブの立ち上げや実際の運営などに携わる『会員』と、クラブライフ

を楽しむ『会員』を分けるクラブです。運営などに関わるクラブ会員に対して総会

の議決権を与えるもので、NPO法人を取得した総合型SCによく見られる形態です。 
 この場合、クラブ会員は「サービス提供側」のクラブ会員と「サービスを受ける

側」のクラブ会員に二分される傾向にあります。 

1 
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 総合型 SC は、この 2 つの形態を参考に、そのクラブに相応しい組織形態と「会員」資

格を設けることが望まれます。しかしながら、どのような形態にしろ、クラブに集まった

人は総て同じ「クラブ会員」であるとの考え方に立ち、全員の意見が何らかの形で反映さ

れるクラブ組織そして会員制度にすることが大切です。 
 

（３）クラブ会員の入会 

 総合型 SC は、地域住民に開かれたスポーツクラブです。誰にでも門戸を常に開いてお

くことが、クラブの社会性や公益性を担保します。 
 「クラブ会員」になるためには、クラブの理念や方向性および会則に理解を示してもら

い、クラブライフを楽しむと同時にクラブ会員として一緒にクラブの発展を（何らかの形

で）支えることに同意してもらうことが大切です。入会申込書のサインは、同意の意思表

示と言えます。 

 なお、クラブ会員数の規模が大きくなると、入会希望者が増えると同時に残念ながら退

会者も多くなるので、クラブ会員の登録管理方法をしっかりと考える必要があります。特

にクラブ会員の個人情報の取り扱いには細心の注意を払わねばなりません。 

 

（４）クラブ役員としての入会 

 クラブの運営に必要な人材にクラブを理解してもらうためには、クラブ運営を説明する

方法として、 

 ①目的や理念を明確にすること。それは箇条書きにできること。 

 ②組織図を描いてみること。 

は非常に有効です。これらを元にコミュニケーションをとることにより、クラブ運営に必

要な人材が集まるようになります。 

注意しなくてはならないことは、しかたなくクラブ役員を引き受けた方や、名誉職とし

てクラブ役員を引き受けてしまう方が入会し、そのような方たちでクラブの方向性を決め

る重要な会議を構成してしまうと、運営が難しくなります。クラブ役員などを引き受けて

いただく方には、共通理解と確固たる信念を持ち、運営に情熱を持っていただける方にお

願いしたいものです。 

 

（５）クラブ会員としての心構え 

 クラブへの帰属意識が高まり、クラブのファンが増えると、クラブ会員も増加し、協力

者も増えますから、結果として運営がスムーズに進むことになります。 

 神戸レガッタ＆アスレチッククラブでは、「クラブが会員に何をしてくれるか」ではなく、

「会員がクラブに対して何ができるか」という考えが定着しているそうです。このような

考え方も大切ですし、「クラブ会員はお客様です」といった考え方も、場合によっては大切

です。それぞれのクラブにあった考え方を持つとともに、使い分けも必要です。 

 クラブの仲間として、クラブ会員が居心地のよい快適な環境を提供することを考えてい

きましょう。 

 



 第２章 基本マネジメント ５．クラブ会員とスタッフ 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 63 

   役割分担とボランティア 

 総合型 SC を運営する場合、さまざまな業務が発生します。クラブ役員や事務局ス

タッフなどのほかに、クラブ会員に役割を分担し、自主運営していくことが望まれま

す。特に、財政基盤の安定しない状況では、ボランティアの積極的な配置を考えると

いいでしょう。 

 

（１）クラブ会員の役割分担 

 クラブ会員にどこまで運営のお手伝いをお願いするかは大切な要素です。『会員』の扱い

をどのように定義づけるかで変わってきます。 

クラブ会員の役割分担を考える場合には、運営上、どのような業務があるのかを洗い出

し、それぞれどこまでであれば任せられるのかを具体的に吟味しなければなりません。 

また、任せるとした場合の待遇を明確にしておきましょう。 

なお、クラブ会員にとって、クラブの役割を担うことは、クラブライフの 1 つと考える

と、やり甲斐も一層大きくなります。 

 

（２）クラブ役員の役割分担 

 例えば、クラブ役員は具体的な役割を持ちます。事業担当、総務担当、財務担当、施設

担当、あるいはアウトドア事業担当などもう少し細分化した役割でもいいでしょう。それ

ぞれの役割分担の元に、具体的な業務が発生します。例えば財務担当クラブ役員が資金を

調達します。施設担当クラブ役員は活動場所を確保します。事業担当クラブ役員はあらゆ

るプログラムを提案します。その集合体が役員会になります。決して名誉職ではありませ

ん。 

 

（３）ボランティア 

クラブ会員や地域住民にボランティアをお願いする以上、任せる側としては決して押し

付けるのではなく、「できる範囲での協力」をお願いする程度にしておくことがうまくいく

秘訣です。 

地域のために役に立ちたいと思っていらっしゃる方は大勢います。そういった方々をぜ

ひ取り込んでみましょう。特に働き盛りの父親たちは、自分の居場所を見つけることがで

きればそれに関して積極的に協力してくれます。彼らの本業でのプロとしての力を、ぜひ

クラブ運営に活かしてもらってください。 

ただし、ボランティアの方に対しては、業務を遂行できない場合でも責任を追求しづら

いといった側面もあることを、覚えておく必要があります。 
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    指導者養成と配置 

 総合型 SC では、資質の高い指導者の配置が望まれます。よい指導者の周りには人

が集まります。指導者の良し悪しでクラブの評価が決まってしまう部分もあるので、

指導者を配置する際には細心の注意が必要です。 

 

（１）指導者の必要性 

 専門的な指導者を置かずに活動を行うことは可能ですが、メンバーの意識や技術レベル

が向上したり、クラブ会員間の技術レベルの差も発生するため、やがては指導者が必要に

なります。中には、指導者がいなければ開催ができない種目もあります。 

そうなってから慌てて指導者を探すよりは、やはり設立当初から養成していくことを念

頭に置いておくことが必要です。 

 

（２）指導者の確保 

 クラブ会員の中から指導者が生まれることは、望ましいことです。自前の指導者はその

人となりがわかっているだけに安心感があります。各競技団体や地区体育協会、県立体育

センターに問い合わせると指導者養成講習会の情報を得ることができます。 

しかし、簡単に指導者の養成といっても、時間的に余裕のない場合は外部から招聘する

ことになります。そのような場合は次のようなことが考えられます。 

○他のスポーツクラブとの情報交換 

○スポーツリーダーバンクやスポーツボランティアバンクの活用 

○現職教員や元教員 

○大学や専門学校のインターンシップの利用 

 

（３）有資格者の配置 

 公認指導者の資格（ライセンス）を取得している指導者を配置することは、クラブ会員

や参加者に安心感を与え、総合型 SC の信頼性を高めます。 

ただし、指導者の資質がメンバーの増減やクラブの評判に直接的に影響を及ぼすことも

あるので、資格（ライセンス）を保持しているということのみにとらわれるのではなく、

その人間性を一番に重視する必要があります。クラブ内においての教育も必要不可欠です。 

 

（４）指導者の処遇 

 指導者を配置する際、その待遇面をはっきりさせる必要があります。まったくのボラン

ティアなのか、有償なのか。時給計算するのか、コマで考えるのか。経験年数や保有資格

（ライセンス）、実績、評判を評価するのか。また、交通費やウェアなどの用具にかかる経

費はどうするのか、など考えることはたくさんあります。 
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   スタッフ養成と配置 

 総合型 SC の事務局を支えるのが運営スタッフです。業務は非常に多岐にわたりま

すので、役割分担をしなければなりません。それがうまくできれば、クラブ運営はと

ても快適なものになります。 

 

（１）スタッフの必要性 

 総合型 SC の運営を考えた場合、事務局の主な業務として次のように考えられます。 

①ヒトに対するマネジメント 

クラブ会員の管理 

利用者管理 

指導者管理 

スタッフ管理 など 

②モノに対するマネジメント 

施設の確保 

プログラムの提供・管理 

財産・備品の管理 など 

③カネに対するマネジメント 

財源の確保 

財産の運用 など 

④情報に対するマネジメント 

⑤地域・行政との連絡調整 

 

 これらの業務は当然一人でこなせるものではありません。ここにクラブを運営するスタ

ッフの必要性が生まれます。 

 

（２）雇用形態 

クラブ運営スタッフには次の雇用形態が考えられます。 

①常勤スタッフ（有給） 

②契約スタッフ・非常勤スタッフ（アルバイト） 

③ボランティアスタッフ 

 総合型 SC の規模、事務局の業務内容、業務量に応じて配置します。 

 

（３）スタッフの配置 

 運営スタッフを配置する際は、業務内容と雇用形態、待遇を明確にしたうえで役割分担

をすることが大切です。むやみに人ばかりが多くても、決して組織はうまく機能しません。

口ばかり出して具体的に動いてくれない人が多いとクラブ運営は難しくなります。 

組織図をつくり、それぞれにおいてどの雇用形態で配置するかを考えると整理すること

ができます。 
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県内総合型 SC のスタッフ等の配置状況 

                             ＊平成 18 年 12 月現在 

 スタッフ等の配置状況 

クラブ名 会員数 種目数 クラブマネジャー 事務局スタッフ 指導者 

かながわクラブ 261 人 ６種目 常 勤 １人 常 勤 １人 
非常勤 １人 14 人 

湘南ルベント 
スポーツクラブ 100 人 3 種目 常 勤 1 人 常 勤 8 人 20 人 

湘南ベルマーレ

スポーツクラブ 670 人 6 種目 常 勤 2 人 常 勤 2 人 17 人 

相模原フットボ

ールクラブ 412 人 5 種目 ない 常 勤 1 人 14 人 

馬堀スポーツク

ラブ 217 人 4 種目 ない 非常勤 15 人 35 人 

スポーツクラブ

1994 132 人 3 種目 常 勤 1 人 非常勤 1 人 12 人 

横濱ラグビーア

カデミー 22 人 3 種目 ない 常 勤 1 人 
非常勤 1 人 15 人 

横浜スポーツアンド

カルチャークラブ 817 人 6 種目 常 勤 1 人 常 勤 5 人 
非常勤 1 人 17 人 

港スポーツクラ

ブ 66 人 4 種目 常 勤 1 人 ない 6 人 

金程中学校区「わ・

わ・わクラブ」 167 人 4 種目 ない ない 0 人 

高津総合型スポ

ーツクラブ SELF 235 人 12 種目 常 勤 1 人 
非常勤 3 人 常 勤 1 人 12 人 

善行・大越スポー

ツクラブ 125 人 8 種目 常 勤 1 人 ない 11 人 

金沢スポーツク

ラブ 1,109 人 24 種目 常 勤 1 人 常 勤 3 人 0 人 

さかえスポーツ

クラブ 56 人 4 種目 ない 常 勤 1 人 8 人 

寒川総合スポー

ツクラブ 200 人 2 種目 常 勤 1 人 ない 15 人 

相模原市相模台地区
総合型地域スポーツレ
クリエーションクラブ 

74 人 7 種目 ない 非常勤 3 人 10 人 

平間スポーツレクリ

エーションクラブ 21 人 7 種目 ない 常 勤 1 人 10 人 

相模原スポーツ

コミュニティー 73 人 3 種目 常 勤 1 人 常 勤 1 人 4 人 
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   常勤・有給スタッフ 

総合型 SC の組織が大きくなると、自ずと業務量が増加します。それまでは片手間

でできていたことも、そうはいかなくなってきます。ボランティアでの限界であり、

ここで常勤や有給のスタッフが必要となります。 

 

（１）常勤スタッフの必要性 

 総合型 SC の事務局に常勤有給スタッフを置くことは、クラブ運営に活力を与えます。

しかしながら、常勤スタッフを雇用するということは、当然それなりの財政基盤が必要に

なります。財政基盤が整ってから常勤職員を設置することを考えるよりは、少々乱暴かも

しれませんが、常勤職員を設置し、その人物のマンパワーで財政基盤を安定させる方法の

方が、ハイリスクではありますが組織として大きな飛躍は期待できます。 

 

（２）雇用の考え方 

 現状の総合型 SC ではなかなかそこまでは考えが及ばないにしても、大卒常勤スタッフ

を採用するということは、生涯賃金で考えると 2 億 5 千万円～3 億円の投資をするという

ことになります。 

 たとえ支払う給与が低くとも、雇用側においては、源泉徴収はもとより社会保険等への

加入をしなければなりませんので、税務署や社会保険事務所、労働基準監督署へは必ず相

談しましょう。 

 

（３）常勤スタッフの処遇 

 常勤スタッフ、非常勤有給スタッフ、ボランティアスタッフといったように、待遇が違

いながらもクラブにかかわる人たちが大勢いるなかで、それぞれの役割分担は明確にして

おかなければなりません。 

常勤であれ非常勤であれ、報酬を受け取るのであればそれはプロフェッショナルの世界

ですから一切の言い訳はできません。ましてや財政的にさほど裕福ではない場合が多いで、

のんびり昼寝をしながら報酬をもらえるような甘い職場であっては困ります。 

また、ボランティアといっても、交通費や食事の支給はすることが多いようですので、

事前の取り決めが必要になります。 

 

（４）スタッフの配置 

 組織図を作りながら、それぞれの部門において、常勤・非常勤・ボランティアで役割分

担を考えます。 

＜例＞ 

 クラブマネージャー 常勤 

 アシスタントマネージャー 非常勤 

 スタッフ 非常勤 または ボランティア 

 指導者 常勤 または 非常勤 

 指導アシスタント ボランティア 
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 審判員 ボランティア 

 現場での雑務 ボランティア 

 

（５）雇用契約 

 役割分担のバランスが悪かったり業務内容が不明瞭の場合、不満が出始めます。特に現

場では、あいまいになりがちな業務の開始と終了を明確にし、その報告をどのようにして

完結させるかを取り決めておきましょう。 

上記のようなことは、クラブ内において職務規程、就業規則など作成し、盛り込んでお

くべきです。また、個別には雇用契約書など、必ず文書にして双方で保管しておくように

することも必要です。堅苦しいために、かえって善意で引き受けていただいた方たちに対

して失礼に当たるのでは、といった思いを抱きがちですが、きちんとしたクラブ運営を目

指す場合にはどうしても必要なことです。 
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   クラブにおける良好な人間関係の醸成 

 総合 SC が発展し、充実した楽しいクラブライフを創出するためには、クラブに集

い、クラブのファンとなってくれる人を増やしていくことが大切であり、クラブの最

終的な目標と言えるかもしれません。そのためには良好な人間関係がすべてと言って

も過言ではありません。 

 

（１）帰属意識の醸成 

 総合型 SC に人が集まるということは、ひとつのコミュニティを形成することにつなが

ります。ここで注意したいのが「コミュニティ形成のためにクラブを設立したのではなく、

クラブ設立によって、結果としてコミュニティが形成される」ということです。 

居心地の良いコミュニティが形成されるには、クラブ会員一人ひとりのクラブへの帰属

意識を高め、ファンとなってもらうことが必要です。クラブ会員一人ひとりが、自分のク

ラブを「おらがクラブ」と自慢できれば大成功です。 

 

（２）クラブでのホスピタリティ 

 ホスピタリティという言葉をよく耳にします。これは、「手厚いもてなし、厚遇」を意味

しており、「お客様が最優先」という基本姿勢を表現しているそうです。体験でやってきた

方がスタッフから温かいもてなしを受け、総合型 SC が居心地のいい場と感じてもらえる

ことが、はじめの一歩になります。 

ただし、ホスピタリティは過剰なサービスを意味しているのではありません。自分のク

ラブの良さを理解してもらえ、入りやすい雰囲気づくりが必要でしょう。杓子定規ではな

く、いかに融通を利かせられるかということも要点です。 

これは、活動に訪れるクラブ会員に対しても、同様のことが言えます。 

 

（３）居場所作り 

 総合型 SC は、ただ単にスポーツを行うためだけの場ではなく、クラブ会員それぞれの

居場所を提供することがクラブの大きな使命です。 

自分の居場所をクラブに見出すと、今度はいろいろな形でクラブに協力をしてもらえる

ようにもなります。一人ひとりのクラブを愛する力が、そのままクラブの活力につながり

ます。 

ただし、一朝一夕でこのような形態を築くことはできません。焦らず、まずはできるこ

とからはじめることが大切です。その際、自分も楽しみながら参画していけているかどう

かが要点になります。「楽しくないけれど、みんなのために我慢している」という状況では

長続きしませんし、良好な人間関係は生まれません。楽しいところに人は集まるのです。

楽しいからこそいつまでも関わっていけるのです。結果、それが立派なホスピタリティ（心

のこもったもてなし）になっているのです。 

 

（４）良好な人間関係の醸成 

 クラブ会員同士のホスピタリティの醸成は、お互いに尊重し合い、信頼関係を築きます。

6 
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クラブライフを通じて培う人間関係は、社会人としての資質を養うと共に、自立を促し協

働精神を育みます。 

 老若男女がクラブで結ばれることは、総合型 SC の財産であると同時に、地域の財産と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 第２章 基本マネジメント ６．プロモーションと情報 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 73 

   会員勧誘とプロモーション 

クラブは、クラブ会員で成り立っています。いくら、立派な組織を設立しても、ク

ラブ会員が集まらないようでは話になりません。クラブの活動内容やクラブライフに

対する意識や関心を高め、クラブへの参加を促すための活動をプロモーションと言い

ます。さまざまな情報伝達手段を組み合わせて、自分たちのクラブを伝えるコミュニ

ケーション・ミックス戦略で、波長の合うクラブ会員を獲得することが求められます。 
 

（１）コミュニケーション・ミックスとプロモーション 

 口から口へ情報を伝えることを「くちコミ」と言います。くちコミのコミはコミュニケ

ーションの略で、それは「情報伝達」をさします。くちコミを計画的に操作することは、

ほとんどできません。プログラムの内容だけでなく、クラブ会員の服装や態度、事務局の

応対の仕方などさまざまなことからの印象で、あなたのクラブの良いイメージが伝達され

るか、逆に悪いイメージが伝達されるかが決まります。 
 コミュニケーション・ミックスとは、情報手段を複数組み合わせて的確な情報を、クラ

ブに興味を持ってくれそうな人に伝達することです。会報やニュースレターなどの他、地

域限定のミニコミ誌、新聞やラジオ・テレビなどのマス・コミに加え、インターネットの

ホームページやメールマガジンなども、強力なコミュニケーションの手段になっています。 
 プロモーションは、クラブのミッションやプログラム、クラブライフなどを、クラブ会

員になってくれそうな人たち（潜在クラブ会員）に紹介し、クラブに参加したり、クラブ

会員や協力者になってもらうことに力点を置いた勧誘促進活動です。非営利を原則とする

総合型 SC では、時間はかかりますが地道な PR（パブリック・リレーションズ：広報）活

動を通じて、クラブのブランドを高めることが必要です。 
 
（２）クラブ会員勧誘と AIDMA モデル 

 クラブ会員勧誘に結びつくコミュニケーション活動のためには、クラブ会員になろうと

するまでの心理変化の過程を理解しておくことが重要です。 
その代表的なモデルが AIDMA です。AIDMA は、 

 Attention （注 目） 
 Interest  （興 味・関 心） 
 Desire    （願 望） 
 Memory  （記 憶） 
 Action    （行 動） 
の頭文字を並べたもので、そのプロセスは次の通りです。 
 
≪52 歳の会社員 K さんの場合≫ 

市のたよりに載ったクラブ紹介の楽しそうな写真に惹かれ（注目）、記事を読み進んで

いくうちにクラブライフに興味を覚えました（興味・関心）。 
さっそく検索したホームページやクラブ会員によるブログを見ているうちに、いずれは

クラブ会員になりたいと思うようになりました（願望）。 
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しかし、しごとが忙しく実際にクラブ会員になる決心はつきませんでしたが、いずれ機

会があったら参加してみたいと、クラブ名と連絡先をメモしておきました（記憶）。 
数ヶ月たって、もう一度ホームページを開いたところ、写真が豊富になったことと、ク

ラブ会員以外の人も参加できるイベントの案内などが掲載されたメールマガジンを希望者

に配信する旨の記事が目に入りました。まだ、参加は無理でしたが、とりあえず、メール

マガジンの配信はお願いしました。その後、時々、くちコミでクラブの評判は耳にしまし

た。数年後、仕事が一段落し、時間に余裕ができたので、わくわくしながらクラブ会員登

録をしました（行動）。 
 

 もちろん、実際には、さまざまなケースが考えられますが、重要なことは、日々の会員

勧誘プロモーションを意識したコミュニケーション活動を継続していくことです。 
 

 

 

 

 

クラブ設立を伝えるパンフレット事例 

善行・大越スポーツクラブの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              （表） 

 

               A4 判 ４色 表・裏 
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   PR とパブリシティ 

PR は、Public Relations の略で、「広報活動」のことです。PR は、企業や組織体

が、その理念や活動などを、広く社会に知らせ、多くの人に理解してもらうための活

動です。クラブ紹介のためのパンフレットやイベントの他、新聞や放送などの原則無

料の公的メディア（パブリシティ）にニュースや記事を扱ってもらうなどの PR 活動

を積極的に行うことが必要です。 
 
（１）PR 活動 

 PR は Public Relations パブリック・リレーションズの略で、クラブ会員だけではなく

クラブが直接的にも間接的にも関係する地域社会や多くの人々に信頼され、良好な関係を

築いたり維持するために行われるさまざまな「広報活動」を指します。 
 わが国では、商品や企業を知らせるための「広告」や「宣伝」と混同して使われている

場合がありますが、PR は、パンフレットを作って配布したり、会員外の人も参加できる

オープンイベント（チャリティティバザーなど）を主催したり、地域の祭りや催し物に協

賛したり参加することなどの他、それらの情報を新聞社や放送局などにニュース原稿とし

て提供し報道してもらうことなどによって、社会とのより良好なコミュニケーションを図

るための活動です。 
 
（２）パブリシティ 

 パブリシティは、新聞社や雑誌社、ラジオ局やテレビ局、県や市などが持つ原則無料の

情報メディアに、クラブの活動やイベント案内などを掲載したり放送してもらう PR 活動

です。県や市のたよりの「お知らせ」欄などにイベント開催やクラブ紹介などを掲載して

もらうよう働きかけることが、身近でわかりやすいパブリシティ活動です。 
 お金を出して行う「広告」とちがって、PR の場合、情報を発信するかどうかの判断は

あくまでもメディア側にあります。その判断は、そのニュースやトピックスが読者や視聴

者に知らせるだけの価値があるかどうかです。価値ありと判断され、新聞や雑誌、ラジオ

やテレビで、あなたの総合型 SC の活動内容が紹介されたら、知名度も信頼度も高まりま

すし、それは会員勧誘に当然つながるはずです。もちろん、それは「良いニュース」が報

道された場合で、もし、「悪いニュース」が流されたらどうなるかは、もちろんおわかり

のはずです。 
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PR パンフレット事例 

高津総合型スポーツクラブ SELF の場合 
 

パンフレット表紙 

裏表紙 

仕様： A4 判 4 色 片観音（６頁） 
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     PR の方法 

PR は、クラブの理念や活動などを理解してもらうためには、どのようなことに気

をつけたらいいのでしょうか。まずは、クラブをきちんと紹介することですが、自分

たちの利益になることだけを主張してもだめです。あなたのクラブが地域社会にどの

ように貢献できるかを考えることが必要です。クラブが地域に溶け込む努力をしない

と、仲間はずれにされる危険性があります。 
 
（１）クラブ紹介の文章作成 

 まずは、クラブの紹介を文章にすることが大切です。 
「クラブの特徴」「活動内容」「クラブが果たすべき役割や目指すこと」などを、誰もが

わかるように簡潔に表現する作業を通して、目的やミッションがより明確になります。 
 

 紹介文の例：   

  
 高津総合型スポーツクラブは、会員による運営組織を設置し、私たち地域の住民によ

って運営されます。ボランティア精神と会費制による自主運営が基本です。会員自身が、

労力とお金などを提供しあって築く、私たちの町、地域のクラブです。同じ地域に住む私

たちが自主的に運営する地域のスポーツクラブです。 

 高津・東高津中学校区の学校施設や地域の施設を利用して、幼児から高齢者まで、スポ

ーツを通し、青少年の健全育成や世代間の交流と、地域のコミュニケーションの輪を広げ

るとともに、住民の健康と体力の向上を目指すものです。 

  高津総合型スポーツクラブ SELF パンフレットから抜粋 

 
 
（２）パンフレットの作成 

 クラブの案内パンフレットは、分厚いパンフレットを作るのではなく、気軽に手にして

もらえるレターサイズ位の案内パンフレットを作ることを薦めます。 
 できるだけ、簡潔で、分かりやすくすることを心がける必要があります。この情報も入

れたい、あの写真も入れたいと欲張らないことです。情報があり過ぎると逆に焦点がぼけ

てしまいます。絶対必要な情報を厳選し、イメージが湧く写真を使い、文章を幾度も校正

して、クラブの全体像がきちんと伝わるようできるだけ工夫すべきです。  
 最近のパンフレットには、「QR（クイック・レスポンス）コード」と呼ばれる、四角い

パズルのような図形が載っているものがあります。この図形を携帯電話のカメラで読み取

ると、そこから、インターネットのホームページに直接つながる便利なコードです。 
 
（３）地域への PR 

 総合型 SC は、地域に理解され、受け入れられる存在であることを目指しています。そ

のためには、ポスターを作ってスーパーや商店、信用組合などに掲示してもらうことも効
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果が期待できますが、長い目で見れば、地域のイベントなどに積極的に参加するなど、機

会を見つけて他のグループや組織と交流することが必要となります。また、教育委員会や

公民館、自治会や体育協会などが関係するようなイベントには、積極的に協力することを

お奨めします。 
 なお、地域のまつりやフェスティバルに模擬店を出したり、活動パネル展示などの他、

地域の清掃や環境美化活動に参加するなど、地道に継続的にクラブのアピールをすること

も重要です。 
   

QR（クイック・レスポンス）コード 

 
 
 
 
            県立体育センター モバイルサイト事例 
              （カメラ付き携帯電話用） 
 

 

さかえスポーツクラブの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 A4 判 １色（スミ） 
    表・裏 
                               （表） 
 

PR パンフレット事例 
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   パブリシティの方法 

クラブの理念や活動などを、広く社会に知らせ、多くの人に理解してもらうために

は、新聞や放送などの原則無料の公的メディアにニュースや記事として扱ってもらう

ことが効果的です。この報道として取り上げてもらい PR することをパブリシティと

言います。そのためには、自分たちのクラブのニュース性の高い情報を、報道機関に

資料として提供することが必要です。 
 

（１）パブリシティ活動のために 

 「新聞やラジオで PR をしてもらえたらいいなあ」と思っているだけでは何もことは進

みません。こちらから、積極的に情報を売り込む必要があります。そのためには、次のよ

うな手順が大切です。 
①まず、世間の注目を集める「価値ある話題、役に立つ情報」を創りだす。 
②PR をしてもらいたい話題やイベントなどの骨子を簡単にまとめた PR 用の原稿や、

写真を用意する。 
③報道機関には、掲載あるいは取材して欲しい旨の手紙を添えて、PR 用原稿や写真

を送付する。 
④簡単には掲載や放送はしてくれません。繰り返し送付することが必要です。 
⑤関係者との人間関係を大切にし、時にはそれに頼ることも効果的。 
⑥県や市、町の広報誌の場合は、どこに、いつまでに、掲載希望の原稿を送ったら良

いかを担当部署に直接、問い合わせすると教えてくれる。 
⑦タウンニュースやミニコミ誌の場合は、比較的ニュースとして掲載してもらうこと

ができる。（掲載料が必要な場合もある。） 
 
（２）県内の主な報道機関 

 県内には、地域に密着した報道機関があります。クラブ所在地をカバーする報道機関を

訪問したり、プレスリリースを定期的に配布することにより、チャンスが生まれます。 
 
≪主な地方新聞等≫ 
 神奈川新聞、横浜タウン新聞、マイタウン 21、相模経済新聞、タウンニュース、多摩川

新聞、湘南朝日、SHONAN Living、江ノ電沿線新聞、市民かわら版、湘南新聞、湘南

辻堂タイムズ、はまかぜ新聞、神静民報など多数 
 
≪ミニコミ誌等≫ 

インターネットで検索できます。 
【参考】U-nyo! タウン誌ネットワーク 

           http://town.dmi.co.jp/area/15kanagawa/index.html 
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育成指定クラブ：城下町スポーツクラブの場合 
2007 年 1 月 19 日（金）に掲載 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       まちの情報紙「ポスト」 西湘版 発行部数 75,000 部 
                   発行：株式会社ポスト広告 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パブリシティ事例 
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     クラブ会誌、会報、ニュースレターの発行 

  活動状況やイベント開催日時などの情報を、地元の人々に共有してもらうことは、

クラブの PR につながります。地域住民の中には、情報を得ることによって、興味や

関心を示し、クラブへの加入あるいは参加、協力してくれる人がいるはずです。クラ

ブからの情報提供として、クラブ会誌、会報、ニュースレターの発行があります。 
 
（１）コミュニケーション・ツールの作成 

 IT 時代と言われる現代では、手元にいつまでも形として残る手紙などが、再び脚光を浴

びています。文章だけでなく、挿絵や写真を載せたり、単色（白黒）刷りの他に、カラー

刷りを加えることで、より魅力的なものが出来上がります。 
 作成するツールには、クラブ会誌や会報、ニュースレターなど、各種の媒体が考えられ

ますが、対象や目的に応じて定期的に発行することが大切です。 
 
（２）クラブ会誌 

 クラブ会誌とは、一般的に、クラブ会員に対して、定期的に配布される刊行物のことで

す。そこに掲載される記事は、クラブに関する情報ならば、どのような内容であっても構

いません。例えば、誕生日やお祝い事、メッセージやコメント、募集のお知らせ、地域ト

ピックなど、様々な情報を記すことができます。クラブに興味・関心を持ってもらえるよ

うな記事を取り上げるとより親しみやすくなります。 
   
（３）会報 

 会報とは、クラブ会員やその他の地域住民、行政関係者に対して、クラブの活動状況（教

室やイベントなど）を報告する文書または雑誌のことです。発行方法は、定期的なケース

がほとんどです。毎月会報を発行し続けることは容易ではなく、年に２～4 回配布する場

合が多いようです。いずれの場合も、活動報告、会議報告、トピックス、活動参加の感想

などと、今後の活動やイベントの予定などが中心です。他に、クラブ会員や事務局員のコ

メントなどを載せると親しみが増します。 
 
（４）ニュースレター 

 ニュースレターとは、クラブの情報を、クラブ会員や関係者に伝えるための定期的な文

書です。できれば毎月、それが難しい場合でも隔月には発行したいものです。ほぼ決まっ

た期日に情報が伝わるようになると、それが当たり前になり、自然と愛着が湧き、ニュー

スレターが届くのが待ち遠しくなって来るはずです。これによってクラブ会員の意識が高

まることが期待されます。 
内容に関する約束ごとは、特にありませんが、イベントや活動の日時などタイムリーな

情報を盛り込むことが必要です。新入クラブ会員の紹介や、クラブ会員の慶弔などに加え、

連絡先変更や住所変更など知らせておきたい内容を掲載してください。子ども版や大人版

があっても面白いですし、あるコラムは、ライターがリレー式に次々変わっていくなど自

由な発想で、紙面を構成したいものです。 
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相模原市相模台地区総合型地域スポーツ・レクリエーションクラブの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             A4 判 １色（スミ） 片面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動通信事例 
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   インターネットの活用 

IT（インフォメーションテクノロジー）の発達で、PR の方法が大きく変わりまし

た。中でも、インターネット上にホームページを開設したり、メールマガジンを発行

したり、最近ではブログと呼ばれる方法も見受けます。これらの最新技術を使ってク

ラブのコンセプトや活動、予定、問い合わせ先などを、発信することが望まれます。 
 

（１）インターネットを使った情報発信 

 インターネットを使っての情報発信は、多種多様ですし、今後さらに新しい方法が開発

されるはずです。その中で、地域スポーツクラブが利用しやすいのは、ホームページ、メ

ールマガジン、ブログです。 
 
（２）ホームページの開設 

 ホームページは、もともとは Web と呼ばれ、そのトップページをホームページと呼んで

いましたが、いつのまにか Web のかわりにホームページと呼ぶことが一般的になっていま

す。ホームページは、人が多く集まる公共の場所に紹介パンフレットを置かせてもらうの

にそっくりです。インターネットという世界中の多くの人たちが見ることのできる情報集

積網に、クラブのパンフレットを置かせてもらうということです。 
ホームページの構成は、一本の木のようです。「トップページ」と呼ばれる幹からそれ

ぞれの項目へと枝分かれし、さらに末端の詳しい情報が載っている葉へと続きます。また、

幹の部分では、他の関連する別の木へ接続（リンク）できるようにすることもできます。 
ホームページ利用者は、正確で、しかも、最新のデータや情報を期待しているわけです

から、その期待に応えるためには、ホームページに記載した情報を、きちんと維持・管理・

更新していく相当な覚悟が必要です。 
ホームページを開設する場合、自分たちで作る方法と、業者にお願いする方法がありま

すが、クラブ関係者で詳しい人を探すのがまずは最も現実的です。 
独自ドメインを取得（＠○○○club.org.jp 等）し、レンタルサーバーなどを運用する場

合は特別な料金が必要ですが、普通はインターネットを接続するために契約を結んだプロ

バイダーの料金に、ホームページのために使う領域が含まれているので無料ではじめるこ

とができます。なお、無料でドメインを取得し開設できるサービスも始まりつつあります。 
 

（３）メールマガジンの発行 

 メールマガジンとは、電子メールを利用して発行される雑誌のことです。発行者が購読

者に対して、定期的にメールで情報を発信する仕組みです。発行元に自分自身のメールア

ドレスを登録することによって、それを購読できるようになります。マガジンと呼んでい

ますが、実際にはレター程度の量の情報も多いようです。メールマガジンにクラブの E メ

ールアドレスを載せておき、質問や感想などを、メールで送ってもらうようにしておくと、

情報の交換が可能になります。 
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（４）ブログの開設 

 ブログとは、「Weblog＝ウェブログ」を省略した呼び方です。「Weblog」とは、個人が、

もともと独自に日々更新する日記のような Web サイトのことを言います。最近では、有名

人やスポーツ選手の中に、ブログを利用してファンとのコミュニケーションを楽しんでい

る人もいます。また、これを介して、巷で噂になっている美味しいお店などの情報が口コ

ミで広がり、マスメディアがそれを後追いして話題に取り上げられる場合もあるようです。 
 クラブ会員が交代でブログに情報を記入していけば、あまり負担にならないと思います。

ブログは本来、テキスト（文章）のみでしたが、現在は、写真を貼り付けることもできま

す。なお、ブログでは、他のホームページにリンクすることはできません。 
 
（５）携帯メールの活用 

 クラブの情報提供の 1 つとして、携帯メールの活用があります。メールは相手の時間を

気にせず送信でき、しかも内容を、送信者も受信者も、その場限りでなく、それ以後も確

認できるメリットがあります。より手軽に、効率的に情報を送信することが可能です。 
 
（６）インターネットを使っての情報を発信する際の注意点 

 インターネットは、世界中から見知らぬ人がアクセスしてきます。ホームページは便利

ですが、心配がないわけではありません。時には、良からぬことに使われてしまう可能性

があるからです。思いもよらないところで個人情報が漏れ、一人歩きする危険があるので、

掲載する情報には十分気をつける必要があります。 
 例えば、顔写真を使用するときは、はっきりと本人だと分かるようなものは、なるべく

使わないほうが無難です。もし、掲載する場合は、本人に了承を必ず得ること、あるいは

写真を撮る際に、それをどのように使用するのか、はっきりと説明することが大切です。

もちろん、住所や電話番号などを勝手に掲載してはいけません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合型 SC のクラブホームページ事例 

NPO 法人かながわクラブの場合 寒川総合スポーツクラブの場合 
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     クラブアイデンティティ 

クラブアイデンティティは、クラブの理念や目標、活動やイベントなどをバラバラ

に表現するのではなく同一にすることで、クラブの個性やイメージを向上させるとと

もに、クラブ内の帰属意識を高め、活性化を図ることをねらったマネジメント手法の

一つです。シンボルマークやロゴを作ったり、クラブカラーを決めることは、プロモ

ーション活動にも良い効果が期待されます。 
 
（１）シンボルマーク、ロゴ、スローガンなど 

 自分たちのクラブを誇りに思い、帰属意識を高めることは、組織をマネジメントする上

で重要です。そのためにも、まずはシンボルマークやロゴ、スローガンなどを決め、クラ

ブの共通したイメージを高めることが求められます。 
 マークやロゴは、シンプルでわかりやすいことが重要です。とはいっても、言葉では簡

単ですが、実際には難しいことです。そのマークがクラブの旗や T シャツ、ポスター、キ

ーホルダーなどに使われることを考えると、餅屋は餅屋のたとえどおり、少しの出費は覚

悟で、知り合いのデザイナーなどにお願いするのが結果的には一番良いと思います。 
 スローガンは、奇抜さよりも将来の夢や展望などがイメージできるものが望まれます。 
 
（２）クラブカラー 

 日本でも多くの大学が、大学をあらわす色を決め、いろいろな場面で用いています。総

合型 SC でも、自分たちのクラブを表す色を決め、クラブアイデンティティを高めること

が望まれます。ユニフォームやスポーツウェア、時にはクラブが所有する自転車や自動車

まで同じカラーを使うなど、ちょっとした“おしゃれ”を楽しんではいかがでしょう。 
 一色でもいいのですが、オレンジ＆ブルーのような二色もまた映えます。あまり複雑に

なり過ぎないように注意しなければなりません。 
 
（３）商標（トレードマーク）や著作権について 

 商標とは、商品やサービスの名前やマークをいいます。その名前やマークで、人々は品

質を判断しています。一般的に有名で商品価値の高い商標を「ブランド」として使用して

います。自分たちのクラブの質を高め、ブランドづくりに成功すれば、クラブ会員の勧誘

やイベントの参加者を集めることも楽になるはずです。なお、ブランドは「商標登録」す

ることにより法的に保護されるので、必用ならばもちろん登録して下さい。 
 なお、クラブのシンボルマークを作るときに、外国のスポーツクラブや大学チームのマ

ークなどのデザインを真似したい衝動にかられるかもしれませんが、著作権の侵害になら

ないように十分気をつけなければなりません。 
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ロゴマーク事例 １ 
かながわの総合型地域スポーツクラブのシンボルマーク、愛称及びキャッチフレーズ 

  ①シンボルマーク 

     ≪カラー≫            ≪モノクロ≫ 
 
 
 
 
 

②愛 称  スポスタ 
③キャッチフレーズ  ～スポーツをみんなで楽しむ集いの場～ 

                    誰もが主役！ 総合型地域スポーツクラブ 

④シンボルマーク等の由来 
シンボルマークは、みんなが輪になってコミュニケーションを図り、仲良くスポーツを楽

しんでいる様子を表すとともに、みんなが輪になることで、できた中央の星（スター）に「ス
ポーツを通して、楽しみ・健康・交流が得られますように。」という願いを込めて表現して
います。また、「する人」「みる人」「教える人」「運営する人」「応援する人」というス
ポーツへの多様な関わり方を表し、手を取り合ってコミュニティーを形成していく中で、一
人ひとり誰もが主役（スター）という意味が込められています。 
 愛称の「スポスタ」は、シンボルマークに込められた意味とからめ、スポーツとスター（誰
もが主役）を組み合わせたものです。 
 県では、スポーツを通じてくらしに笑顔と潤いをもたらし、誰もが主役になり、スポーツ
をみんなで楽しむことができる集いの場として、神奈川らしい総合型地域スポーツクラブづ
くりをめざしています。 

  ⑤所 管  県立体育センター 
 

ロゴマーク事例 ２ 

“かながわ”の総合型 SC のロゴマーク 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

NPO 法人かながわクラブ  NPO 法人高津総合型 
スポーツクラブ SELF  相模原市相武台地区総合型地域 

スポーツ・レクリエーションクラブ 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
NPO 法人横濱ラグビーアカデミー  馬堀スポーツクラブ  NPO 法人湘南ルベント 

スポーツクラブ 
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   クラブの安全教育 

「スポーツにケガは付きもの」という感覚では総合型 SC の運営は成り立ちません。

火災や落雷などの自然災害や事故や傷害等の人的災害を想定した安全対策を個人レベ

ルと組織レベルで徹底し、不慮の事故や回避可能な事故、傷害を未然に防ぐ安全教育

が必要です。 
 
（１）安全教育の必要性 

 スポーツには本質的に危険性を伴う活動ですが、「スポーツにケガは付きもの」という感

覚では総合型 SC の運営は成り立ちません。「スポーツの本質的危険性」に加えて、「会員

自身の過失」や「指導者の指導上の過失」等が原因で予測不可能な事故が起こる可能性が

あります。したがって、火災や落雷などの自然災害や事故、傷害等の人的災害を想定した

安全対策を、クラブ会員という個人的レベルと総合型 SC という組織レベルで徹底し、不

慮の事故や回避可能な事故、傷害を未然に防ぐ安全教育の周知徹底が必要です。 
 

（２）クラブにおける責任 

 総合型 SC での事故に対する関係者の「責任」には、道義的責任と法的責任が問われま

す。道義的責任とは、良心は痛むが責任を「とる必要のない責任」です。これに対して、

法的責任は「とるべき責任」となります。例えば、ソフトバレーボールのプレー中にアキ

レス腱を切断した場合、スポーツの本質的危険性やクラブ会員の過失による不可避的な事

故の場合は、クラブには責任問題は生じません。しかし、コートの整備不備や安全配慮が

欠落した指導上の過失がある場合は、指導者を含めたクラブ側の責任問題に発展します。 
 

（３）誓約書（免責同意書）の意味 

 クラブへの加入やスポーツイベント、スポーツ教室の開催時に、『私は自分自身の健康

管理に細心の注意を払い、万が一の事故の場合には、クラブ（主催者）に対してスポーツ

安全保険以上の請求はいたしません。』という免責同意書への捺印を要求しますが、総合

型 SC（主催者）側のこのような責任逃れ（免責条項）は無効です。＜平成 11 年 4 月 1 日

から『消費者契約法』が施行＞ 
 

（４）自己責任に対する考え方、教育 

 いかなるスポーツ活動にも本質的な危険性が潜んでいます。この危険性を克服して楽し

もうとするのですから、クラブ会員自身にまず自己責任があることをきちんと認識して実

行してもらう必要があります。そして自分の心身の状態がスポーツ活動に適しているかを

把握するメディカルチェックを次のように定期的に受けてもらうようにします。 
 

① 半年～１年ごとに運動時の呼吸・循環器系等の運動医学チェック 
② 日常生活での体重や血圧測定等の体調や精神的な健康状況のセルフチェック 
③ 安静状態での健康診断 
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（５）スタッフ、指導者、ボランティアなどの研修 

 安全管理への組織的な対応として、クラブのスタッフや指導者、ボランティアに対する

研修は、定期的かつ実践的に実施することが求められます。 
 安全管理には、 
  「クラブ入会時」→「スポーツ活動前・活動中」→「事故発生直後」→「事後」 

の 4 段階に分けて考える必要があります。各段階でスタッフ等に求められる研修は次の通

りです。 
 
＜安全研修の具体例＞ 
  ①スポーツ安全保険制度への加入義務と自己責任の説明 

②救急体制や緊急連絡網、事故処理責任体制の確立 
③会員の心身状況のチェック 
④施設や設備の安全管理のチェック 

  ⑤指導者の危険注意義務に関するチェック
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   スポーツ傷害・賠償責任保険 

 不幸にしてスポーツ事故が発生すると、補償救済の問題が起こります。適切な補償

救済対策を確定して、万が一の賠償責任問題に対応できるマネジメントが総合型 SC
にも求められます。クラブ会員に安全で安心なクラブライフを保証するために、スポ

ーツ傷害保険や賠償責任保険等に必ず加入しなければなりません。 
 
（１）保険の必要性 

 スポーツの事故は起こさないのが一番ですが、クラブ会員自身の過失やクラブ側の危険

注意義務違反などで不幸にして事故が発生すると、補償救済の問題が発生します。 
 クラブ会員に安全で安心なクラブライフを保証するためにも、クラブのスタッフや指導

者が安心してクラブ運営を推進するためにも各種保険に入会しておくことと、スポーツ安

全保険制度の仕組みと内容を「クラブ」としてきちんと理解しておくことが必要です。  
 

（２）保険の種類 

 スポーツ安全保険は、スポーツ活動や社会教育活動の普及奨励を目的に設立された（財）

スポーツ安全協会が実施している互助共済的な補償救済制度です。スポーツ安全保険には、

「傷害保険」、「賠償責任保険」、「共済見舞金」があり、加入団体の管理下での活動中や、

団体活動のための通常の経路往復中の事故が補償対象です。 
 ①「傷害保険」：事故の当事者のケガや後遺障害および死亡が対象 
 ②「賠償責任保険」：他人にケガをさせたり、他人の物を損壊した場合が対象 
 ③「共済見舞金」：突然死や日射病、熱中症などによる死亡事故が対象 

 上記のスポーツ安全保険以外にも公認スポーツ指導者総合保険、社会体育施設保険、ボ

ランティア保険、子ども会ボランティア活動保険、自治体総合賠償補償保険などのスポー

ツ関連保険があります。 
 

各種保険一覧表 

保険名 実施団体 被保険者 

スポーツ安全保険 (財)スポーツ安全協会 スポーツ活動や社会教育活動 

公認スポーツ指導者 
       総合保険 

(財)日本体育協会 日本体育協会公認のスポーツ指導者 

社会体育施設保険 (財)日本体育施設協会 体育施設の設置（管理）者 

ボランティア活動保険 (社)全国社会福祉協議会 ボランティア個人もしくはグループ 

子ども会 
 ボランティア活動保険 

(社)全国子ども会連合会 
子ども会で活動するボランティア 
          (15 歳以上) 

自治体総合賠償補償保険 
全国市長会・ 

全国町村会・特別区長会 

市が保険料を負担し全市民が保険の
対象 
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（３）加入手続き、更新手続き、請求手続き 

各保険の加入手続き、請求手続きは次の通りです。 

各種保険手続き 

保険名 加入手続き 請求手続き 

スポーツ安全保険 

○加入依頼書はスポーツ安全協

会支部のほか､各市区町村の教育

委員会､ 体育協会および主要体

育施設などに。 
○各都道府県の指定金融機関を

通じ、スポーツ安全協会各支部で

加入受付を行っている。 

○けが（傷害保険）：ハガキ（官製ハガキでも可）

で保険会社へ連絡。 
○賠償責任負うおそれのある事故を起こしたとき

（賠償責任保険）：直ちに電話で保険会社へ連絡。 
○突然死（急性心不全、脳内出血など）したとき

（共済見舞金）：直ちにハガキでスポーツ安全協会

支部へ連絡。 

公認スポーツ指導者 

        総合保険 

○郵便振替「払込取扱票」にて申

込み通信欄に下記の事項を記入

の上、保険料を送金。 
① 加入タイプ ②資格名 ③個人

登録番号④氏名（フリガナ） ⑤
性別 ⑥生年月日 ⑦住所（〒）・

電話番号 

○保険金を支払いする場合に該当するときには、

ただちに、事故発生の日時・場所、被害者の住所・

氏名、事故の状況・原因、損害賠償の請求を受け

たときはその内容を記載した書面を明記し、「郵便

振替払込金受領証」のコピー（一括加入の場合は

名簿も必要）を同封の上、取扱代理店または引受

保険会社まで連絡。 

社会体育施設保険 

○都道府県体育施設協会の会員

が(財)日本体育施設協会に加入依

頼。 

○賠償金、見舞金ともに、保険会社へ連絡し保険

請求。 

ボランティア活動保険 

○『加入申込書』に必要事項を記

入､捺印。グループの場合は名簿。

（様式は問わない） 
○上記書類に掛金を添えて､市区

町村または都道府県社協の担当

窓口に提出。 

○所定の事故報告書に記入の上、所属の社会福祉

協議会に提出後、保険会より、保険金請求書が送

付される。 

子ども会 

 ボランティア活動保険※ 

○(社)全国子ども会連合会から紹

介の保険会社と契約。 
○特に決まった方法はない。 

○保険会社と決められた手段で行う。 

自治体総合賠償補償保険 

○奉仕活動など行う前に、市での

活動の承認していることなど。  
○自治体の条例によって規定さ

れている。 

○その市民団体を担当している役所の各課へ連絡

など。 
○自治体の条例によって規定されている。 

【参考】 
スポーツ安全保険 (財)スポーツ安全協会 HP http://www.sportsanzen.org/より 
公認スポーツ指導者総合保険 (財)日本体育協会 HP  

                http://www.japan-sports.or.jp/coach/get/insurance.html より 
社会体育施設保険制度 財団法人日本体育施設協会 HP  

                http://www.jp-taiikushisetsu.or.jp/insurance/index.html より 
ボランティア活動保険 全国社会福祉協議会 HP 

                  http://www.fukushihoken.co.jp/volunteer/menu.html より 
※子ども会ボランティア活動保険に関しては、直接電話して調査した。 
自治体総合賠償補償保険 君津市 HP 

            http://www.city.kimitsu.chiba.jp/siminkankyou/gaido/hoken.htm より 
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   緊急時の対応 

 地震、風水害、火災、落雷などの自然災害やスポーツ活動中の突然死や溺死、頸椎

損傷等の予見不可能なスポーツ事故が発生した場合、総合型 SC は緊急体制を迅速に

整えなくてはなりません。緊急時の体制を整え、緊急時を想定した訓練を実施すると

ともに、緊急時における地域との連携、協力体制を築きます。 
 

（１）緊急時の体制（ケガ・事故・犯罪・火災・地震） 

 クラブ内での事故発生に備えて、日頃から応急処置に必要な救急用具や用品を常備しま

す。また、救急医療機関を指定するとともに連携をとっておくことも不可欠です。救急時

の体制づくりとしては、安全確保、人命救助を最優先とした役割別の担当業務をマニュア

ル化するとともに、連絡網や命令系統を明確にし、それらの情報を簡略化した図表をいつ

も目につく場所に張り出しておきます。緊急時の連絡先としては、クラブマネジャーや理

事長などのクラブ役員の連絡先と、近隣の警察署や消防署、救急医療機関などの連絡先を

明示しておきます。 
 

（２）訓練 

 風水害や火災など災害時の避難方法などをマニュアル化してクラブのスタッフなどに周

知徹底を図ると共に、定期的な演習訓練を行うことが必要です。消火器の使い方や移動経

路の階段、段差、障害物のチェックをしておくことも大切です。 
 スポーツ活動中のケガや事故に対しては、AED の使い方や人工呼吸などの蘇生術、止血

法等の応急処置は、クラブのスタッフだけでなくクラブ会員にも練習してもらうことが良

いでしょう。 
 さらに、ケガ人の救護室への搬送や救急車の手配、誘導体制等を定期的に演習しておき

ます。図解による応急処置の手順や緊急時の連絡先をクラブ内に表示しておくことも一案

です。 
 

（３）地域との連携、協力 

 自然災害や人災などに備えて、日頃から他の組織や地域の関係機関と連携協力体制を確

立しておきます。関係機関としては、警察署や消防署、救急医療機関、自治会などが挙げ

られます。これらの機関の連絡先をクラブ内に表示するとともに、定期的に連絡を取り合

ったり、共同の安全訓練を実施することが望まれます。 
 
＜連携協力が必要な組織＞ 

行政機関 
  消防署、警察署、保健所 
地域レベル 

自治会、町内会、民生委員・児童委員、社会福祉協議会、老人クラブ、障害者団

体等の福祉関係団体 
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＜災害時要援護者支援マニュアル＞ 
  当事者編 
  支援者編 

神奈川県福祉総務課福祉政策係より

http://www.city.isehara.kanagawa.jp/kakuka/fukushi/f-soumu/manual.htm 
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   ユニバーサルマネジメント 

 総合型 SC は、全ての方が、安全かつ安心してクラブライフを過ごせるように、物

理的、心理的、社会的配慮を行うことが必要です。障害者や高齢者等を含め「だれに

とっても」の発想で、安全かつ安心してスポーツ活動ができるユニバーサルマネジメ

ントが求められます。 
 
（１）ユニバーサルマネジメント 

 「だれにとっても」の発想で、身体障害者や知的障害者等が、安全かつ安心してクラブ

ライフを過ごせるような運営方法をユニバーサルマネジメントといいます。全ての方がク

ラブ会員としてスポーツ活動に参加できるような仕組みづくりと、彼らの活動の障害にな

る物理的、心理的、社会的な障壁を取り除く配慮が必要です。 
 

（２）配慮、留意事項 

 ユニバーサルデザインに基づき、車いす用の駐車スペースやトイレ、更衣室の確保、さ

らには段差解消のためのスロープや廊下などの点字ブロックを設置するほか、案内表示類

はできるだけ大きく、分かり易い位置や高さに置くようにします。留意事項として必要な

項目は、チェックリストを作成して確認を怠らないようにします。 
 また、全ての方が楽しく参加できるようなプログラムや居心地の良いクラブライフの提

供など、ハードウェア、ソフトウェアの両面で配慮する必要があります。 
 
（３）仲間、ボランティアの協力 

 身体障害者や知的障害者が安全にしかも楽しくスポーツ活動に参加するためには、クラ

ブ会員や仲間、ボランティアの協力が不可欠になります。障害のある方をサポートするボ

ランティアや NPO 団体等との連携・協力も必要となります。安全第一でスポーツ活動を

一緒にしたり、必要に応じた適切なサポートをすることで、障害のある方も楽しいクラブ

ライフを送れるようになります。 
 総合型 SC では、このようなボランティア行為が無意識にできるようにしたいものです。 
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バリアフリーイベント チェックリスト事例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                       石川県 http://www.pref.ishikawa.jp/bf/event/19_4.html より 
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   スポーツ事故発生直後の対応と処理 

 スポーツ事故が発生した場合、迅速で適切な応急処置と医療機関や家庭へ連絡をと

らなくてはなりません。また、事故後は保険機関等への連絡をとると同時に、事故原

因の分析と事故責任の確定を徹底的に行います。事故の軽重を問わず誠意を持った初

期対応が重要であり、安全体制の再確立をしなくてはなりません。 
 

（１）事故発生直後の対応 

 ①プログラムの指導者 
事故状況の把握→容体観察→必要な応急処置（止血・蘇生等）→容体観察→救急車

要請の判断 
  ②クラブマネジャーまたは現場責任者 

  事故状況の情報収集→救急車の出動要請→付添人の有無・荷物の確認→周囲のパニ

ック鎮静→プログラム継続の可否判断→救急車に同乗（または同乗者の決定） 
 ③事務局スタッフ 
  事故状況の情報収集→家族への連絡→病院からの経過報告 
 

（２）事故後の対応と事故処理 

 ①クラブマネジャーまたはクラブ役員、担当責任者 
  家族への挨拶・お詫び→事故状況の情報確認（指導者・クラブ会員等から）→事故

原因の検討・分析→事故責任の検討と安全対策の検討→家族への説明 
 ②事務局スタッフ 
  病院からの経過および結果報告→事故の報告書作成→保険機関等への連絡→保険

機関等への保険金請求 
  

（３）事故後の安全体制の確立 

①安全委員会の招集 
事故状況の情報の共有→事故原因の調査→直接原因と間接原因の分析・検討→事故

責任の確定と安全対策の検討→「安全管理マニュアル」の見直し→クラブ内での周

知徹底 
②安全管理マニュアルの訓練 

万一に備え、定期的な訓練を実施する。通常は、『事故発生→けが人の救出→応急

処置→ケガの状況の観察→医療機関への搬送』の手順ですが、これらに加えて『ケ

ガ人の家族への事故連絡、クラブ責任者への経過報告→報告書作成』を実施する。 
 
 
 
 
 
 

5 



「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 96 

事件・事故の発見

被害者対応

（ア） 応急処置
（イ） 利用者への避難指示
（ウ） クラブ事務局への連絡

発見したスタッフの動き

（ア） 通報
（イ） 支援者要請
（ウ） 役割分担の遂行

侵入者対応

（ア） 防御
（イ） 利用者への避難指示
（ウ） クラブ事務局への連絡

警察・消防署への緊急通報

他の利用者の安全確保

通報を受けたスタッフの動き

（ア） 事実確認
（イ） 役割分担の遂行
（ウ） クラブ事務局への連絡

緊急時のクラブ役員会議

（ア） 情報の収集
（イ） 緊急会議等の開催
（ウ） 市区町村との連携
（エ） 関係諸機関・諸団体との連携 等

事件・事故後の継続した指導と情報提供
地域等への情報提供及び協力要請

等

事件・事故発生時の対応フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野川春夫編著「生涯スポーツ～楽しいスポーツライフの実践～」（体育施設出版 2003 ） 
救急対応マニュアル例（p.86）を加筆修正 
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   契約行為 

 任意団体あるいは NPO 法人としての総合型 SC が、団体としてスポーツ安全保険

に加入したり、クラブハウスなどを賃貸する際、契約行為が発生します。総合型 SC
の運営に際して発生する契約行為と代表者の責任の範囲、発注行為と契約書、指定管

理者などの受託契約には、基本的な法律知識が必要です。 
 
（１）任意団体あるいは法人としての契約行為 

 任意団体あるいは NPO 法人としての総合型 SC の運営に際して発生する契約行為には、

スポーツ安全保険への加入、公共スポーツ施設管理運営の業務委託契約、備品や用具の年

間借用契約、有給スタッフの雇用契約、クラブハウスの賃貸契約、指定管理者契約などが

あります。総合型 SC を管理運営して行くには各種の契約行為を避けては通れません。し

たがって、法律に強い人や専門家がクラブ会員、特にクラブ役員の中にいると心強いこと

になります。  
 

（２）代表者の責任（契約締結の権限） 

 契約書作成で最も重要なことは、誰を相手に契約するかという点です。総合型 SC の代

表者として契約行為を行う場合、契約の当事者となりますから大きな責任があります。 
 NPO 法人の場合は、法人登記をしているので、契約に当たっては印鑑登録された総合型

SC の実印を押すことで、契約は成立します。 
 法人と重要な契約を取り交わす場合、相手側の登記簿謄本と印鑑証明書をとりよせ、代

表者と印鑑を確認する必要があります。契約相手が個人の場合には、印鑑証明書で実印が

押されていることを確認する必要があります。契約相手が公益法人（社団法人・財団法人）

の場合も、代表権を持つ理事名（理事長または代表理事）と公印を確認する必要がありま

す。このような重要な契約をする場合は、総合型 SC も登記簿謄本と印鑑証明書を提出し、

契約に臨みます。 
 なお、一般の契約においては登記簿謄本や印鑑証明書の提出まで求めない場合が多く、

双方誠実信義に契約し、履行することが望まれます。 
 

（３）発注行為と発注書、契約書 

 契約行為には、契約事実を証明する文書として契約書が必要になります。契約書は、そ

の締結する契約の範囲に関する双方の権利と義務を書き記すもので、契約締結の証として

双方で記名、押印し保管するものです。したがって契約書には、本文中に法律の条文形式

で契約の内容を記載します。公共団体との業務委託契約の記載内容としては、 
①契約件名 
②業務内容 
③契約期間 
④契約金額 
⑤履行場所 
⑥その他の付帯事項 
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などとなります。 
 契約書には契約締結日と委託者および受託者の住所、肩書き、代表者氏名（場合によっ

ては委任された者）を記載し、代表者印（実印）または契約用公印を捺印します。 
 契約書の他にも念書、覚書、差入証があります。いずれも法律上意味のある約束を取り

交わした実質上契約書と変わらないものもありますので、記載内容があり、当事者双方が

記名押印あるいは署名捺印していれば法律文書となります。 
 なお、契約を締結した場合、契約書の内容や金額に応じて法律で定められた印紙を貼り、

印紙税を納める必要があります。 
 
（４）受託契約（指定管理者など） 

 総合型 SC が、指定管理者となって公共スポーツ施設を運営管理する場合、委託者とな

る当該市町村との間で「体育施設の管理に関する基本協定書」、「体育施設の管理に関する

年度協定書」、「体育施設の業務水準書」を結びます。 
 基本協定書には、施設の管理業務、使用法、備品の取り扱い、情報の取り扱い、損害賠

償、指定期間満了に伴う引き継ぎ等が網羅されています。「体育施設の管理に関する年度

協定書」には、管理業務内容、業務報告、モニタリング、委託料の支払い、委託料の減額、

利用料金、年度協定書の公開等が記載されています。「体育施設の業務水準書」には、年

度協定書の実質的な内容が業務範囲別に詳しく提示されています。これらの協定を締結し

てから、受託した管理業務を開始します。 
 また、公共スポーツ施設の指定管理者となった総合型 SC が、施設の警備や清掃等の業

務を第三者に再委託することができます。この場合は、総合型 SC の責任の範囲以内での

受託先との「私法上の契約関係」になります。ただし管理に関わる業務を一括して再委託

することはできません。 
 
 
【参考】 

地域協働型マネジメント研究会「指定管理者制度ハンドブック」ぎょうせい、2004 
山崎郁雄「ポケット契約書式集」自由国民社、1995 
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   個人情報 

 「個人情報保護法」の全面施行に伴い、クラブ会員の個人情報が外部に漏れないよ

うに個人情報保護の方針を整え、名簿やデータの取り扱いに関する組織的管理能力を

高める必要があります。 
 

（１）個人情報保護 

 総合型 SC においても個人情報保護の重要性を認識し、次のプライバシー・ポリシーに

基づきクラブ会員や行事、イベント参加者、アンケート回答者、来訪者などの個人情報の

保護に努めなくてはいけません。 
① 個人情報の取得 
② 個人情報の利用 
③ 個人情報の第三者提供 
④ 個人情報の管理 
⑤ 個人情報の開示・訂正・消去・利用停止 
⑥ 個人情報保護のための組織・体制づくり 

 
（２）名簿管理、データ管理 

 クラブ会員名簿やクラブの経営内容などのデータ管理を徹底するために、これらデータ

の取り扱い方針（コンプライアンス・プログラム）を作成し、実行する必要があります。 
① 法令の遵守 
② 個人情報の収集・利用 
③ 情報主体の権利の尊重 
④ 個人情報の安全対策の実施 

 
（３）具体的な取り組み 

クラブは、個人情報保護管理責任者を任命し、個人情報の適正な管理を実施する必要が

あります。また、スタッフや指導者に対し、クラブ会員を含む個人情報の保護および適正

な管理方法についての研修を実施するとともに、コンプライアンス・プログラムへの定期

的な監査を実施する必要があります。 
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個人情報流出のリスク 

平成 17 年度順天堂大学 FD ワークショップ「個人情報保護法とその対応」 
東京海上日動火災保険株式会社 2005 年 3 月 より 

漏えい発生時の対応策

• 事件発生時の対応により、 世間の評価は著しく異なる
– 速やかな対応、適切な対応、誠意ある対応、透明性のある対応

• 損害賠償請求の発生抑制、信用・イメージ低下の低減

下記事案が発生した場合、他業務に優
先し、ただちに情報管理責任者（上長）へ
報告。

スタッフ・従業員

重要情報を含む書類、PC等の紛失

不正アクセスの形跡

机・部屋の鍵、ID・パスワード等アクセ
ス制御物品の紛失・盗難

顧客・報道機関・捜査当局等からの情
報漏洩などに関する問い合わせ

当社保有情報の売買の発見

委託事業者からの上記報告

報告を受け、下記に該当する場合は即
時報告し、指示を仰ぐとともに、他業務に
優先し事実関係を調査。

情報管理責任者

事
務
局

指示

外
部
対
応
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犯罪・法規違反の可能性がある

報道機関等、社外に知られている。ま
た知られうる可能性がある

顧客や第三者に何らかの被害が発生

その他の甚大な影響が考えられる
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漏洩発生時の対応策 

平成 17 年度順天堂大学 FD ワークショップ「個人情報保護法とその対応」 
東京海上日動火災保険株式会社 2005 年 3 月 より 
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    迷惑行為 

 クラブライフを快適に過ごすためには、クラブ会員相互が会則を守ることはもとよ

り、社会のルールやマナーを守り、クラブ会員の相互尊重を遵守することが求められ

ます。総合型 SC は、クラブ会員に迷惑をかける暴力的不良行為やセクシャルハラス

メントなどの迷惑行為に関する基本的考え方と対処法を定め、未然に防止するととも

に、発生した場合の速やかな処置が求められます。 
 
（１）迷惑行為の基本的考え方 

 クラブ会員に著しく迷惑をかける暴力的不良行為、つきまとい行為、押し売り行為（ネ

ズミ講的な行為を含む）、泥酔行為、セクシャルハラスメント行為、及びこれらに類似関連

する行為を迷惑行為と言います。 
類似関連行為には、シャツを着用しないで性的好奇心をそそるような姿でスポーツ活動

に参加したり、嫌悪感を催すような汗臭い運動着などを着用したり、卑猥な表現を故意に

言ったり、他のクラブ会員のスポーツ用品・用具を勝手に使うことや禁煙場所での喫煙も

含まれます。 
これらの行為がクラブ内で発生すると、クラブライフを続けていくことに嫌気をさした

クラブ会員が退会したり、クラブ内の雰囲気が壊されてしまいます。 
 

（２）セクシャルハラスメントの基本的考え方 

 「相手の意に反した性的な言動」をセクシャルハラスメント行為と言い、性的誘惑、性

的行為の要求、性的な性質を持った言動が含まれます。意図的か否かに関係なく、相手側

が望まない不適切な性的言動や不快な接近、接触行為は全て『セクハラ』にあたります。

『セクハラ』には、自分の地位などを利用して相手に不利益を与える「対価型セクシャル

ハラスメント」と、性的な言動や掲示などでクラブ内の環境を侵害する「環境型セクシャ

ルハラスメント」に大別されます。 
 

（３）予防と対処 

 『セクハラ』を含めた迷惑行為の基本的な考え方とその防止策に関するガイドラインを

クラブが作成し、クラブの会報やクラブハウスなどの目に付く場所に「スローガン」とし

て、周知徹底することです。指導者とクラブ会員という関係の中で、『セクハラ』予防と

しては、  
①個室などで 2 人きりにならない 
②技術指導で必要以上に身体に触れない 
③宿泊を伴う場合は離れた宿舎にする 
④指導者ならびにクラブ会員に対してのセクハラ教育を定期的に実施する 
⑤クラブ会員がセクハラの相談をできる体制をつくる 

などが考えられます。 
 『セクハラ』についてのクレームや届け出があれば、即「対策委員会」を立ち上げ、双

方の言い分を個別に事情聴取します。事情聴取では、必ず第三者が複数立ち会い、テープ

レコーダーで記録し、事実関係を確認すると共に、記録を発言者に確認してもらいます。 
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なお、初期対応が大変重要になりますので、セクハラの予兆があったり、噂を耳にした

り、相談を受けたら放置してはいけません。 
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   事故等の法的責任 

 総合型 SC は、自己責任の下でスポーツなどのクラブ活動を行う事が求められてい

ますが、クラブ関係者の過失が原因でスポーツ事故等が発生すると法的責任が問われ、

賠償責任問題が起こります。 
 適切な補償救済対策を確定して、万が一の賠償責任問題に対応できるマネジメント

が総合型 SC にも求められます。クラブ会員に安全かつ安心なクラブライフを保証す

るために、また、総合型 SC が社会的な責任を果たすために、事故等に対する万全の

対応を行うことが必要です。 
 

（１）スポーツ事故の法的責任 

 スポーツ事故の法的責任とは、スポーツ活動に起因する事故によって個人が被った損害

を填補（穴埋め）して、損害がなかったのと同様の状態にするという賠償責任を指します。 
 スポーツ事故の法的責任としては、「民事上の責任」と「刑事上の責任」がありますが、

主に民法が法的根拠として使われます。民事上の責任とは、スポーツ指導者や管理者等が

安全配慮義務を十分に果たさなかったため発生した過失による事故で、不法行為責任（民

法 709 条）や債務不履行責任（民法 415 条）が問われる場合です。刑事上の責任とは、加

害者の故意による事故や傷害で、暴行罪（刑法 208 条）、過失傷害罪（刑法 209 条）、過失

致死罪（刑法 210 条）、業務上過失致死傷罪（刑法 211 条）などがあります。 
 

（２）クラブ活動全般に関わる事故等の法的責任 

 スポーツ指導者やクラブマネジャーの過失による予見不可能なスポーツ事故が発生する

と、注意義務が尽くされていたか否かは、 
①属性的要因（被害者の年齢、性別、知能、健康状態等） 
②スポーツ種目の危険度 
③状況的要因（天候や場所） 
④指導者等の施した水準 

などが勘案されて責任を判断されます。指導者の指導監督義務は、指導を受けた者（当事

者）の事理弁別能力（事物の是非・善悪を見極める能力）の程度や責任能力との関係で決

まります。 
 スポーツ施設や設備等の構造に不完全な点がある場合や設計に不備がある場合は、設置

の瑕疵（過失）責任が施設の設置者に問われます。また、施設の維持・修繕・保管などが

不完全で施設が本来備えるべき安全性を欠いている場合、管理の瑕疵責任を施設の管理責

任者が問われます。総合型 SC が所有する施設や管理している場合はクラブが問われます。 
 刑事上の責任としては、セクハラや体罰、しごきなどの故意犯によって発生した事故や、

熱中症による死亡事故、登山等の野外活動中の死亡事故にも刑事責任が問われることがあ

ります。これらの事故では、指導者だけの責任ではなく、クラブの管理者および代表者の

責任も問われる傾向が強いと言えます。  
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（３）訴訟 

 スポーツ事故が発生すると、裁判で法的責任を明らかにするために民事または刑事上の

訴訟が起こされます。裁判で白黒をつけずに示談や和解により法廷外で、決着をつけるこ

ともあります。 
 
（４）判例（スポーツ） 

 スポーツ指導者、管理者等の過失の例として、次のような判例があります。 
 
  ①事理弁別能力・責任能力と指導者等の責任の具体例 
   「Ｔ大学野球部練習中、園児負傷事件」（東京地判昭和 49 年 4 月 9 日判例時報 753

号 50 頁） 
  ②相当因果関係と指導者等の責任の具体例 
   「マラソン大会中高校生急死事件」（静岡地富士支判昭和 63 年 10 月 4 日） 
  ③不可抗力と危険引き受け（危険の同意）の具体例 
   「ママさんバレーボール競技中競技者受傷事件」（東京地判昭和 45 年 2 月 27 日判

例時報 594 号 454 頁） 
  ④スポーツ事故で刑事責任が問われた具体例 
   「高校ラグビー部員夏季合宿中日射病死亡事件」（東京高判昭和 51 年 3 月 25 日判

例タイムス 335 号 344 頁） 
 
 
 
 
 
 
【参考】 

菅原哲朗「スポーツ施設 スポーツ管理者 スポーツ指導者のためのスポーツ法危機管 

理学」エイデル研究所、2005 
小笠原正監修「－導入対話による－スポーツ法学」不磨書房、2005 
「スポーツの法律問題」スポーツ問題研究会編、民事法研究会、1997 
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申請と提出 

 総合型 SC が NPO 法人格の認証を受けた場合、クラブが所在する市区町村を所管

とする公的機関に登記したり、税務署に経理の報告書を提出します。また、クラブ主

催のイベントを開催する際、模擬店の出店や道路や公園などを使用することがあるの

で、各関係機関に使用願いや道路使用の申請書を提出する必要があります。 
 
（１）県・市区町村 

 NPO 法人の設立の場合、原則として県知事宛に申請します。また、年度ごとの報告なら

びに計画を県に提出するとともに、税務署にも報告しなければなりません。有給職員を雇

用する場合は、社会保険事務所等への申請（届出）も必要です。 
 市町村に対する届出は、特に必要ありませんが、教育委員会等にクラブ登録したり、必

要に応じて地区体育協会や競技連盟に登録することも必要です。 
 

（２）警察署（イベント、道路使用・占用等） 

 ウォーキングやジョギング等

のイベントをクラブ主催で開催

する場合、地元の警察署に『道

路使用願い』を申請し、許可を

受けなくてはなりません。道路

交通法などの道路関係法令を遵

守しなくてはなりません。使用

願いの申請書には、使用場所、

使用時間帯、使用目的、参加予

定人数、クラブの責任者、救急

医療体制などを記載します。 
 

警視庁ホームページ申請様式一覧

「道路使用許可申請書」より抜粋 
http://www.keishicho.metro.to
kyo.jp/tetuzuki/form/pdf/kotsu
/kisei010.pdf       ⇒ 

 
（２）消防署（イベント、花火、 

 キャンプファイヤーなど） 

 花火大会やキャンプファイヤ

ーなどのイベントをクラブ主催

で企画運営する場合、地元の消

防署に申請書を提出して、許可

を受けなくてはなりません。消防・安全関連法令を遵守しなくてはなりません。申請書に
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は、使用場所、使用時間帯、使用目的、参加予定人数、クラブの責任者、消火体制、救急

医療体制などを記載します。 
 
（３）保健所（模擬店等） 

 クラブがフェスティバルなどを開催して、飲食物の模擬店等を出店する場合、あらかじ

め保健所に取り扱い食品や施設の基準などについて指導を受けるとともに、衛生管理上『行

事開催届け』と『臨時出店届』を提出しなくてはなりません。取り扱いできる食品とでき

ない食品があります。 
 
（４）登記所 

 NPO 法人としての認証を受けてから 2 週間以内にクラブの事務所の所在地の法務局で、

クラブ設立の登記を行い、登記簿謄本を添付した設立登記完了届け書を、閲覧用の定款、

財産目録、登記簿謄本の写しとともに、県に届けます。 
 
（５）税務署 

 NPO 法人としてクラブが事業を開始してから２週間以内に、登記簿謄本を添付した設立

登記完了届け書を、閲覧用の定款、財産目録、登記簿謄本の写しとともに、税務署に届け

なければなりません。 
 なお、任意団体の総合型 SC であっても、収益事業（税法上）を行うときは課税対象と

なるので、届出が必要となります。 
 
（６）郵便局 

 総合型 SC の所在地が決定した場合、郵便局に届け出ることにより、総合型 SC 宛の郵

便物の配達が滞りなく行われます。移転の場合も届け出ることにより、転出先へ郵便物を

転送してくれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（社）日本イベント産業振興会 イベント業務管理者参考書より抜粋 

 関連機関一覧

機関名 部署名 イベント関連規制内容

警察署 ①道路交通法による道路交通規制

②自治体の公安条例による規制

防犯課防犯係 ③刑法176条によるイベント内容規制

消防署 予防課予防係 ①消防法に基づく火災予防条例による建築規制

予防課査察係 ②消防法に基づく火災予防条例による危険物規制

予防課危険物係

消防課消防係

保健所 衛生課環境衛生係 ①興行場の構造設備および衛星措置の基準等に関する条例による規制

衛生課食品衛生係 ②食品衛生法による食品営業規制

③消防法に基づく火災予防条例による危険物規制

交通課交通規制係

関連機関一覧 
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   会 費 

 総合型 SC の運営は、原則としてクラブ会員が納める「会費」によって賄われます。 
 総合型 SC が自立し発展していくためにも、クラブ会員が「会費」の重要性を知り、

遅延なく納めることが大切です。 
 会費は金額の設定根拠を開示するとともに、その使途についても明瞭にすることが

求められます。 
 
（１）原則は自己負担 
 総合型 SC を運営するために様々な費用が発生しますが、原則としてクラブ会員が自己

負担することになります。クラブ会員は、予め決められた自己負担分（会費）を滞りなく

納めることによりクラブが存続し、クラブ会員のクラブライフが保障されます。 

 

（２）会費の性格 

 クラブの会費は、 

  ①クラブ会員がクラブライフを楽しむための費用 

  ②クラブ存続のために必要な共通費用 

によって構成されるもので、地域社会への貢献や地域のスポーツ振興のための費用も共通

部分に含まれます。会費納入は、クラブ会員がクラブに所属するための「義務」であり、

原則として総てのクラブ会員から公平に徴収することになります。 

 なお、NPO 法人の総合型 SC では、法律上の社員の会費は特定非営利活動のための原資

として納めることになります。 

 

（３）会費の決定 

 会費は、理事会などで十分審議し、案を設定することが重要です。決定については、そ

の設定根拠等を明確に指し示し、総会で決定することが望まれます。クラブ会員が十分納

得した上で決定することが必要であり、会費の見直し（値上げ）に当たっても、その理由

を十分理解してもらうことが大切です。 

 

（４）会費の種類 

 会費は、クラブ会員の権利を平等に担保するために、原則としてすべて同一金額とする

ことが望まれます。しかしながら、青少年の積極的な入会を支援するため、子ども料金（割

引金額）を設定するなど、様々な状況に対応した会員種別毎の金額設定が望まれます。 

 また、家族会員などに対して割引金額を設定し、世帯の負担を軽減する配慮も欠かせま

せん。 

 なお、種目によって実際の費用が異なることから、種目別に「部費」を別途徴収するこ

とにより、不公平感を和らげることも必要です。また、協賛会員などの会員種別を設け、

会費として支援金を徴収することも可能です。 

 受益者負担の原則に則り、参加のたびに参加費を徴収することも一つの考え方ですが、

入金処理等が煩雑にならないように、十分注意する必要があります。 

1 
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  ≪会員種別による会費設定の考え方≫ 種別例 

     クラブ会員（成人会員）    基本会費 

     ジュニア会員（子ども会員）  基本会費より減額（年齢を限定） 

     シニア会員          基本会費より減額（年齢を限定） 

     家族会員           基本会費より減額（条件を設定） 

    （特別）会員          基本会費より減額または免除 

     賛助会員・協賛会員      別途設定  

     ビジター会員         別途設定 

       ＊最初の登録諸手続き料として、適切な入会金をとることもできます。 

 

  ≪会費徴収方法の考え方≫ 

     月会費 ： 基本会費を月々徴収。クラブ会員は負担感が少ないが、入金処理が煩雑に

なりやすい。 

     年会費 ： 月会費×12 ヶ月分を一括徴収。負担感が大きくなるので、実質割引金額を

設定する場合が多い。（例えば 11 ヶ月分） 
           半期ごとの徴収も可能。振込み方式にすると事務処理は簡素化できます。 

       ＊月払いか年払いかどちらかの方式を導入することが望まれます。 

 

  ≪その他の会費設定の考え方≫ 

     部 費 ： 種目や活動内容により、経費が異なる分を特別に徴収。原則として種目別

費用をその種目の参加人数で負担しあう。 

           （月払い、年払い等） 

     活動参加費：必要に応じて、練習や行事参加ごとに徴収。（実費を基本に算出） 

 

 

各クラブの活動実態に合わせた会費を設定することが望まれます。なお、クラブ会員だ

けでなく地域住民にも開かれた事業（教室やコースなど）の参加費は、その内容に応じて

別途設定します。 
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   財源の確保 

 総合型 SC は、精神的にも経済的にも自立した非営利団体として地域に存続するこ

とが求められています。クラブはクラブ会員の納めた会費の範囲で活動を行うことに

より、基本的な自立が可能となりますが、会費以外の財源を確保することにより、よ

り魅力あるクラブづくりが可能となります。体制が整えば、収益をあげる事業を行い、

余剰金をクラブの運営に還元することも可能です。 

 

（１）クラブの基本財源 

 総合型 SC の基本財源は、クラブ会員が納める会費です。会費の合計が年間予算の基本

額であるし、年間計画の基本となります。集まった会費の範囲で運営することは、自立し

たクラブへの第一歩となります。 

 しかしながら、クラブ運営をより積極的に行い、より魅力あるクラブとするために、ク

ラブ会員の努力と協力により自主財源を確保したり、補助金や助成金、寄付金などを確保

し、クラブの財源としていくことが望まれます。 

 

（２）財源を得る工夫と努力 

 総合型 SC は、クラブ会員が自らクラブの運営に参画することが望まれます。会費を有

効に使い、少しでも多くの資金を活動に投じるためには、①無駄な支出を抑える。②自分

たちでできることは自分たちで行う。③フリーマーケットやバザー、スポーツ用品中古市

などを開催し資金を得るなど、クラブ会員の知恵と工夫、そして努力で財源を確保し有効

に活用することが大切です。 

 

（３）事業の実施 

 総合型 SC が、各種の教室やコースあるいはイベント、大会などを企画し、クラブ会員

や地域住民に広く提供する場合、適切な参加費を徴収することができます。総合型 SC の

指導者やクラブ会員らによるサービス提供の対価として、適切な参加費を総合型 SC が得

ることは社会的にも認められることです。 

 特に、行政から委託される地域のスポーツ振興事業（教室や大会、イベントの開催等）

の委託費は、貴重な財源となります。また、指定管理者として施設の管理運営などを受託

し、財源とすることも可能です。しかしながら、財源確保の面において有効ですが、具体

的な管理運営業務に従事しなければならず、また管理責任等も発生することから、十分検

討しなければなりません。 

 なお、これらの事業は計画通りにいけばクラブの財源となりますが、持ち出しを伴い赤

字になる危険性もあります。 

 

（４）寄付・協賛金・広告収入 

 総合型 SC が地域に定着し、クラブ会員が楽しく充実したクラブライフを創出するとと

もに、健康で明るい地域づくりに貢献する団体に成長すると、クラブを支援してくれる個

人や団体、組織、商店、民間企業等から寄付金、協賛金あるいは会報などへの広告費が集
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まります。また、賛助会員として会費を納めたり、行事のスポンサーになるような場合も

あるし、現金ではなく物品の提供や貸し出し、場所の提供、チラシの配布援助、ポスター

用掲示板の無償貸与など、多岐にわたる方法があります。 

 これらの支援、援助等は、総合型 SC の主旨が理解され、その活動成果が評価されたも

ので、そのお礼としてクラブは感謝の気持ちを具体的に示す必要があります。 

 

（５）補助金・助成金 

 総合型 SC は、モデル事業推進に当たって文部科学省から補助金が出ました。現在でも

財団法人日本体育協会の委託事業として育成指定クラブに対し委託金が支払われています

が、設立までの準備期間のみです。toto（スポーツ振興くじ）も、当初総合型 SC に対し

て、運営やクラブハウスの整備に助成してきましたが、残念ながら現在はありません。そ

のような中で、笹川スポーツ財団では、スポーツエイド助成事業を毎年実施しており、多

くの団体が助成を受けています。 

また、民間団体などから、地域づくりや高齢者対策、青少年健全育成などに対して、助

成金を出す場合もあることから、常に情報を得るようにしましょう。 

 なお、公金を活用する場合、その会計報告義務や使途の条件等、厳しい制約があること

を予め知っておくことが大切です。また、一時的な補助金、助成金は対象期間が終わると

厳しい状況に戻ることが考えられるので、先を見越した計画的な導入が望まれます。 

 

笹川スポーツ財団スポーツエイド助成事業の概要 

SSF スポーツエイドは、定期的にスポーツに親しむ人が増えることにつながるスポーツ事業に対する資金援助制度です。 

「日本のスポーツを元気にしたい」を合言葉に平成 3 年度からスタートし、平成 19 年度で 17 年目を迎えます。平成 17
年度までの 15 年間に、延べ 6,716 事業に対し、約 42 億円を助成してきました。平成 18 年度は 310 事業に対し、約 1 億

7,000 万円を助成しています。 

【平成 19 年度のスポーツエイドでは、次のような事業を重点的に支援します。】 
１．青少年のスポーツ参加を積極的に進める事業 
２．指導者を積極的に養成する事業 
※上記事業の実施に必要なスポーツ用具の整備にも支援します。  

スポーツエイドでは、スポーツ好きの子どもたちを育てることを目的に、平成 13 年度から、青少年がシーズン制で複数

のスポーツに取り組む年間プログラム「スポーツプログラム」を、 平成 16 年度からは、合宿で複数のスポーツに取り組

む「スポーツキャンプ」を助成対象事業に加えてきました。一つのスポーツに専念させるよりも、さまざまなスポーツを

体験し、身につけるなかで、自分に合ったスポーツを見つけてもらうことが、スポーツ好きの子どもを増やすことにつな

がると考えています。 

スポーツ愛好者の増大を図るために実施される事業に対して SSF スポーツエイドを交付することにより、スポーツ・フ

ォー・エブリワンの実現に近づくことを期待しています。 

問い合わせ先：笹川スポーツ財団 業務部 スポーツエイドチーム 
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-15-16 
Tel：03-3580-5854 Fax：03-3580-5968 
Email：aid@ssf.or.jp  

               笹川スポーツ財団 ホームページ http://www.ssf.or.jp/ から 

【参考】（財）助成財団センター http://www.jfc.or.jp/ 
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   予算と決算 

 総合型 SC は、原則として総会で予算が決まり、決算が報告されて承認されます。

予算書は、その年の計画を裏付けるものであり、決算書は具体的な活動結果を表して

います。特に決算報告書は、クラブの運営実態を明らかにするものであり、広く一般

に開示されるべきものです。 

 

（１）総会での議決事項 

 総合型 SC は、運営（事業）計画にもとづく予算案を策定し、原則として総会で承認さ

れることが望まれます。また、年度終了後、速やかに会計報告（収支計算書）を総会に図

り、承認される必要があります。法人格を持つ総合型 SC だけでなく、任意団体の総合型

SC であっても、総会の手続きを踏むことが大切であり、その内容については社会性、公

益性の高い団体として説明責任があります。 

 

（２）予算 

 予算案を策定する場合、年度の活動目標を明確にし、具体的な計画に基づき算出するこ

とが大切です。前年度の実績を評価し、新年度の予算編成に活かしていくことは重要です

が、書き写すような予算書では意味がありません。きめ細かい予算管理を行う場合は、月々

の計画書を作成し、実行に移すことを勧めます。 

 なお、予算案作成にあたっては、クラブ内の各部、各部門に年度計画ならびに予算案を

提出してもらい、部門別計画を基にした全体計画を作成することが望まれます。クラブ会

員が自分たちの活動に責任を持つようになり、クラブの自立を早めます。 

 

（３）決算 

 会則で決められた決算期を終えると、速やかに決算報告をする必要があります。（一般的

には 3 月末日ですが、その日に限りません）決算に間違いのないことを確認するために、

予め決められた監査人が照査し、総会で報告することが必要です。 

 活動（事業）報告と収支計算書を照らし合わせ、一年間のクラブ運営を評価し、翌年の

運営に活かして行く事が大切です。 

 

（４）法人としての届出 

 NPO 法人格を持つ総合型 SC は、次の財務諸表を所轄庁に提出しなくてはなりません。 
 ≪所轄庁（神奈川県）に提出する財務諸表≫ 
   ○収支計算書   年間（事業年度）の収支を記載した計算書  
   ○貸借対照表   期末における資産、負債、純資産を記載した計算書  
   ○財産目録     期末における資産、負債の種類、価額等記載の計算書   
 ≪最寄税務署に提出する財務諸表（税法上の収益事業を営む場合）≫ 
   ○損益計算書   年間（事業年度）の損益状況を記載した計算書 
   ○貸借対照表   期末における資産、負債、純資産を記載した計算書  
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 なお、任意団体の総合型 SC でも収益事業を行う場合などは、税務署に申告が必要がと

なります。 

 

収支計算書 
自 平成○○年○月１日 

 至 平成○○年○月 30 日 

科     目 予算額 決算額 差 異 

Ⅰ．収入の部 
   入会金収入 
   会費収入 
   参加費収入 
  （委託金収入） 
  （補助金・助成金収入） 
   寄付金 
   雑収入 
 当期収入合計 ① 
 前期繰越収支差額 
 収入合計 ② 
 
Ⅱ．支出の部 
   部活動費 
     ○○○部 
     ○○○○○部 
     ○○○○部 
   事業費 
     ○○○教室 
     ○○○○コース 
     ○○大会 
  （委託事業費） 
    （○○○運営費） 
   管理費 
     人件費 
     諸謝金 
     福利厚生費 
     会議費 
     旅費交通費 
     通信運搬費 
     消耗什器備品費 
     消耗品費 
     修繕費 
     印刷製本費 
     光熱水道費 
    （賃貸料） 
     保険料 
    （租税公課） 
     図書費 
     研修費 
     渉外費 
     諸会費 
     雑費 
     予備費 
 当期支出合計 ③ 
 当期収支差額 ①-③ 
 次期繰越収支差額 ②-③ 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

   
   
   

収支計算書サンプル（参考） 
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   会計処理 

 総合型 SC は、会費などの入金処理や経費の支払いなどの会計処理が発生します。

正確かつ継続性のある処理を行うために、会計帳簿を作成して事実を明瞭に表示する

ことが求められます。会計帳簿は財務諸表を作成する際の基本となるものであり、ク

ラブの財産を保守するための重要な書類となります。 

 

（１）会計処理の発生 

 総合型 SC の事務処理で、最も重要なのが会計処理です。年間予算規模によっても処理

量は異なりますが、基本はクラブの「家計簿」です。会費や行事参加費の入金、スポーツ

施設使用料や指導者への謝金、スポーツ傷害保険料、備品、事務用品の支払いなど、数多

くの入出金を確実に行わなくてはなりません。クラブが存続するために必要不可欠な会計

処理は、地道な作業の積み重ねです。 

 

（２）会計担当 

 明朗な会計処理を行うために、原則として会計（経理）担当責任者と担当スタッフを配

置します。家庭で家計簿をつける程度の基礎知識と責任感や根気があれば誰でもスタッフ

になれますが、会計の知識を持った人材がいることが望まれます。クラブ会員の中には、

会社で経理を担当している人や、商店経営などをしていて経理処理に詳しい人がいるはず

です。もちろん、公認会計士や税理士の資格を持つクラブ会員がいたら、専門家として財

務担当理事などに就任してもらうと理想的です。 

 

（３）会計帳簿 

 会計の事実を明瞭に表示するため、会計帳簿をきちんと書き記すことが重要です。総合

型 SC では、一般の商業簿記（原則として複式簿記）ではなく、公会計簿記に見られるよ

うな単式簿記による管理が相応しいといわれています。資金の収支に重点を置いた会計表

の作成であり、常に残高を確認することができます。日々の管理はもちろんのこと、月末

および期末で「期首残高と収入」の合計と「費用と期末残高」の合計が等しくならなくて

はなりません。 

 

（４）コンピュータの導入 

 これまで手書きの伝票や帳簿に苦慮してきましたが、コンピュータの活用により会計処

理が非常に容易になりました。各種の会計ソフトが市販されており、クラブの会計処理に

も導入することが望まれます。NPO 法人用の会計ソフトもありますが、汎用性のある商業

用ソフトも含めた中から使いやすく、またクラブとして管理しやすいソフトの導入が待た

れます。 

 使用に当たっては、入力ミスを防ぐと同時に、必ずバックアップをとり、データを不意

の事故や故障から守ることが必要です。 

 なお、財団法人日本体育協会が育成指定クラブに配布した会計ソフトも大いに活用して

ください。 
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（５）関係書類等の管理 

 会計に関係する関係帳簿ならびに伝票類の管理は、事務局が責任を持って行う必要があ

ります。税法での保存期間は提出期限から 7 ヵ年と決められています。コンピュータソフ

ト使用の場合は、印刷して保存するか電子データでの保管（要申請）も可能です。任意団

体かつ非課税であっても、同様の管理を行うべきです。 

 また、次の帳票、物品などの管理も怠らないようにしなければなりません。 

  ○現金（金庫に保管） 

  ○貯金通帳、登録印鑑、カード、暗証番号 

  ○契約書、納品書、請求書 

  ○支払い済み領収書 

  ○会費納入台帳 

  ○決算報告書 

  ○その他会計に必要な書類等 
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   財務内容からみた評価 

 総合型 SC を１つの任意団体あるいは非営利法人として評価する場合、その財務内

容をひとつの評価指標とすることができます。 

 充実したクラブ組織の堅実性を明らかにするとともに、その継続性、発展性を数値

から自己評価することができます。 

 

（１）クラブ運営の実態と数値 

 クラブは、お金や数値に置き換えることはできない付加価値の創出が最終的な「成果」

ですが、具体的なマネジメントの評価を必要とする場合、事業計画と連動する予算案にも

とづく決算報告により、財務的な評価を行うことができます。 

 綿密な事業計画に基づく具体的な運営内容、事業内容等を数値化し、計画目標値を設定

することにより、評価を可能とします。 

 

（２）目標値の設定 

 会員数あるいは教室や行事等の参加者数は、年間事業の基礎数値として大きな役割を果

たします。前年度と比較し、現状維持をするのか、増加を予定するのかを決定し、その目

標値を設定します。 

 目標値が設定されると、それに対する収入が決まり、支出を見積もることができます。

すなわち、事業計画と予算案は、年度ごとのクラブ運営の具体的事業（運営）内容が総て

織り込まれており、数値化されています。年度末にその決算を行うことにより、1 年間の

マネジメントを評価することができます。 

 適正な評価を財務内容から行うためには、次の点に留意し、身の丈にあった発展性のあ

る計画を策定する必要があります。 

  ①あまりにも楽観的な事業計画、予算案を立てない 

  ②過大な計画は、評価を難しくするので慎む 

  ③計画及び予算外の事業が多いと正しい評価ができない 

  ④長期あるいは短期的予測（計画）を踏まえた中で、単年度の計画、予算を練る 

  ⑤赤字（借金）を前提とした（可能性の高い）事業を計画しない 

 

（３）評価のポイント 

 財務評価といえば収支計算書あるいは貸借対照表や損益計算書に基づき、評価すること

をいいます。 

 先ず把握すべき項目は収支計算書に見る 

  ①運営状況 

  ②収入実績とその構成 

  ③支出実績とその構成 

  ④収支バランス 

であり、当初の計画通り運営および事業が行われ、目標を達成できたかどうかを評価しま

す。また、より健全性、効率性を高めるための努力に対する評価も求められます。 
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 なお、クラブは原則として収入の範囲で事業を展開することから、損益分岐点を下回る

ような、いわゆる赤字は原則として発生することはありません。また、クラブハウスやス

ポーツ施設等の固定資産等も当面は保有できないことが多いことから、収支計算書を基本

とした財務内容の検証評価が役立ちます。 

 

（４）財務の公開と評価 

 クラブでの自己評価は、よりよい次年度事業の推進とクラブの発展に役立ちます。クラ

ブの役員会で評価するとともに、総会に諮りクラブ会員の評価を受ける必要があります。

すなわち、総会での決算報告はクラブ会員に対して評価を求めることであり、総会での承

認は評価を受けたことになります。 

 なお、社会性、公共性の高い総合型 SC においては自己（内部）評価だけでなく、第三

者の評価を受けることも、クラブの健全な発展に欠かせません。組織の透明性を保つ意味

でも第三者からの評価を受け、運営や事業の展開、発展に活かしていくことが求められま

す。 

 

（５）経年にわたる評価 

 評価は原則として単年度ごとに行われますが、過去の実績を踏まえた総合的な評価を行

う必要があります。設立後からの財務データを蓄積し、過去の評価を鑑み、変化する運営

状況に対応して行くことが望まれます。 
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   クラブの総合評価 

 総合型 SC を評価する場合、財政面での評価だけでなく、総合的なクラブ評価を行

う必要があります。 

 クラブの基本理念や目的等に照らし合わせたクラブの基本的な状況について、総合

的な評価を行うもので、クラブ会員一人ひとりが評価し、その結果をクラブ運営に反

映することが大切です。 

 

（１）総合評価 

 総合型 SC は、クラブ会員の楽しく充実したスポーツ活動等を展開するとともに、地域

のスポーツ振興や地域教育力の向上等に資するなど、実に多くのことを理念や目的に掲げ

ています。これらの基本理念や目的に対して具体的にどのようにアプローチし、どのよう

な成果が得られているかを調べ（モニタリング）、総合的な自己評価を行うことを勧めます。 

 

（２）評価の考え方 

 クラブ役員などの役職に就いているクラブ会員は、役職者として、事務局に携わってい

る方は事務局スタッフとして、クラブ会員一人ひとりはクラブ会員として、自分たちのク

ラブを評価することが大切です。地域住民が自発的、自主的に運営することを狙った総合

型 SC は、クラブ会員一人ひとりが「自分が支えていくクラブ」との意識を持ち、クラブ

のことを「気にかける」（評価する）ことが求められています。 

 近年、行政や企業などが組織や事業のモニタリング調査を行い、詳細にわたる評価を行

うことが一般的になってきましたが、地域住民の自主的な運営を原則とした総合型 SC で

は、他のクラブと比較したり、ランキング化するための評価ではなく、あくまでも自分た

ちの活動を継続させ、より魅力あるクラブとして発展させるための「定期健康診断」と考

え、実施すべきものです。したがって、会員規模（数）や財政規模、事業件数、事業参加

者数などの増減を単に評価するのではなく、自分たちの良さを見つけて励みにし、弱点を

補うための評価とすべきです。 

 

（３）評価方法 

 評価の方法はクラブで話し合い、その方法を明確にして行うことが必要です。評価表を

作成し、５段階尺度を設けて評価することも有効です。集計されたデータを元に、総会な

どで話し合い、自分たちで確認することが大切です。 

   主な評価項目例：（大項目） 

      理念、目的の理解度    地域社会への貢献度 

      役員やスタッフの貢献度  クラブ会員の参画度（協力度） 

      指導者やリーダーの貢献度 ボランティアの貢献度 

      クラブライフの充実度   クラブ会員の満足度 

      財務や会計の透明度    提供情報の充実度 

      意見の反映度       交流促進度 など 
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   記録の蓄積と保管（クラブアーカイブ） 

 総合型 SC は、設立するのが目的ではなく、永続的に地域に存在し、地域のクラブ

として活動を継続していくことが目的です。「自慢できるクラブ」として発展する足跡

をクラブに残し、クラブの成長発展過程や地域の移り変わりを知ることは、明日のク

ラブの発展に大きく貢献するとともに、クラブの夢を次世代へ継承していくことがで

きます。 

 

（１）記録の作成 

 総合型 SC の設立準備段階から、設立総会、そして設立後のクラブライフの総てを記録

することは、クラブの自分史づくりであり、地域に歴史を刻む上でも大切です。あらたに

記録を作成しなくても、発行される各文書、書類などを整理し保管することにより、記録

は蓄積されます。 

  ○保管すべき基本書類等 

設立趣意書 会則 クラブ会員名簿 役員名簿 事業計画書 予算計画書 事業

報告書 決算書 総会次第 総会議事録 役員会議事録 事務局業務日誌 種目

別活動報告書 大会・試合参加結果及び記録 事業（教室やイベント）別報告書 

研修会報告 資格取得者名簿 クラブ会報 ポスター パンフレット 記録画像

＆動画 ホームページコンテンツ クラブニュース トピックスなど 

 これらの書類等は、発行ごとあるいは更新ごとに整理し、年度別に整理することにより、

クラブの歴史が蓄積されます。 

なお、大会、競技会等で獲得したトロフィーやカップ、交流会で交換したペナントや記

念品なども、クラブの歴史を語る上で貴重な資料となるので、大切に保管する必要があり

ます。 

 

（２）保管と公開方法 

 クラブが発行あるいは配布した資料等は、多くのものがパソコンデータとして残されて

いる場合が多いので、そのままデータとして保管することが望まれます。作成者や使用者

が多い場合、最終版（保存版）を事務局アーカイブ用フォルダに必ず集めることが大切で

す。 

 現状においては、ハードディスクに保管するとともに、記録保管用のマスターCD‐R(W)
や DVD‐R(W)等を作成し、大切に保管することが望まれます。 

 公的、社会的な活動をする「組織」として、透明性を担保することが望まれる総合型 SC
では、組織や運営等についての情報開示は積極的に行う必要があることから、情報公開が

可能な資料の多くは、いつでも誰でも見ることができるように、ファイルやアルバムとし

て事務局等で閲覧できたり、ホームページにまとめてアップロードすることが望まれます。 

 なお、クラブで獲得したカップやトロフィー、表彰状、ペナントなどは、クラブハウス

や事務局に展示コーナーを設け、クラブの財産として公開することが望まれます。また、

クラブ会員が獲得した個人のメダルなども、了解が得られれば展示するなど、「クラブミュ

ージアム（博物館）」化し、公開することが望まれます。 
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（３）記録の活用 

 クラブアーカイブは、クラブ運営を継続させるために必要なノウハウの蓄積でもありま

す。過去を振り返ることにより、初心に返り、新たな一歩を踏み出すための力を生み出し

ます。 

 また、クラブ設立 5 周年、10 周年、20 周年など、記念すべき年には「クラブ史」の発

刊を薦めます。改めて自分たちの足跡を確認することにより、クラブ会員の帰属意識を高

めるとともに地域からの信頼を集め、クラブの伝統を築きます。 
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   クラブ定着化に向けたクラブ運営 

 “かながわ”らしい魅力ある総合型 SC は、こうであらねばと決め付けることはで

きません。むしろ、地域の実情に合わせたさまざまなクラブができあがり、多くの人

にとってスポーツクラブライフを享受する機会が増えることが重要なはずです。かな

がわの総合型 SC は、「自給自足型」でも、「スポーツ生協型」でも、関係する皆さん

が決め自己演出すべきです。行政はそれを支援する体制を整えています。 

 

（１）“かながわ”らしい総合型 SC をめぐって 

 “かながわ”らしい総合型 SC はこうであると言い切るのは至難の技ですし、決め付け

ることは、むしろ問題です。なぜなら、クラブは本来自主的な組織だからです。しかし、

好き勝手に創って運営してくださいというのでは無責任です。自由ではあるけれども、そ

れぞれのクラブが全くばらばらに活動するのではなく、将来的に総合型 SC のネットワー

クが築けるような大きな方向性は提示すべきであると考えます。 
 神奈川県は、山あり川あり海あり平野ありと地理的に多様で、地域的にも大都会あり、

田舎あり、工業地帯あり、商業地帯あり、住宅地帯ありとさまざまです。地域社会も伝統

的な町内会がある一方で、コミュニティの形成すら難しい地域もあるようです。地域の事

情が違うので、その地域に合った総合型 SC を育てていくことが大前提です。一律である

必要はありません。何種目以上とか、何世代以上でなければなどとこだわり過ぎる必要は

ありません。自然体が“かながわ”らしさです。 
 しかし、めざす方向は、「神奈川県の構想である『スポーツのあるまちづくり・くらしづ

くり』、『人間力あふれるかながわの人づくり』の理念につながる総合型 SC」であり、そ

のコンセプトは、「クオリティ・オブ・ライフ（QOL）」の一層の充実、次の世代へと文化

を受け継ぐ「世代継承」、援助を当てにするのではない「自主・自発・自立」などです。 
 
（２）クラブ組織の二つの型：自給自足型と CO-OP 型 
 現代社会は、お金があれば自分以外の人がつくった物を購入したり、サービスを受ける

ことができます。農家が作った野菜や果物は、生産地から離れた八百屋やスーパーマーケ

ットで販売され、それを消費者が買って食します。一般的には消費する人には、作った人

の顔が見えないし、逆に、作った人には消費する人の顔が見えません。それは、経済活動

のための生産と消費が分離した市場経済の特徴そのものです。 
 しかし、近年、違った形態がはっきりと現れてきています。その一つは「自給自足型」

で、もう一つは「CO-OP（生活協同組合）型」です。 
 「自給自足型」の典型は、家庭菜園に見ることができます。何を欲しいか自分で決め、

自分で苗を植え、育て、収穫して楽しむ、家庭菜園愛好家が増えてきました。経済的には、

お金を出して購入した方が安あがりかもしれませんが、自分で育てた野菜は、それがたと

え、形が悪くとも、買った野菜よりは、何倍も、何十倍もおいしいと感じるようです。野

菜だけの話ではなく、手作りのケーキ、手作りの燻製、手作りのバッグや洋服、手作りの

ログハウスなど、自分で作って自分で使うというライフスタイルが注目されています。つ

まり、自分で生産し自分で消費するという自給自足に今、熱い視線が注がれているのです。
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アルビン・トフラーの予言どおり、人は既製品を消費するコンシューマー（消費者）だけ

でなく、必要なものやサービスを自ら作り上げるプロシューマー（プロデューサー＜生産

者＞とコンシューマーからの造語）になりつつあります。 
 また「CO-OP 型」は、各地に展開する生活協同組合がその典型です。会員に安心して

購入できる製品を提供する生活協同組合は、食料品が最も良く知られています。金儲けよ

りは良質な製品を、会員である消費者に届けようとする生活協同組合は、市場経済社会の

中で、確実に存在感を示していますし、その理念や運営形態は今後ますます重要になって

くると予想されます。 
 スポーツクラブに目を転じた時、スイミングクラブやフィットネスクラブなどのように、

スポーツ企業によるプログラムを、利用者が「購入」するのがまだまだ一般的です。しか

し、総合型 SC は、基本的には「自給自足型」のクラブと、「CO-OP 型」のクラブを指向

していると言えるでしょう。 
 「自給自足型」の総合型 SC は、やりたい活動を自分たちで決め、それを生み出すこと

から、「自己主導・自己演出型」です。波長のあった地域の仲間が集まり、自分たちで理

想とするクラブを創設し、自分たちで運営し、自分たちで利用するのですから、スポーツ

活動そのものを楽しむだけでなく、運営も含めてクラブライフを丸ごと楽しもうというク

ラブです。 
 また、「CO-OP 型」の総合型 SC は、クラブ会員の意見は反映されるものの、運営その

ものは、クラブ会員以外の人による「他者主導・他者演出型」です。民間企業によるゴル

フクラブやフィットネスクラブに似ていますが、大きな違いは、民間企業によるスポーツ

クラブは利益をあげることを目指している点です。総合型 SC の場合、利益追求が目的で

はなく、あくまでも地域住民にスポーツ参加の便宜を供与することがねらいであり、安心

して、良質のスポーツサービスを、適切な料金で提供し、利用者に喜んでもらうことが目

的です。その意味を強調して、「CO-OP 型」の総合型 SC と名づけてみました。もちろん、

そうした組織を永続させるためには、収支のバランスをきちんととるなど、いわゆるマー

ケティング感覚が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３章 クラブの定着化と発展 １．“かながわ”らしい 
                      魅力あるクラブづくり 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 123 

＊広域スポーツセンターとは･･･ 
 総合型 SC の創設を効率的かつ効果的に推進していくために、総合型 SC の立

ち上げやその後の円滑な運営に関するノウハウを有した専門スタッフが配置され

た機関であり、原則として各都道府県に 1 カ所以上設置されています。現在では

総合型 SC の育成ならびに定着化を、側面から支援しています。 
 

   “かながわ”の行政等支援体制 

 神奈川県では、県立体育センターに広域スポーツセンター機能＊を設置し、総合型

SC に関する相談や、総合型 SC が各地域に普及・定着し、発展するための様々な支援

事業に取り組んでいます。また、県体育協会では、日本体育協会から委嘱されたクラ

ブ育成アドバイザーを配置し、総合型 SC 創設に向けて「育成指定クラブ」を支援し

ています 

 

（１）県立体育センターの支援 

 
 
 
 
 
 
 

《平成 19 年度 体育センターの主な支援事業》 

◆ 総合型 SC 普及・定着化事業 

 広く県内に総合型地域スポーツクラブやスポーツの持つ魅力について伝え､

総合型 SC 育成に向けた取り組みと、総合型 SC の全県的な定着化を推進しま

す。 

 ◆ ライフステージに応じた運動プログラムの開発・促進 

 各年代の健康・体力に係わる問題を解決する手だてとして、ライフステージ

に応じた運動プログラム等を開発し、総合型 SC で活用してもらうことにより

スポーツの振興を図ります。 
◆ 総合型 SC 指導者派遣事業 

 総合型 SC の創設及び円滑な運営を支援するため、教室開催やイベント等の

種目指導者や説明会講師を派遣します。 
 ◆ 総合型地域スポーツクラブネットワーク事業 

 総合型 SC の創設及び運営を支援するための連絡協議会の開催やホームペー

ジの充実を図ることで、総合型 SC 間の全県的なネットワークを促進します。 
◆ 地域スポーツクラブコーディネートに関する研修会【基礎講座】【専門講座】 

 地域におけるスポーツ振興の担い手や、地域のスポーツクラブの創設や運営

の中心となる人材のスキルアップのための研修会を開催します。 

◆ その他の支援 

広域圏における競技力向上に関する支援 

広域圏のスポーツ振興に関してスポーツ医・科学面からの支援 

スポーツ情報の収集・提供 

行政及びスポーツ団体との連携・協力 
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（２）（財）神奈川県体育協会の支援 

（財）県体育協会では、（財）日本体育協会から委嘱されたクラブ育成アドバイザーを

配置し、総合型 SC 創設に向けて「育成指定クラブ」を支援しています。 

 

◆「育成指定クラブ」とは・・・ 

育成指定クラブとは、総合型 SC の創設を目指す団体として（財）日本体育

協会から内定を受け、市町村体育協会及び行政等の協力により、総合型 SC 創

設に向けての組織づくりや広報活動等を展開していく団体をいいます。 
 

◆「育成指定クラブ」になると、次のような支援が受けられます。 

    ○クラブ育成アドバイザーの指導、助言を受けることができます。 
○クラブマネジャーの資質向上を図るための研修会やクラブ間での情報交換・協

議を行う会議に参加することができます。 
○総合型 SC 創設に向けた活動に充てる委託金が（財）日本体育協会から交付さ

れます。 
  

育成指定クラブになるには、いくつかの要件があります。また、今後の活動

計画等に関する書類を作成し、（財）県体育協会及び（財）日本体育協会での

審査を受ける事になります。 
 
◆クラブ育成アドバイザーとは・・・ 

 育成指定クラブに対し、クラブの創設や活動及び事務・経理処理等について

指導・助言するほか、総合型 SC の創設に向けた普及・啓発活動を県内各地域

で実施し、総合型 SC の組織化を促進します。 

  
 

育成指定クラブ等に関する詳細は、県体育協会までお問い合わせください。 

      問い合わせ先 
      （財）神奈川県体育協会  
           電話 045-311-0653（代） FAX045-311-0637   

          URL http://www.sports-kanagawa.com/ 
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   地域の特色を活かしたクラブ運営 

“かながわ”は、それぞれの地域が特性や個性を持っていますので、どこでも同じ

クラブ運営を行うのではなく、その地域特性や個性を活かし、地域の住民ニーズに合

致したクラブ運営を行うことが望まれます。 
例えば、使用可能なスポーツ施設があれば結構ですが、河の土手が立派なジョギン

グ、ウォーキングのコースになるような視点で、地域の潜在的スポーツ施設を発見し、

積極的に活用することも重要です。シーズン毎に好適地に移動して活動する総合型 SC
もあっていいはずです。 
 

（１）地域特性を活かす 

神奈川県は、それぞれの地域がさまざまな特性を持っています。それは地理的特性にと

どまらず、人口規模や構成、教育、文化、スポーツ環境などさまざまです。その地域が持

つ特性を活かしたクラブ運営を目指すべきです。どこも“金太郎あめ”のように同じ活動

をする必要はありませんが、さりとて、あまりにもユニーク過ぎるのも長続きしません。 
 

（２）種目の広がり 

バドミントンやソフトボール、野球、サッカー、バスケットボール、バレーボールなど

のスポーツ活動は愛好者が多く、総合型 SC の活動としてはオーソドックスです。逆に、

アメリカンフットボールや野球に似たクリケットなどは珍しいのですが、まだまだ愛好者

が少なく、総合型 SC として展開するには、場所の確保やクラブ会員の確保が厳しいと予

想されます。 
最近の傾向は、「健康」「自然」「手軽さ」がキーワードのようです。「健康」と結びつき

やすい活動は「体操」「ウォーキング」「ダンス」「水泳」などが一般的です。「自然」と関

わるスポーツは、「キャンプ」「ハイキング」「釣り」「サイクリング」「カヌーイング」「ス

キー」「スノーボード」などです。「手軽さ」では「卓球」「バドミントン」「ボウリング」

などです。他に「フットサル」「スリー・オン・スリー」も若者の間では手軽さゆえに人気

があります。 
 

（３）新しい総合型 SC の発掘 

どの種目を取り上げるかは、スポーツ環境の視点からみてどのような地域特性を持つか

によります。自然が豊富で野外活動に適しているのであれば、サイクリングやハイキング

を中心に、時にはキャンプやスキーにでかけるような「アウトドア系総合型 SC」はいか

がでしょう。公園が近くにあればウォーキングやジョギング、屋外エアロビクスダンスな

どを行う「パーク系総合型 SC」を。商業施設と提携したボウリングやビリヤード、ダー

ツ、卓球などの「アミューズメント系総合型 SC」。少年サッカークラブなどが母体となっ

た「アスリート系総合型 SC」、ゲートボール愛好会が発展した「健康系総合型 SC」など、

いろいろな総合型 SC が考えられます。 
 毎朝のラジオ体操や地域を歩く早朝ウォーキングと月 1～2 回の景勝地めぐりハイキン

グを活動にした「健康ウォーク系総合型 SC」。もちろん、子どもたちに伝承遊びを教える
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「遊び塾系総合型 SC」、文化活動も盛り込んだ「スポーツ・文化系総合型 SC」なども考

えられます。 
 これらの総合型 SC は、今までの国体競技種目を中心としたスポーツ活動の枠を越えた、

disport（sport の語源、気晴らし・遊びの意）の楽しさを内在する新鮮さを有します。こ

れまでの総合型 SC 事例にとらわれず、自分たちが希求する「楽しく充実したクラブ」を

つくることが求められています。 
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   クラブ間のネットワークを活かした運営 

さまざまな総合型 SC が誕生し定着したら、次に考えたいことはクラブ同士のネッ

トワークの構築です。同じ種目で交流試合をする、種目は異なるが合同パーティを開

く、クラブマネジャー同士でワークショップ形式の研修会を開くなど、アイディアは

どんどん出てきます。まずは、かながわのクラブマネジャーのネットワークを構築す

ることが望まれます。 
 

（１）総合型 SC の交流   

 総合型 SC は、地域の特性を活かすべきです。そのことは、県内の各地域にそれぞれ特

徴を持った個性豊かな総合型 SC が誕生することを意味します。 
 次に考えるべきことは、総合型 SC 同士のつながりです。あるクラブとあるクラブが、

お互いに相手のクラブを尊重し合い友好的に交流することで、新しい可能性が生まれてき

ます。 
例えば、渓流や湖のカヌーを得意とする総合型 SC と、都市部でボウリングをしている

総合型 SC が訪問しあったとします。ボウリングとカヌーという性質の全く違うスポーツ

をお互いが体験できるとともに、新しい友人関係が誕生します。また、サッカーを主体と

したいくつかの総合型 SC が、親善交流試合と試合後のバーベキューパーティを開催して

はいかがでしょう。開催の準備をそれぞれのクラブが順番に担当してクラブの本拠地を巡

れば、J リーグならぬ「K（かながわ）リーグ」が誕生します。 
 

（２）クラブマネジャーのネットワーク 

総合型 SC の実質的な運営責任者でもあるクラブマネジャー同士の交流も必要です。酒

を酌み交わすことも時には必要でしょうが、それぞれの参加者が自分の経験や得意とする

知識や技能を教え合う、いわゆる「ワークショップ」形式の研修会をいくつかの総合型 SC
が共同開催することはできないでしょうか。実践経験の中の「役に立つ情報」を交換し合

うことで、失敗を未然に防いだり、解決困難だと思い込んでいた問題解決の糸口が見つか

るかもしれません。 
「実践研究発表会」などを開催することになれば、理想的です。クラブ会員獲得の実践

例、施設確保の工夫例、クラブ会員の意識調査、財政面から見たクラブ運営のあり方、新

しい指導方法への挑戦などさまざまな発表が期待できそうです。 
 現在は、県立体育センターや（財）県体育協会が、総合型 SC の設立や定着に向けさま

ざまな支援をしていますが、総合型 SC 同士で相互の協力体制を自分たちで整えることが

望まれます。 
お互いの情報や活動を交換し合える自主的なネットワークづくりが必要です。 
 

（３）ネットワークの拡大 

 総合型 SC が定着し、「総合型 SC ネットワーク」が構築された次の段階は、地域にお

ける数多くの「スポーツクラブ」との連携づくりです。クラブの形式や規模、運営方式

などにとらわれず、地域で活動する多くの「スポーツクラブ」や「サークル」などを巻
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き込み、かながわの全てのスポーツクラブがネットワーク化されることが望まれます。 

地域における様々な「クラブ」や「サークル」が、それぞれ充実した活動を展開する

ことが、生涯スポーツ社会の創出に欠かせないと考えます。総合型 SC は、新時代のス

ポーツクラブの先導役としての役割が期待されています。 
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   学校と連携したクラブ運営 

生涯にわたっての学習機会という見地からすれば、総合型 SC も学校も似たような

役割が期待されます。学校と総合型 SC がお互い補完しあうことで、地域の持つ力は

教育力を高めます。具体的には放課後や週末の児童・生徒のスポーツ活動を協力して

支えることや空き教室の利用など、学校と地域がスポーツを通じてもっと連携してい

くことが期待されます。 

 

（１）連携の可能性 

 総合型 SC は、学校と連携することを真剣に検討する必要があります。さまざまな場面

での連携が考えられます。例えば 
①学校週 5 日制により増加した時間的ゆとりを、総合型 SC への参加で受け止める。 
②放課後や休日に行われている運動部活動を活性化させるために協力する。 
③PTA や子ども会などとともに、地域の青少年や保護者が参加できるスポーツの機会

を用意する。 
④学校施設開放利用をさらに促進する。 
⑤学校の空き教室や廃校となった施設にクラブハウスの機能をもたせる。 
⑥教職員をスポーツ活動の指導者としてだけではなく、クラブ運営者の一員として協

力してもらう。 
⑦学校運動部活動と総合型 SC が連携し、充実した活動とする。 
⑧学校部活動で成立しない種目を総合型 SC で実施する。 
⑨学校体育や運動部活動に、総合型 SC の専門指導者を派遣する。 

などが可能です。新たに始まる学校放課後プロジェクトに参画する可能性もあるでしょう。 
いずれにしろ、学校の運動部活動と総合型 SC が、児童や生徒を取り合うようなことは

考えずに、どちらでも、安心してスポーツが楽しめるように、連携することが重要です。 
 
（２）学校との折衝 

 学校と折衝する場合、個人的に相談することは自由ですが、ある程度方向性が決まった

ら、学校は組織ですから、学校長にはきちんと説明をする必要があります。時間がかかる

ので、面倒だと感じるかもしれませんが、まちがっても、陰でよろしく取り計らってもら

うようなことは避けるべきです。学校も地域の教育力が向上することは大歓迎のはずです

から、総合型 SC の方針や将来像なども含めて、きちんと説明し、理解していただくこと

が大切です。もちろん、外側からは簡単に出来そうに見えることでも、制度や規則上、実

現が難しいこともあります。逆に、実現は難しいかなと考えがちなことでも、意外とすん

なりと協力していただけることがあります。まずは、学校が公的教育機関であることと、

教師は教育のプロであることをしっかり認識すべきです。 
そして、より良い相互の協力関係を構築するためには、まず、人間関係をしっかり築く

ことです。地域の学校の教職員をクラブの活動に招待して実情を見ていただくなど、段階

的な接近を試みてはいかがでしょうか。 
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   ライフステージに応じたクラブライフ 

 ライフステージとは、人間一生の発達過程に認められる諸段階のことです。人間発

達は、生理学的、心理学的、社会的側面などが相互に関係しあって達成されます。 
 総合型 SC を運営（経営）することに直接携わる人は、クラブ会員のクラブライフ

を構築したり、様々なプログラムを提供するために、ライフステージとスポーツクラ

ブライフとの関係の全体像をきちんと理解しておく必要があります。 

 

（１）ライフステージとクラブライフ 

 次頁の図は県立体育センターがまとめた「ライフステージにおける心と体の健康つくり」

です。また、「第 1 章１．①生涯スポーツ社会の創出」には、保健体育審議会から出された

関連する図表が載せてあります。この発達段階と関連させて、ライフステージでどのよう

な変化が起こりうるか、全体の流れを理解しておくことは大切です。 

ライフステージに応じたクラブライフ 

ライフステージ クラブライフ 

幼少期 

親に連れられて、総合型 SC に時々参加したり、兄や姉が参加している総

合型 SC に触れることで、クラブライフの雰囲気を五感で感ずる、まさに

スポーツクラブライフの根っこの部分を育てる時期。 

小学校期 
総合型 SC のプログラムにはじめて参加する時期。大人と青年と子どもた

ちが、共通の目的であるスポーツを楽しむことを体験する大切な段階。 

中・高等学校期 

自分たちがスポーツを楽しむことと同時に、大人に反発してみたり、年下

の子どもたちの世話をしはじめる段階。クラブの財政や運営面の理解は十

分でないとしても、クラブライフの価値やボランティアの重要性などにつ

いての理解が、旺盛な正義感や理想主義的特質と相まって、高まることが

期待される。 

青年後期 

学校や職場へと社交の範囲が拡がるなかで、総合型 SC への所属の意味づ

けやクラブでの役割を確認する段階。意味や役割を認識し、クラブアイデ

ンティティが確かなものになれば、クラブへの関与がより高まる。もちろ

ん、就職や結婚などで生活のパターンが変わって総合型 SC から離れる者

も出てくる。場合によってはクラブ会員同士の結婚などもある。実際の運

営面ではこの年代のクラブ会員への期待が大きい。 

壮年期 

家族みんなが総合型 SC のクラブ会員で、週末はクラブライフを大いに満

喫などというライフスタイルが可能なステージ。クラブ運営よりは、クラ

ブ経営面での活躍が期待される。青年後期に一旦遠ざかった人も、戻って

きて欲しい時期である。 

中年期 
クラブライフを通じた自らの充実はもちろんであるが、次の世代にタスキ

を渡す世代継承性を意識した言動が期待される。 

老年期 

総合型 SC で、ゆったりとクラブライフをエンジョイするとともに、あた

たかい気持ちで後輩たちのクラブ運営を見守りたい。それまでのクラブラ

イフへの感謝を込めて、ささやかであっても寄付などする気になれたら幸

せではないか。 
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ライフステージ 活動の場活動の内容
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○ 生きがいつくり、健康寿命の延長を目指した健康・体力つく
りを実践する。
○ 日常生活の中で、個人の興味・関心、年齢、体力に応じて
主体的にスポーツを実践する。
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Q1 

A1 

A2 

定着化に向けた３０の質問と工夫 

  工夫は、ダイナミックに変化します。３０の質問・工夫からスタートしますが、みなさんの

クラブで議論し、検討した質問と工夫を、どんどんファイルに追加してください。 

 

 

 クラブの必要性をもっとわかってもらうための工夫 

 クラブはヨーロッパで生まれ、日本でも明治時代から数多くのクラブが育って

きました。平成 7 年から進められている「総合型 SC」の育成も、既に約 10 年を

経ており、さまざまなクラブが個性ある活動を展開しています。  
 総合型 SC が地域に定着し、発展していくためには、クラブの設立主旨や理念を

大切にし、常に初心に立ち返ってみることが必要です。自分自身で納得できない

ものは、なかなか続かないものです。  
 

  今さら、聞くのも何ですが、クラブとは、どういうことですか？  
部活動や同好会とは違うのですか？  

 
 新社会学辞典（有斐閣）によれば『クラブ Club は、社交・情報交換・

娯楽・趣味・スポーツ・レクリエーション・研修・組織的活動・地域的行

事など、特定の目的を共同で達成するために自発的に結成された機能集団をさす。成

員資格が厳しい場合もあるが、選択意志に基づく加入形態をとるため、集団内部での

統制もゆるやか。（中略）クラブの成員自身は、その集団に所属することに誇りを感

じている場合が多い』（ｐ．336）とあります。しかし、英語の club は、会員制組織

や互助会、共済会、友の会などの名詞の他に、「資金や知恵などを出し合う」、「集

まってグループになる」などの意味を持っています。（ジーニアス英和大辞典）  
平たく言えば、「スポーツなどを楽しみたい人が集まって、自分たちで作った集団」

ということになります。「部活動」は一般的に学校の運動部活動を指し、「同好会」

は主として大学や職場などで結成される同じ楽しみのために集まった集団を指します。

本質的には、クラブも同好会も同じです。（クラブライフについては「第２章３．ク

ラブライフとクラブ活動」を参照） 

 
私たちのクラブは、クラブ会員が 35 人しかいません。それでも総

合型 SC と呼んでもいいですか？  
 

 メンバーが何人いなければ総合型 SC とは呼べないなどということは

全くありません。しかし、多くの人との交流を大切にし、多彩なクラブラ

イフを通じて地域社会に貢献しようとする総合型 SC の理念や主旨から考えると、常

識的に 5 人や 7 人のメンバーでは難しいのではないでしょうか。平成 18 年度の「育成

指定クラブ」の活動報告書によれば、最少が 50 名、最大が 562 名でした。  

1 

Q2 
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Q3 

A3 

なお、フランスでは最低 2 人以上の会員、ドイツでは最低 7 人以上の会員がいれば、

スポーツクラブとして全て法人格を持つことができます。最初は小さくても、着実な

努力の積み重ねで、多くの人が楽しむ総合型 SC に育てましょう。  
  
 

 教育委員会が、直接やれば良いのにと感じることがあります。  
どうして、自主的なクラブ作りを促すのですか？  

 
難しい質問です。まず、「官」が受け持っていた多くのことが「民」に

移されている大きな流れの一つだと考えることができます。 鉄道や通信

事業に代表されるように公共サービスの多くは、すでに「民」へと移ってきました。

スポーツにおいても、今までの「行政主導型」から脱皮し、地域に住む人が自らの手

で地域のスポーツ文化を築いていくことが期待されています。  
次は、スポーツの持つ特性との関係です。日本で「体育」は学校体育が中心で、つ

いで社会体育が行政中心に進められてきました。体育の中にスポーツ活動が少しずつ

取り込まれ、やがて、体育とスポーツとの境界が薄らいで、生涯体育が今日の生涯ス

ポーツに移行したような変化が自然に起きてきました。体育が教育的な色彩が強いの

に比べ、スポーツは教育的ではありますが、むしろ「自由」や「楽しさ」が特徴です。

「スポーツを楽しむ」という共通目標を共有した仲間と協力して、自らの居場所、活

動と社交機会を持つ「スポーツクラブ（総合型 SC）」を自らの手でつくり運営するこ

とで、「スポーツ活動とクラブ運営を丸ごと楽しむこと」は、人任せにはできない魅

力があるはずです。  
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Q4 

A4 

Q5 

A5 

クラブの必要性をもっとわかってもらうための工夫 

（その２） 
 
 ずばり質問します。個人が総合型 SC に関わる必要性は何でしょうか？  

 
 ずばり答えます。自分自身が人間らしい人生を送るためです。もちろん、

アクティブかながわ・スポーツビジョンにあるスポーツ振興の社会的役割

①身体的効果（健康増進、生活習慣病の予防、体力増進）②心理的効果（ストレス解

消、生きがい対策、自己実現）③教育的効果（青少年の健全育成、生涯学習の機会、

ボランティア活動）④経済的効果（観客動員数、レジャー産業、イベント誘致の波及

効果）⑤社会集団的効果（豊かな人間関係、世代間交流、コミュニケーションの増大）

⑥社会文化的効果（まちづくり、地域の活性化、国際交流・国際理解）が総合型 SC
に期待されるがゆえに、手助けが必要だと言うことができるでしょう。『社会が総合

型 SC を必要としている理由は多くの本に書いてあるから理解できるが、その運営や

経営に自分が携わる必要性は何かと訊いているのだ』と言われそうですが、非常時を

除いて、社会のためになるという理由だけで、人はそう簡単に行動するとは思いませ

ん。社会の役に立ち、しかも自分にとっても必要だから行動するのではないでしょう

か。自分にとっての意義は自分で見つけ出さざるを得ないでしょうが、「他の人に喜

んでもらえるようなことに参加できることは、人生での最高級の喜びになる」とある

方から伺ったことがあります。  
 そのような機会がある「場」が総合型 SC であると考えると、関わってみる価値が

大いにあると思います。  
 
 

よく、ヨーロッパではとか、オーストラリアではとか、諸外国のス

ポーツクラブライフが例にだされますが、どうしてでしょうか？  
日本には、モデルになるようなクラブはないのでしょうか？  

 
 どうして外国のスポーツクラブライフが紹介されるかは、明治以来「で

．

は
．
の神」の信仰が厚いからでしょう。冗談はともかくとして、諸外国には

スポーツクラブが既に多く存在しているからです。ドイツにおいては、各州のスポー

ツ連盟に登録されている地域スポーツクラブは 89,307 で、総人口の 30%近くの国民が

地域スポーツクラブで活動を行っています。学校教育の運動部活動は、大学などで一

部あるだけで、青少年のスポーツ活動は地域スポーツクラブが受け皿となっています。

（日本自由時間スポーツ研究所、2005、Sport in Deutschland ドイツ連邦共和国のスポーツ） 
 日本にもモデルとなるクラブはもちろん存在します。長い歴史を持つテニスクラブ

やサッカークラブ、乗馬クラブなどのほか、財団法人や社団法人などとして組織化さ

れた総合的なスポーツクラブなどもあります。地域にも個性豊かな素晴らしいクラブ

2 
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が育っており、総合型 SC が学ぶ点も多くあります。また、地域には伝統的なモデル

もあります。昔から続く柔道や剣道の「道場」がそれです。老若男女が通い、街中に

あり、中には柔道や剣道だけでなく、餅つきやバーべキュー、キャンプや海水浴など

のプログラムも行われています。柔道や剣道好きの大人が、未来の子どもたちを育て

ることに情熱を燃やし、時間も物も知恵もコネも、時にはお金も持ち寄り施設までも

創りあげた「道場 Dou-jou」は、日本が世界に誇ることができるスポーツクラブ文化

だと思います。他には、地域の「祭り」や「行事」を支えてきた「青年団」や「講」

なども「地域クラブ」と通じるところがあります。  
  

ドイツのスポーツクラブ事例 

◆クラブ内の陸上競技部ジュニアグループ  
練習は週 1 回約 2 時間（平日）だけ。  

このクラブでは幅跳び、砲丸投げ、走り高

跳び、短距離走、リレー等を一度に幅広く練

習します。  
ボランティア指導者が仕事を終えてから

始めるため、クラブ活動は夕方から。日曜日

や夏休みはクラブもお休みです。  
 
【クラブ名：TSV Haar e.V.】 
（1923 年創立 16 部 会員数約 2,800 人）  
 
◆歴史あるクラブハウスの改修（外壁塗替

え）は古参クラブ会員のボランティア仕事。 
 そこは彼らの居場所でもあります。元大工

さんなど、色々な職種の人がクラブ会員にい

ることから、本格的な工事まで行うことがで

きます。  
参加したクラブ会員は、終えたあとの飲み

会を楽しみにしており、クラブに貢献できる

喜びを分ち合います。  
【クラブ名：Rot u. Weiss Walldorf e.V.】                                            
（1924 年創立 7 部 会員数約 1,000 人）                              
 
◆クラブはスポーツの場であり、社交の場で

す。居心地のよさはクラブの誇りでもあり、

そこで過ごす時間にこだわりを持っていま

す。 
このクラブは飲料会社と 20 年契約してお

り、飲んだ量に応じてクラブに販売手数料が

入る仕組みになっています。（飲むこともク

ラブに貢献）  
 
【クラブ名：SC Worzeldorf e.V.】  
（1949 年創立 7 部 会員数約 1,100 人）  

 ーツ研究所 
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Q6 

A6 

クラブ運営の工夫  

 総合型 SC 設立当初は、なにもかもが初めての経験のため、自分たちで知恵を出

しながら、意欲的な運営を行う事ができますが、クラブが定着し、身の丈にあっ

た居心地の良いクラブライフが創出されるに従い、その勢いが影を潜める場合が

あります。  
安定したクラブ運営とは、マンネリ化した沈滞ムードの漂うクラブ運営とは異

なります。常にクラブ運営のあり方を模索しながら、さまざまな知恵を持ち寄り、

新しい取り組みに挑戦していくことにより、継続性のある活力に満ちたクラブ運

営が実現します。  
 

講習会に出かけると、講師のマネジメント理論の説明は「ごもっと

も」と思うのですが、カタカナ言葉が多く、実際自分たちのクラブ運

営にどう結びつけたら良いのかわかりません。 
 

 確かにマーケティング理論が色濃いテキストや講習会は、財政基盤が確

立し、専従あるいは有給のマネジャーを持とうとする総合型 SC には役立

つものの、多くのクラブには役立つ部分が少ないのではないかと心配しています。企

業組織に似た総合型 SC が提供するサービスを、スポーツを楽しむ価値を啓発された

住民が消費するという構図では、経済的合理化のためのマーケティング理論は重要で

す。したがって、比較的規模の大きい自立した CO-OP 型のクラブマネジメントには

役立つことが多いでしょうが、自分たちが負担できる範囲で事業やプログラムを展開

する自給自足型クラブでは、なかなか役立ちにくいと言えます。このことに関しては、

平成 14 年に日本体育・スポーツ経営学会が編集した「テキスト総合型地域スポーツク

ラブ」の最終章「なぜクラブがそだたないか：総合型地域スポーツクラブの考え方と

課題」（４）総合型地域スポーツクラブに潜む危険性（５）＜近代型＞スポーツシス

テムに陥らないための留意点などが参考となります。  
なお、様々な講義やテキストは、全ての総合型 SC の事情を配慮することはできま

せん。したがって、自分たちのクラブ運営の実情に合わせて講義やテキストを上手に

活用することが大切です。  
ところで、最近の MBA の授業では、How to よりも Ethic（倫理；価値体系）を

重視する傾向が指摘されています。How to は、日々、新たに改善されますし、古くな

った理論はどんどん捨てられていきます。むしろ、目的やミッションに照らして、自

ら問題を発見し解決していく姿勢こそ重要ではないでしょうか。クラブは全員参加、

全員参画、全員協力することを原則とし、「出来る人が、出来ることを、みんなのた

めに、喜びをもって」奉仕するスポーツ経営体であるはずですから、設立期だけで終

わらずに、常に知恵と技能、時間を出し合うことが大切です。  
 
 
 

3 
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新しいプログラムの開発

プログラムの実施

発
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期

飽
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期

死滅

啓
蒙
期

成
熟
期 衰

退
期

（新しいプログラム

への乗りかえ）

プログラムのライフサイクルプログラムのライフサイクル 

最初会員募集は順調でした。しかし、最近どうも、プログラムへの

参加者も減り、活気がありません。どうしたら、良いでしょうか？  
 

 その悩みはよくわかります。右肩上がりばかりを信じていたのでしょう

か。有名なライフサイクル理論をご紹介します。なかなか総合型 SC をわ

かってもらえない啓発期には、クラブ会員数は増えず四苦八苦します。それがある時

を境に急激な伸びを示します。発展期です。そして成熟期、飽和期を経て、やがて衰

退期にかかります。そのままでは組織は消滅するかもしれませんが、そうなる前にあ

らたな発展プランへ乗り換え、新たな飛躍をとげるように展開するのが原則です。  
このように、組織やプログラムはいつまでも右肩あがりではないことを知っておく

と気が楽になるはずです。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 なお、プログラムへの参加者の減少には原因があるはずです。天候や時期なども関

係しますが、最も重要視すべきことは、「満足しなくなった」からです。参加者ある

いはクラブ会員が満足するためにいろいろな工夫が必要です。中でも重要なことの一

つは、「参加者やクラブ会員に孤独だと思わせないこと」です。声をかけられ名前を

呼ばれたら居心地がよくなります。  
新入クラブ会員をちゃんと紹介する。名簿に早速名前を追加する。クラブ会員ボー

ドに名札を追加する。お客様としての扱いではなく、クラブ会員としての役割りをお

願いする。クラブの名前が入ったオリジナルネームプレートを渡す。ニュースレター

に写真とともに、本人の自己紹介を掲載するなどの工夫をしましょう。  
 もちろん、クラブの活動を実際に体験してもらう「オープンクラブ」の実施や、個

人会員だけではなく、ファミリー会員制度などの工夫も必要です。  
 
 
 

啓
発
期 

池田・西野・永吉編「レクリエーション活動の実際」杏林書院 ｐ21 を基に一部修正  
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A8 

Q9 

A9 

より機能する組織づくりの工夫 

 「組織は人なり」とよく言われますが、総合型 SC も「人」で成り立ちます。ク

ラブが定着化し、組織を充実させるためには、クラブ会員一人ひとりの前向きな

参画意欲と、クラブ役員やスタッフ、指導者等の積極的な取り組みが必要です。  
さまざまな知恵を集めて活かすことは、さまざまな人を活かすことです。 

 
組織図は、きちんと作ったのですが、どうもうまく機能しません。  
どんな原因が考えられますか？  

 

作成した組織図自身に問題があるか、組織図に当てはめた人材に問題が

あるか、あるいはその両方ということも考えられます。  
組織図が複雑すぎたり、企画部門や総務部門、広報部門などの機能別組織と体操教

室部門、イベント部門、サッカー部門などの事業部組織が混在していることなどが考

えられます。学校時代の生徒会や、ライオンズクラブ、青年会議所などの長い歴史を

持った組織を参考にするのも一案です。  
また、組織図に当てはめた人材の中で最も厄介なのは、何事にも口を出したがるが

何もしない人や力は無いのに役職好きな人です。会議は長引くし、決まるものも決ま

らないでいらいら、やきもきの連続です。その場合は、やんわり人選のやり直しです。  
これ以外の原因としては、それぞれの長の責任や権限が不明確である場合や、組織

としての意思決定のプロセスが不明確の場合があります。どこまで決定していいのか、

いつどこで決めればいいのかがあいまいだと、実際の作業はなかなか進みません。さ

らには、情報が共有されているかどうかが問題になる場合もあります。  
 
 

 クラブ会員には、さまざまな職種の人がいますので、その力を是非

クラブ運営に反映させたいのですが、どうしたらいいでしょうか？  
 

 これは、いいアイディアです。ぜひ、そうしたいですね。  
まずは、その気にさせることです。実際にアメリカ第 35 代大統領 J.F.ケ

ネディさんの有名な演説にヒントを得てこんな風にやってはどうでしょうか。  
 『この総合型 SC が、何を自分にしてくれるかを期待する前に、自分は、この私た

ちの総合型 SC のために何ができるか考えようではありませんか』と大演説するので

す。クラブ会員がその気になったところで、何ができるか書いてもらいます。「コン

ピュータは任せて！」「大工です。棚でも何でも取り付けます！」「写真やビデオ撮

影はプロ級です！」「ともだちに T シャツ屋がいます」「（謙遜しながら）昔、アナ

ウンサーの真似をしていました！」「イラストができます。ポスターづくりは得意で

す」「これといった特技はありませんが、自由時間がいっぱいあります」「医者です」

「弁護士です」さらに、「肉屋です」「八百屋です」「シイタケ栽培をしています」

そして「燃料屋です」「酒屋です」と続いたら、そう「大バーベキュー大会」が準備

万端です。  

4 
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 クラブ会員が満足するクラブライフやプログラムの工夫  

 色々な人が集まる総合型 SC ですから、そこに求めるものも先差万別であること

を理解しなければなりません。そのさまざまな“わがまま”を、大きく束ねる役

割が「クラブライフ」ともいえます。1 人で過ごすことよりも、仲間と一緒に充実

した時間を過ごす喜びや充実感がそこにあります。自分たちの知恵や努力で、自

分たちのクラブライフを創る心意気が、クラブへの帰属意識を高めると同時に、

クラブ会員としての満足度を高め、生涯にわたってクラブ会員であることを望む

ようになります。  
 

会員が満足するクラブライフとは、どんなことでしょうか？  
なかなか、イメージが湧きません。  

 
満足は、「期待」と「実際体験」との関係で決まります。あまり期待し

ていなかった場合には、「思っていたよりもずっと良かった。満足じゃ」

です。逆に期待が高かったら「期待はずれ。がっかり」となります。クラブ会費とも

もちろん関係します。会費が安いとクラブに対する期待もそれほどではなく、会費が

高いと期待も膨らみます。  
わが国では、長年、公共主導のスポーツ振興が主流だったために、スポーツ施設を

使用したりスポーツ教室やイベントなどに参加するのは、無料か、参加費を払っても

低料金ということが習慣化していました。総合型 SC は一般的に会費等を徴収します

が、スポーツを行うのにお金がかかるということが、まだまだ十分に理解されていな

いようです。  
 さて、本題にもどしましょう。クラブ会員が満足するクラブライフを言葉で表現す

ることには無理がありますが、クラブ会員として「スポーツを楽しむことができるか

ら満足」ということにとどまりません。むしろ、「クラブ会員は私を好いてくれ、受

け入れてくれる」「総合型 SC には自分の役割があるし、私の意見にも耳を傾けてく

れる」「総合型 SC は安心してすなおに振舞える心地の良い居場所」「何だか、総合

型 SC では良い人でいられる感じ」「クラブ会員としてできる事をみんなのためにし

たい」などと表現できるような「自分の存在が肯定され、自身がもっと良い人になれ

るような“高まり”を実感できる場面に、安心して身を置くことの心地よさ」が満足

するクラブライフの正体ではないかと考えています。一部の人が運営を全部取り仕切

り、会費を払ったクラブ会員をお客様扱いする場合には、ホテルのような「おもてな

し」には満足しても、このような満ち足りた感覚を「クラブ会員」はなかなか味わえ

ないのではないでしょうか。  
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フローの理論 by チクセントミハイ
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Q11 

A11 

Q12 

A12 

 クラブ会員に、もっと満足してもらうためには、どんな工夫をした

ら良いでしょうか？  
 

あなた自身が、どうしてもらったら、クラブに満足するかを考えること

が基本です。「自分がこうやってもらいたいと欲することを実行する」が

サービス分野におけるマネジメントの基本です。  
「ここで温かいコーヒーが飲めると最高だな」と感じたら、コーヒーサーバーを用

意する、「もう少し値引きしてくれるスポーツ店ないかな」と思ったら、クラブ会員

が購入すれば５％引きにしてくれるようスポーツ店と交渉する、「子どもの成長が早

くてサイズの合わない新品同様のスポーツウェアーがあるのだけど、誰かに差し上げ

たいな」と思ったら、ニュースレターに「譲ります。譲ってくださいコーナー」を設

けるなどなど、小さな満足の積み重ねが、大きな満足と信頼につながります。  
 
 

 参加した人が「夢中で楽しんだ」というようなプログラムを立案した

いのですが、どのようなことに気をつけるべきですか？  
   

 時間のたつのも忘れて夢中で楽しんだ元祖は浦島太郎でしょうか。この

「夢中で楽しむ経験」を科学的に研究した人がいます。チクセントミハイ

というアメリカの心理学者です。彼は、そのような経験を「フロー経験」と名づける

とともに、フローを引き起こす場合の実施者の技術程度と活動の難易度の関係を次の

図で説明しました。  
 「スキー」を例に解説しましょう。スキーヤーの技術程度は初心者から上級者まで

いろいろです。また、スキーを滑るゲレンデは、緩やかな斜面から急斜面までこれま

たいろいろです。雪質によっても難易度は変わります。  
 初心者は、ごく緩やかな斜面でも「滑ってる！滑ってる！」と、スキーですからご

く当然の経験で、はしゃぎ、喜び、夢中です。そんな斜面は、上級者にとっては「飽

き」てしまいます。上級者がフロー経験に陥るのは、もっとスリルとスピード感を味

わえる急斜面です。でも、もし、初心者が急斜面に迷い込んだらどうでしょう。「不

安」がつのり恐怖でそこに座り込むことになりそうです。  
 このフローの理論を念頭

に、教室やイベントなどの

プログラムを立案し、実施

することをお奨めします。  
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 活動の場と機会をめぐる工夫 

 クラブ会員が増えて活動が活発になることは、大変良いことですが、その活動

の場である「スポーツ施設」の確保の問題も大きくなります。確保できた貴重な

場を有効に活用したり、新たな場を探すための努力は不可欠ですが、「スポーツ

施設」でなくても実施できるスポーツは沢山あります。なかなか情報も不足がち

ですが、クラブ会員が意外に穴場を知っている場合もあります。  
 

 サッカーやテニスなど、屋外スポーツを中心に活動をやっています。 
しかし、グラウンドやコートを確保することが大変です。  
何か、アイディアはありませんか？  

 
 確かに、施設確保は重要です。バスケットボールでもバレーボールでも

陸上競技でもきちんとした運動施設の確保はどこでも頭を痛める問題で

す。公共施設や学校開放施設を利用するための抽選の列に並んだり、インターネット

で応募したり、と大変さが伝わってきます。『総合型 SC がこれらの施設を優先的に

利用できるようにはならないのか』と、強烈なお叱りに似たご意見を頂戴することが

良くあります。しかし、答えは残念ながら否定的です。神奈川県だけでなく、全国的

に状況は同じようです。総合型 SC を含め、ある団体だけが優先的に利用できるとな

ると、公平性が失われると考えるからです。  
だからと言って自前の施設を持つことは、荷が重過ぎて現実的ではありません。む

しろ、今までとは異なった発想の転換が必要ではないでしょうか。英国では、街路を

使った短距離競走が人気だそうです。直線 50 メートルを二人で競走するスタイルです。

そう言えば昔、道路でかけっこをしました。刈り入れの終わった水の無い田んぼで野

球をやりました。午前中のお風呂屋さんを体操教室にしたり、神社の境内を屋外バド

ミントンコートにするような発想です。また、体育館、プール、グラウンドで行う競

技だけをスポーツと考えてはいないでしょうか。山あり、川あり、海ありの神奈川県

では、もっと野外活動に目を向けてはいかがでしょうか。ハイキング、サイクリング、

カヌー、キャンピング、マウンテンバイク、ジョギング、ウォーキング、サーフィン、

遠泳、ライフセービング、ミニトライアスロン、クロスカントリーなど、“かながわ”

の野外活動資源はいっぱいあります。今まで行ってきた活動と組み合わせるなどして、

一味ちがう総合型 SC ができあがると思います。  
 

 
公共のスポーツ施設の他に、利用できそうな施設はありませんか？  

 
 僕らのクラブでは、企業の持っているスポーツ施設（特に野球場）を良

く使わせてもらっています。時間によっては、空いており重宝しています。

また、大学の施設をお借りすることもありました。少子化による受験生の減少で、大

学は生き残りのために、地域との連携を強めています。スポーツ施設も空いていれば

貸してくれそうです。幼稚園の園庭、公民館、公園など、「当たって砕けろ」の心境

でアタックしてみる価値はあります。  

6 
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 学校の体育館やグラウンドだけではなく、空き教室や廃校施設の利

用をしたいのですが、どのようなルートでお願いをするのがいいので

しょうか？  
 
 返答に困る質問です。これが最良と言うルートはありません。しかし、

学校の施設については校長先生の考えが最も優先されますから、そこへの

一般的ルートは基本的には二つです。一つは、校長先生へ直接お願いするルートです。

二つ目は教育委員会へ相談してそこから校長先生へお願いするルートです。前者の場

合、校長先生を知っている場合は別として、PTA 会長さんや自治会長さんに口利きを

お願いして、それからきちんと自分たちの総合型 SC は地域の教育力を高めることに

貢献したいことなどを理路整然としかも熱っぽく説明してはいかがでしょう。後者の

場合は、地元の議員さんなどによく説明し理解を得られれば、対応してくださるので

はないかと期待します。  
 いずれの場合も重要なことは、施設利用を許可する場合にも、地域住民が納得する

理由が必要です。『他の人には言いませんからそこをちょっと曲げて私たちのために

何とか』などの会話は、通用しない世界であることを肝に銘じておくべきです。  
 お互い、人間ですから、日ごろから、学校や教育委員会などと信頼関係を築いてお

くことは重要です。  
 

 総合型 SC のテニス部ですが、昔、若者だった人を中心にテニスを

楽しんでいます。それはそれで充実しているのですが、もう少し活動

に変化を持たせたいと感じています。どうしたらよいでしょうか？  
 

 良いところに気が付きました。今はみんながテニスを楽しんでいるのだ

からそれで十分ではないかと思いがちですが、やがてそれだけでは飽きて

きます。少しずつ活動のメニューを増やしていくことが必要です。総合型 SC なので

すから、他のサークルや部、教室との交流で、すぐにメニューを拡げることもできる

でしょう。  
 さて、テニスの場合、室内コートがほとんど確保できないのが現状なので、せっか

くの活動日に雨が降ったらテニスができません。雨の日には「ボウリングサークル」

に切り替えるというプランはどうでしょう。どうしてもテニスが良い、金がかかるボ

ウリングだったら参加しないという人には、母親が食わず嫌いの子どもに対処するよ

うな心境で、さらっと誘ってください。自然に活動の巾が広がることや、スポーツを

楽しむにはそれなりのお金が必要ということを理解してもらうためにも良い機会かも

しれません。  
 生活の中にスポーツを定着させたいという考えから、雨天時のプログラムと同じよ

うに、夏や冬にキャンプやスキーなどのシーズンスポーツを経験するようなプログラ

ムも用意できるといいですね。スポーツ活動だけでなく、年中行事や飲食を楽しんだ

り、スポーツのある風景写真展、さらに、無農薬野菜づくりに挑戦するなども、視野

に入れてのプランニングをお奨めします。  
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Q17 

A17 

Q18 

A18 

 人間関係をめぐっての工夫 

 実は、私たちの周囲には、数百人あるいは数千人が集まり、自主的に運営する

ような団体はあまり見かけません。企業のような場合は大集団もありますが、課

あるいは係単位で考えると小集団の集合体ですし、指揮系統も明確で利害関係で

うまく結ばれています。  
 隣近所のお付き合いや子どもは学校での仲間づくりに苦労している状況にあっ

て、クラブ会員規模の大きい総合型 SC は居心地が悪く、苦手かもしれません。で

すから、クラブライフを満足させるためには、あまりにも濃密な人間関係を強く

求めるのではなく、社会人として気の利いた節度あるお付き合いを求めることが

大切です。大人のクラブ会員同士のお付き合いの仕方を、子どものクラブ会員は

しっかり見ていますよ。  
  

少々、深刻な問題です。A さんと B さんが、お互いに意見を譲らな

いのです。A さんが提案すると B さんが反対し、B さんが提案すると

A さんが反対します。  
どうしたら良いでしょうか？  

 
 人が集まる所には良くあることです。これは深刻な問題でしょうか？  
人が集まれば意見の対立は必ずあります。スポーツを愛好する人の中には、

個性の強い人、目立ちたがり屋さんがいっぱいいます。二人の論争がはじまったら、

またかと無視することが一番ではないでしょうか。みんなの意見を聞いて民主的な運

営をすることばかり気にしていたら、まとまらないかもしれません。時には、「だま

ってついて来い」の専制型も、「好きなようにやったら」の放任型も必要です。A さ

んも B さんも居心地が悪くなったら自然にクラブから足が遠のきます。まとめようと

することを否定はしませんが、自然体で行きませんか？  
 なお、注意してもらいたいことは、せっかくクラブのためを思って意見を交わし、

総会で議決したところ、例えば 51 対 49。あくる日 49％のクラブ会員がやめてしまう

ような事態にはならないように、日ごろからよく話し合い、十分調整することが必要

です。クラブ会員がよき社会人として発言し、行動することを願っています。  
 
 

 総合型 SC のキャッチフレーズだったと思いますが、『いつでも、

どこでも、だれでも』という言葉を聞いたことがあります。クラブは、

『だれでも』入会させることが原則でしょうか。また、ひとたびクラ

ブ会員になった人をやめさせることはできますか？  
  

クラブは、特定の目的を共同で達成するために自発的に結成された機能

集団をさします。総合型 SC は、原則として「だれでも」入会を希望する

人を受入れることが求められています。しかしながら、目的を共同で達成する気の無
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い人は多くのクラブ会員は歓迎しないでしょうし、多くのクラブ会員が会員として認

めたくないのは当然です。  
 公的な支援を求めず、プライベートな会員制クラブであるならば、入会条件を厳し

くすることはできますが、社会性、公共性あるいは公益性が求められる総合型 SC は、

開かれたクラブとして受入れざるを得ませんが、公序良俗に反するような態度であっ

たり、不当な要求をする方にはご遠慮願うことはできます。囲い込んだり、一方的に

他者を排除するというのではなければ総合型 SC の理念には反しません。  
 いずれにしろ、入会希望者には会則を提示し、クラブの理念、目的などを説明し、

目的を共同で達成するための一員となることを誓約してもらうことが重要でしょう。

主旨を理解し、クラブ会員としてルールを遵守しなければならない程度のクラブ会員

条件は、決して「閉鎖的」とはいえません。  
なお、会員としてあるまじき行為をしてしまうクラブ会員も出現するかもしれませ

ん。その時のために、最悪のケースでは除名もあり得るような「懲罰規則」や「懲罰

委員会」などを会則に盛り込んでおくことをお奨めします。特に、セクシャルハラス

メントや暴力行為、個人情報流出などの他、クラブに、政治や宗教、ビジネスを持ち

込まないことなどもきちんと明記すべきでしょう。  
もちろん、そのような規定に抵触するような事案が起きないように、日ごろから注

意を払っておく必要があります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第３章 クラブの定着化と発展 ３．定着化に向けた 30 の質問と工夫 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 147 

Q19 

A19 

Q20 

A20 

   情報の共有や管理するための工夫  

IT そしてパソコンの普及は、総合型 SC のマネジメントを大きく変えています。  
文書の作成や経理処理、会員データ管理、記録、プレゼンテーションあるいは

情報提供や情報の共有、公開さらには通信など、さまざまな分野での活用が行わ

れています。  
 実に便利で、利用価値の高いパソコンですが、記憶された各種のデータの取扱

いには細心の注意が必要です。  
 

情報を共有することが重要だと言われますが、どうも、よくわかり

ません。誰でも知られたくない情報はあるはずですし、いろいろな情

報が氾濫しているのも、気になりますが？  
 

 情報を共有するという言い方には、大事な部分が抜けています。『クラ

ブ会員がみんなで知っておくべき情報を共有することは重要だ』という意

味で、あの人は○○会社の部長さんで、年収△△円、奥さんと息子さんと同居などと

いう個人情報やゴシップの類いまで共有することが大切だという意味ではもちろんあ

りません。会員数は 85 名で、年間の財政規模は 180 万円、借金はないものの、余裕も

無いなどのクラブの状況や、クラブ会員の慶弔、行事の予定、役員会の議事録などを、

お互いに共有することで意志の疎通が容易になるのではないでしょうか。  
 情報を共有することは大事ですが、クラブ会員の名前、写真、住所、電話番号、生

年月日、職業、勤務先、家族構成などは、緊急時のために所有する場合もあるでしょ

うが、これらの個人情報は流出などしないように十分気をつけてください。犯罪に利

用されたりすると、罰せられる場合もあり得ます。（第２章８－２を参照）  
 
 

 情報を管理し保管する場合、紙ベースよりは電子データベースの方

が何かと便利だと聞いたことがあります。どういうことなのでしょう

か？  
また、電子ベースの場合は、どんな機材を必要とするのでしょう

か？  
 

 紙ベースによる情報管理・保管とは、紙に書いたり印刷した情報を、紙

のまま綴じたり、分類して管理し保管する方法です。電子データベースと

は、パソコンにインストールされた文書作成や計算ソフトなどで作成したファイルそ

のものや、書類となった印刷情報をスキャナーと呼ばれる光学式の読み取り装置で読

み取り、コンピュータの記憶装置に格納し、管理・保管する方法です。現在では、紙

ベースから電子データベースへと、どんどん代わって来ました。データを電子化する

ことで、写真や動画なども用意に保管でき、しかも、必要に応じて検索したり取り出

したりできるようになっています。  
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 電子データのためにはまず、コンピュータ本体と紙ベースのデータや絵や写真、ス

ライドなどを読み込むためのスキャナが必要です。また、それを紙に印刷するために

は、もちろん、プリンタも必要です。  
写真や動画を電子データベースとして保管する場合は、大量のハードディスク領域

を必要とするので、コンピュータにもともと確保してあるハードディスク容量だけで

は不足する場合が出てきます。その場合には、ハードディスクを追加購入する必要が

出てきます。もちろん、DVD などの記憶媒体に整理して保管、管理することも有効で

す。  
 いずれにしろ、電子データベース化は今後ますます本流となりますが、パソコンの

故障やウィルスやワームによる汚染、パソコン本体や DVD などの盗難、あるいは悪質

なデータ流出などの事故や事件に巻きこまれないように、しっかり管理することが必

要です。  
詳しいことは、コンピュータに慣れているクラブ会員や知人、友人に尋ねると良い

でしょう。  
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Q21 

A21 

Q22 

A22 

   クラブの PR とブランドを高めるための工夫 

 総合型 SC を創設した当初はクラブ会員も増えたのに、ここ数年頭打ち、あるい

は微減というクラブもあります。年々規模を大きくしなければならないというよ

うなことはありませんが、次第にクラブ会員が増えていくことは嬉しいことです。 
より多くの地域住民に自分たちの活動を理解してもらうための地道な努力は、

次第に実を結ぶはずです。地元に密着したプロモーション活動が期待されます。  
 
 

総合型 SC を地域の人たちに PR するために、具体的にどのような

工夫をしたらよいのでしょうか？  
 

 PR は、public relations のことで、クラブの活動などを地域に広く知

らせ、住民の多くの人の理解を得ようとするために行う広報活動を言いま

す。その一般的方法は、第２章の６．プロモーションと情報を参考にしてください。  
 質問の通り、具体的な工夫をいくつかご紹介しましょう。  
 

○オープンクラブ ： 
クラブ会員以外の人にクラブの活動を体験してもらうために、クラブを開

放する催し。集まった興味のある人に対しては、活動や方針などを説明した。  
クラブはいつでも体験歓迎ですが、日程を設定してご招待することも必要

です。  
○クラブの紹介カード：  

内側に二回折り込むと名刺サイズの大きさになる長方形のクラブカードを

作ってクラブ会員が配布できるようにする。クラブのめざすこと、活動内容、

イベントカレンダー、他に、問い合わせ先などがわかりやすく書かれている。  
○クラブオリジナルのクリアホルダーの作成： 

書類を簡単に挟み込むことのできるクリアホルダーにクラブのシンボルマ

ーク、クラブ名、問い合わせ先等を印刷。クラブ会員に配布するだけでなく、

オープンクラブの訪問者やビジターのおみやげにする。  
 
 

ブランドとは特に名の通った商品や銘柄を言うのだと思います。  
自分たちの総合型 SC のブランドを高めて、多くの会員に入会して

もらいたいと思うのです。そのためにはどうしたらいいでしょうか？  
 

良い考えですね。組織のブランド力を高めるためにどうしたらよいかと

いう質問だと思います。私は、ずばり、プログラムやイベントの品質と組

織の品格を高めることだと思います。老舗の和菓子屋さんの場合、和菓子そのものの

品質が悪かったら論外です。同じように、総合型 SC のクラブライフや企画したプロ
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グラム、イベントの質が良くなかったら、ブランド力を言う段階ではありません。良

品質のクラブライフやプログラム、イベントを提供しただけではブランド力の向上に

はなかなか結びつきません。さらに重要なことは、クラブの品格です。老舗の和菓子

屋さんが、店構えに加え経営者や従業員、店員たちに品格があってこそ、評判が評判

を呼んで、結果としてブランド力が高まるのだろうと思います。  
総合型 SC の場合、クラブの代表やマネジャーなどクラブ役員や運営スタッフだけ

でなく、クラブ会員が、やはり品良くあらねばならないと思います。スポーツマンシ

ップはうわべだけで、傍若無人の振る舞いを平気でするスポーツ愛好家が少なからず

いるとも言われますが、ブランドを高めるためには、真のスポーツマンとスポーツウ

ーマンの集まるクラブであり続けなければなりません。クラブ会員の品格ある行動こ

そブランドを高める大きな力だと思います。  
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Q23 

A23 

Q24 

A24 

安全・安心・リスクマネジメントの工夫 

総合型 SC は、既に多くの人が団体組織として認知し、その活動が期待されるよ

うになっています。もちろん、期待度とともに社会的責任も高まっており、総合型

SC としての責務を負わざるを得ない状況です。 
特に安全、安心に関する組織としての責任は、なかなか免れることはできませ

ん。万が一に備え、十分な対応を準備すると同時に、未然に防ぐ努力を怠ってはな

りません。  
 

総合型 SC でキャンプに行くことになりました。行く前に参加者か

ら『私は万が一の事故の場合には、クラブに対してスポーツ安全保険

以上の請求はいたしません』という書類に捺印してもらいました。  
これで安心でしょうか？  

   
 事故にあった時に加入している保険以上は責任を持たないと一方的に

宣言していればそれでことが済むとは考えないでください。クラブ側に安

全配慮が欠落しているとなれば、キャンプの開催責任者などが同義的責任と法的責任

が問われます。第 2 章の 7『安全確保と安心への配慮』を参考に理解を深めると共に、

スポーツ関連保険などに加入するべきです。もちろん、事故を起こさないための最大

の配慮が必要であることは言うに及びません。 
 
 
 

総合型 SC を日常的に運営する上で、どのようなことに注意を払った

らよいのでしょうか？ いくつか具体的に説明してください。  
 

例えば、光化学スモッグの注意報が出たにも関わらず、スポーツ活動を

続け、その結果、参加者が体調を崩したとなると全く言い訳はできません。 

同じようなことは、雷注意報、津波注意報の発生を受信するための受信機やラジオの

不携帯、気温の上昇に伴う熱中症の危険予知ができなかったなどは、明らかな注意義

務違反です。他に、危険箇所や危険行為の禁止などの説明が十分なされていないなど

も問題になります。口頭で伝えるより印刷物で伝える方が確実ですし、証拠が残りま

す。  
また、自分のその日の体調をチェックできるカードなどを用意し、自己の健康管理

への意識を高めることなども必要ですし、中高齢者には自分で血圧が測定できる機器

などを備えておき、自己管理を促すのも良いでしょう。  
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Q25 

A25 

Q26 

A26 

スポーツ活動には本質的な危険性が潜んでおり、クラブ会員にも自

己責任があることは理解できるのですが、幼児や児童には自己責任が

あるとは思われませんが・・・  
 

おっしゃる通りです。『自分で十分な判断ができない幼児や児童』に対

しては、特に配慮が必要です。危険だから近寄って欲しくないと立てた赤

い旗に興味を持ち、逆に幼稚園児が近づいてしまったという場面を見たことがありま

す。『危険注意！近寄るな！』と書いた看板を立てても小学校低学年の児童はそれを

読むことができないのです。できるだけ口頭で説明すると共に、子どもが近づけない

ように、ネットを張るか、見張りの大人を置くなどの危険回避策を講じなければいけ

ません。  
結局は、口すっぱく言い続け、多くの大人の目で危険を見つけ対処することではな

いでしょうか。最近、野球のキャッチボールの際に胸にボールが当たり心停止に陥る

事故を防ぐためのチョッキ型のプロテクターが開発されているというニュースを聞き

ました。今後ますます、慎重にならざるを得ない状況になっていると認識することが

必要です。  
 
 

 危機管理マニュアルを作成しておく必要があるでしょうか？  
それは、主にどんな内容でしょうか？  

 
危機管理マニュアルはできるだけ早めに作成しておく必要があります。

もちろん、それを使うような事態が起きないことを祈りますが、いつ緊急

事態が起きるかわかりません。マニュアルづくりを通して、日ごろから危機管理意識

を高めておくことが大切です。  
 危機管理マニュアルの内容は、多岐にわたります。活動中のクラブ会員の事故、年

少児童の誘拐事件、クラブ会員によるセクシャルハラスメント、火災や地震などの事

件や事故、災害などについて、事故発生直後の対応策や事故後の処理の他、報道関係

者への対応や記者会見などの方法までマニュアルに盛り込む場合もあります。  
いずれの場合でも、大事なことは、迅速で適切な対処が出来るように、体制や手順

をクラブ内で周知徹底しておく必要があります。事故が起きてから、お互い責任のな

すりつけをするようなことがないように、責任と権限の明確化や指揮系統などを検討

しておきます。  
最初から完全なマニュアルをめざすのではなく、改定作業を繰り返し行い、クラブ

の実態に合ったより適切な内容に改めていくことが現実的です。マニュアルとして書

き記すためには、手順や組織があいまいではどうにもなりません。危機状況を想定し

ながら、どうすればいいかという最適解を求めるシミュレーションを日ごろからして

おくことを奨めます。  
備えあれば憂いなしのことばどおり、ぜひ、早めに作業にとりかかりましょう。  
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Q27 

A27 

Q28 

A28 

お金をめぐる工夫  

総合型 SC のマネジメントで、いつも課題になるのが活動資金です。  
会費の範囲でクラブを運営すれば、赤字になる心配はありませんが、クラブと

して積極的な活動を展開するには至りません。経費を節減するにも限度があるし、

全て無償ボランティアで行うにも限界があります。  
総合型 SC は、自分たちの活動を支えるために事業収入を得たり、寄付や協賛を

お願いすることは必要なことです。その方法はさまざまですし、クラブ会員の情

熱とアイディア次第です。そのためにもしっかりした運営を行い、自分たちの活

動を正しく評価してもらうことが大切です。  
 

クラブ会員の会費徴収をめぐって、意見が分かれています。クラブ

の運営に携わっている人は、お世話をしているのだから会費は免除す

るという意見と、クラブ会員としてみんな一緒なんだから当然払うべ

きという意見の二つです。  
 

 総合型 SC だけではなく、組織を維持していくためには『お金』がつい

てまわります。この問題はクラブによって状況が異なりますし、それぞれ

のクラブの設立背景があると思うので、こうすべきという言い方は避けます。しかし、

議員や公務員が税金を払わないで良いとは誰も思いません。国民というメンバーであ

る以上、払うべきものは払う、しかし、報酬は受け取るというのがごく普通の考えで

しょう。  
しかし、クラブ運営に携わっている人はボランティアが多く、しかも、持ち出しす

らあるというのが多くのクラブ運営の実情ではないでしょうか。そこから、報酬は払

えないのだからせめても会費は免除したらという心理が働き、なんとなくそうなって

いるのではないでしょうか。  
IOC（国際オリンピック委員会）の理事たちは、無報酬で旅費も出ないのだそうで

す。もともとスポーツは、やらなければならないという世界ではありませんから、総

合型 SC は、自分たちの会費でまかなえる範囲で運営していくのが原則だと思います。

もし、クラブ運営をすることで報酬を期待するのであれば、きちんと運営のプロとし

て雇用され、力を発揮すべきではないでしょうか。もちろん、お金にゆとりのある人

がクラブ運営を行えばよいと短絡的に主張するつもりは毛頭ありません。  
 
 

クラブ会費だけでは、なかなか運営が大変です。コピー機やコンピ

ュータなど、事務機器を揃えたりしたいのですが、お金に余裕があり

ません。何か良い工夫はないでしょうか？  
 

 会費はどうしても、日常の運転資金で使ってしまい、コピー機やコンピ

ュータまでは手が届かない実情はわかります。中古品をそろえても、すぐ

11 
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に故障したり、旧バージョンのプログラムだったりで、新品の方が得だったかなと感

じることがあります。  
 入会金をプールしておき、そこから出費する方法が一般的です。しかし、それでも、

不足する時は、特別寄付をお願いする手があります。「こういう目的で、これをぜひ

購入したいので」と明記して、寄付をお願いしましょう。その際、賛同いただいた人

の名前を、○○さん寄贈のコンピュータ、△△さんからいただいたソファー、○△さ

んからのビデオセットなどと、きちんと残すようにすべきです。  
 次のアイディアは記念事業です。一周年からはじまって、三周年、五周年と区切り

に、記念事業を企画してはいかがでしょう。単にパーティを開くだけではもったいな

いように思います。他にチャリティオークションなども意外と資金集めができます。  
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Q29 

A29 

   その他の工夫  

総合型 SC は、わが国に数多く存在する「クラブ」のひとつの形態と考えると、

あらゆるクラブやサークル、場合によっては学校の運動部活動の中に、問題解決

のために参考となる事例を見つけることができます。また、同じ悩みをもつ「ク

ラブ」も多いことが分かりかます。  
しかしながら、あなたのクラブが抱えている問題や課題を解決できるのは、あ

なた自身と同じクラブのクラブ会員だけです。各々のクラブが抱える問題点、課

題をみんなで解決しようとする力が沸いてきた時が、クラブの自立です。  
 

会長さんが、これまでクラブ運営にご尽力いただいてきたことは理

解しています。でも、最近、行動や言動が少し専制的に過ぎるような

気がします。このままでは、いつか問題が起きそうな予感がします。 
どうしたらいいでしょうか、本当に困っています。  

  
長という地位は、手にすると留まりたくなる不思議な魅力があるらしい

ですね。冗談はともかくとして、会長の交代がスムーズに進まないという

話は、よくありがちです。  
しかし、総合型 SC の長は、企業の社長などと違って収入とは全く縁がありません。

人のお世話をする役ですから、任期を決めて次々とバトンタッチしていくのが理想だ

と思います。自分にバトンが渡った時には、一生懸命、任務を遂行する。それが終わ

ったら、また、ひとりのクラブ会員に戻り、役員会や事務局に協力するのが一つの理

想でしょう。もちろん、会長の任期を全うした人が顧問に就任するなどを否定するも

のではありません。  
 アメリカの組織では、副会長補→副会長→会長→顧問と 1 年ごとに役職が変わり 4
年間は組織の中枢にいて奉仕し、その後は普通の会員にもどるような役員人事を良く

目にします。これなら、役員が一度に全部代わることなく組織としての方向性も継承

できるでしょう。  
 辞めて欲しい会長をどうしたら辞めてもらえるかという質問へのアイディアは二つ

あります。一つは、早く任期が終わるのを待つのみです。その期間内はしょうがない

とあきらめ、その後に期待する。もちろん会則に任期が示されていればの話です。も

う一つは、花道になるような、例えば設立五周年記念事業や記念式典などのイベント

を用意し、区切りであることをほのめかす手はどうでしょうか。そのイベントでさら

に有頂天になってしまうようだったら、次の手は、役員会に働きかけをして、新役員

を選任するようなムードを作ったらいかがでしょうか。それでも、気が付かないとき

は、猫に鈴を付ける役を、クラブ会員を代表してクラブマネジャーに担ってもらうし

かないようです。  
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Q30 

A30 

 
      この Q30 は、あなた自身のための設問欄です。質問を書いてください。 

 
 
 
 
 
 
       

この A30 は、あなた自身で答えるか、クラブで相談して答えてください。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「質問 Q」や「回答 A」などに関するお問い合わせ、ご相談は、 

県立体育センターまで TEL0466-81-2803 FAX0466-83-4622 
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   財団法人 神奈川県体育協会 

 
総合型地域スポーツクラブの関係の皆様には、生涯スポーツの振興のため、日ごろ

からご尽力いただいており、深く敬意を表します。 
 県体育協会では、性別や年齢、障害の有無にかかわらず、子どもから高齢者まで全

ての県民の方々にスポーツの素晴らしさを体験していただくために、だれでも、どこ

でも、いつまでもという「Sports For All」の考え方を推進しております。 
総合型地域スポーツクラブは、まさに「Sports For All」に向けて、地域住民の皆様

が主役となって、自由な発想と自らの力で運営していく魅力あるクラブだと思います。 
この魅力を存分に発揮され、スポーツを通しての地域の活性化や豊かな人間形成に

も寄与できる、そんな大きな夢を持ったクラブをぜひ目指してください。 
今後、地域社会において総合型地域スポーツクラブの果たす役割はますます大きく

なると予想されます。クラブの活動を通じて、多くの方々がスポーツに親しみ、そし

て地域の輪が広がっていくことを心から期待しております。 
 

                       会長 山 下 泰 裕 

 

 

 

 

   NPO 法人 神奈川県レクリエーション協会 

 NPO 法人神奈川県レクリエーション協会はレクリエーションの活動の普及振興を

図り、県民の健康で明るい豊かな生活の形成と、青少年の健全育成に寄与することを

目的に、「やってよかったレク活動、学んでよかったレク運動、もってよかったこの仲

間」を合言葉にいろいろな活動を展開しています。 
 そこで、総合型地域スポーツクラブが国民の豊かなスポーツ・レクリエーションラ

イフの実現を目標に、各地域でスポーツクラブの育成が進められていることは、大変

うれしいことであります。その地域スポーツクラブには、地域の方々が広く気軽に参

加でき、多種多様なスポーツやレクリエーション活動を一緒に楽しみながら健康づく

り、生きがいづくりにつながるものでなければなりません。つまり、クラブで楽しみ

ながら仲間と交流し活動できることが望まれます。 
 従いまして、当協会では総合型地域スポーツクラブ育成過程（創設から運営）にお

いて、要請によりレクリエーション指導者を派遣する支援をいたしたいと考えており

ます。 
 楽しい雰囲気の中で人と人、人とクラブ、クラブと地域という関係を織り上げてい

くにはお役に立つのではと思いますのでご連絡ください。 
                        会長 佐 藤 誠 治 
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   神奈川県体育指導委員連合会 

 
われわれ体育指導委員は市町村の非常勤職員として、地域のスポーツ振興の担い手

として、皆様の健康増進のために日々努力しております。 
総合型地域スポーツクラブの育成・支援にあっては、スポーツの実技の指導や助言

をすることはもとより、代表者としてクラブ運営に携わっている体育指導委員もおり

ます。 
具体的には、総合型地域スポーツクラブ創設の段階で企画に携わり支援をすること

や、体育指導委員も地域住民の一人であることから総合型地域スポーツクラブの事業

内容について、地域の特性やニーズを踏まえた効果的なものとなるようその展開を考

えております。 
これからも、さまざまな関わりを持ちながら、皆様と一緒に総合型地域スポーツク

ラブの創設・普及に向けて頑張っていきたいと考えております。  
 

 

                        会長 岡 本 正 喜 

 

 

 

 

   神奈川県スポーツ指導者連絡協議会 

 
総合型地域スポーツクラブとは、多種目、多世代という『カタチ』よりも生涯を通

じてスポーツに親しむことが出来る『しくみ』をつくることに本来の目的があります。

つまり地域にある施設や人材、組織を有効に活用し、全ての世代の人が身近な場所で、

スポーツを親しむことができる環境につくり替えようということであり、その実現の

ためには、これまでの地域スポーツの関係性を見直すことが必要不可欠です。 
 それが、地域住民の誰もが一生涯健康でありたいと願う気持ちに答えたり、また、

一方では将来のトップアスリートの卵を発掘することにもなります。そして一人がみ

んなのため、みんなが一人のために動くといった『心』のつながりが大切であり、大

きな原動力となります。他人事ではなく自らが立ち上がって地域に合った「総合型地

域スポーツクラブ」をつくり、『入ろう』を合言葉にみんなで支えていく熱意と行動力

の発揮を期待いたします。 
 現在、県指導者連絡協議会として「総合型地域スポーツクラブ」を各地域（行政区

分）で立ち上げようと取り組みを行っております。 
 
                        会長 加 藤 保 房 
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   神奈川県生涯スポーツリーダー会 

 

神奈川県生涯スポーツリーダー会は、県が主催した生涯スポーツ指導者の養成・育

成事業を修了した生涯スポーツリーダーが中心に集まり結成しました。現在は、県内

における生涯スポーツの普及・振興に寄与する目的で、「横浜・川崎・横須賀地区リー

ダー会」「湘南地区リーダー会」「県央地区リーダー会」「西湘地区リーダー会」と県内

を４地区に分け、体力つくり体操、テニス、バドミントン、卓球、バレーボール等の

各部会を設置し、380 名あまりのリーダー達が地域を基盤として活動を行っています。 
 総合型地域スポーツクラブは、「新しいスポーツのしくみづくり」であり、スポーツ

そのものを楽しむことに加え、スポーツを通して地域の活性化や、コミュニティづく

りの形成といったといった大きな役割を持つものです。子どもから大人まで、また、

健康・体力つくりや、競技スポーツまで･･･多種多様なクラブのニーズに応えられるそ

んな夢のあるクラブづくりを私たち指導者の立場から応援していきたと思います。 

 よりよいスポーツ環境づくりのためにこれからもお互いに力を合わせてがんばりま

しょう。 

                          会長 森 川 すみえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 



 
 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 160 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料編 スポーツ振興基本計画（改定版）抜粋 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 161 

   スポーツ振興基本計画（改定版） 

概 要 

【計画の背景】 

スポーツ振興法の規定に基づき、平成 12 年 9 月に文部大臣告示として策定。（平成 13 年

度（2001 年）～22 年度（2010 年）の 10 年計画） 
 計画策定から 5 年が経過したことに伴い、中央教育審議会スポーツ・青少年分科会の意

見を踏まえ、平成 18 年 9 月に計画を改定。 

【計画の概要】 

１．スポーツの振興を通じた子どもの体力の向上方策 

子どもの体力について、スポーツの振興を通じ、その低下傾向に歯止めをかけ、上

昇傾向に転ずることを目指す。 

２．地域におけるスポーツ環境の整備充実方策 

生涯スポーツ社会の実現のため、できるかぎり早期に、成人の週 1 回以上のスポー

ツ実施率が 50 パーセントとなることを目指す。 

３．我が国の国際競技力の総合的な向上方策 

オリンピックにおけるメダル獲得率が、夏季・冬季合わせて 3.5 パーセントとなる

ことを目指す。 

スポーツ振興基本計画（一部抜粋） 

本計画は、平成 13 年度から概ね 10 年間で実現すべき政策目標を設定するとともに、その政策目標を達成
するために必要な施策を示したものであるが、計画の開始から 5 年間の進捗状況等を踏まえ、今後の 5 年間
の計画として全体の見直しを行ったものである 
 
Ⅰ 総論 
１．スポーツの意義 

スポーツは、人生をより豊かにし、充実したものとするとともに、人間の身体的・精神的な欲求にこたえる
世界共通の人類の文化の一つである。心身の両面に影響を与える文化としてのスポーツは、明るく豊かで活力
に満ちた社会の形成や個々人の心身の健全な発達に必要不可欠なものであり、人々が生涯にわたってスポーツ
に親しむことは、極めて大きな意義を有している。 
 すなわち、スポーツは、体を動かすという人間の本源的な欲求にこたえるとともに、爽快感、達成感、他者
との連帯感等の精神的充足や楽しさ、喜びをもたらし、さらには、体力の向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたる健康の保持増進に資するものである。特に、高齢化の急激な進展
や、生活が便利になること等による体を動かす機会の減少が予想される 21 世紀の社会において、生涯にわた
りスポーツに親しむことができる豊かな「スポーツライフ」を送ることは大きな意義がある。 
 また、スポーツは、人間の可能性の極限を追求する営みという意義を有しており、競技スポーツに打ち込む
競技者のひたむきな姿は、国民のスポーツへの関心を高め、国民に夢や感動を与えるなど、活力ある健全な社
会の形成にも貢献するものである。 
 更に、スポーツは、社会的に次のような意義も有し、その振興を一層促進していくための基盤の整備・充実
を図ることは、従前にも増して国や地方公共団体の重要な責務の一つとなっている。 
ア．スポーツは、青少年の心身の健全な発達を促すものであり、特に自己責任、克己心やフェアプレイの精神

を培うものである。また、仲間や指導者との交流を通じて、青少年のコミュニケーション能力を育成し、

文部科学省ホーム
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豊かな心と他人に対する思いやりをはぐくむ。さらに、様々な要因による子どもたちの精神的なストレス
の解消にもなり、多様な価値観を認めあう機会を与えるなど、青少年の健全育成に資する。 

イ．スポーツを通じて住民が交流を深めていくことは、住民相互の新たな連携を促進するとともに、住民が一
つの目標に向い共に努力し達成感を味わうことや地域に誇りと愛着を感じることにより、地域の一体感や
活力が醸成され、人間関係の希薄化などの問題を抱えている地域社会の再生にもつながるなど、地域にお
ける連帯感の醸成に資する。 

ウ．スポーツを振興することは、スポーツ産業の広がりとそれに伴う雇用創出等の経済的効果を生み、我が国
の経済の発展に寄与するとともに、国民の心身両面にわたる健康の保持増進に大きく貢献し、医療費の節
減の効果等が期待されるなど、国民経済に寄与する。 

エ．スポーツは世界共通の文化の一つであり、言語や生活習慣の違いを超え、同一のルールの下で互いに競う
ことにより、世界の人々との相互の理解や認識を一層深めることができるなど、国際的な友好と親善に資
する。 
このように多様な意義を有する文化としてのスポーツは、現代社会に生きるすべての人々にとって欠くこと

のできないものとなっており、性別や年齢、障害の有無にかかわらず国民一人一人が自らスポーツを行うこと
により心身ともに健康で活力ある生活を形成するよう努めることが期待される。 
 なお、人間とスポーツとのかかわりについては、スポーツを自ら行うことのほかに、スポーツをみて楽しむ
ことやスポーツを支援することがある。スポーツをみて楽しむことは、スポーツの振興の面だけでなく、国民
生活の質的向上やゆとりある生活の観点からも有意義である。また、スポーツの支援については、例えば、ボ
ランティアとしてスポーツの振興に積極的にかかわりながら、自己開発、自己実現を図ることを可能とする。
人々は、このようにスポーツへの多様なかかわりを通じて、生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現してい
くのである。従って、スポーツへの多様なかかわりについても、その意義を踏まえ、促進を図っていくことが
重要である。 
 
２．計画のねらい 

我が国においては、年間労働時間の短縮や学校週 5 日制の実施等による自由時間の増大、仕事中心から生活
重視への国民の意識の変化などにより、主体的に自由時間を活用し、精神的に豊かなライフスタイルを構築し
たいという要望が年々強まっている。 
 しかしながら、一方では、科学技術の高度化、情報化等の進展により、人間関係が希薄となり、精神的なス
トレスが増大したり、日常生活において体を動かす機会が減少し、体力が低下したりするなどの心身両面にわ
たる健康上の問題が顕在化してきている。中でも、次代を担う子どもの体力が低下傾向にあることは、将来の
明るく豊かで活力ある社会の形成にとって、極めて憂慮すべきことである。 
 また、我が国は、平均寿命の伸長と出生率の長期的な低下という少子・高齢化に直面しており、2050 年（平
成 62 年）には、ほぼ 3 人に 1 人が 65 歳以上のいわゆる老年人口となることが予測されている。このような
社会において国民が全体として生涯にわたり健康的で明るく、活力ある生活を送ることが、個々の国民の幸福
にとどまらず社会全体の活力の維持のためにも強く求められている。 
 このような社会環境の変化に伴い、国民のスポーツの実施目的、実施内容も高度化・多様化し、行政や関係
団体等に求められる内容も変化してきている。 
 一方、アテネ夏季オリンピック競技大会にみられるように、我が国のトップレベルの競技者の世界の舞台で
の活躍は、国民に大きな夢と感動を与えるものであり、今後の国際競技大会における活躍への期待も年々高ま
っている 
 このような状況の中、現代社会におけるスポーツの果たす意義、役割を考えたとき、国民のスポーツへの主
体的な取組みを基本としつつ、国民のニーズや期待に適切にこたえ、国民一人一人がスポーツ活動を継続的に
実践できるような、また、競技力の向上につながるようなスポーツ環境を整備することは、国、地方公共団体
の重要な責務である。こうしたスポーツ振興施策を効果的・効率的に実施するに当たっては、施策の定期的な
評価・見直しを行いつつ、中・長期的な見通しに立って、スポーツの振興をめぐる諸課題に体系的・計画的に
取り組むことが求められている。 
 本計画は、このような視点から、スポーツの機会を提供する公的主体及び民間主体と、利用する住民や競技
者が一体となった取組みを積極的に展開し、一層のスポーツ振興を図ることにより、21 世紀における明るく
豊かで活力ある社会の実現を目指すものである。 
 
３．計画の主要な課題 

本計画においては、上に述べたような「ねらい」を踏まえ、今後のスポーツ行政の主要な課題として次のも
のを掲げ、その具体化を図ることとする。 
（1）スポーツの振興を通じた子どもの体力の向上方策 
（2）生涯スポーツ社会の実現に向けた、地域におけるスポーツ環境の整備充実方策 
（3）我が国の国際競技力の総合的な向上方策 
また、地方公共団体において、本計画を考慮しながら地方の実情に即したスポーツの振興に関する計画を定め
ることとなっているが、これらの計画とあいまって、スポーツ振興のための各種施策を総合的かつ積極的に推
進していくこととする。 
 なお、これらの施策の実施に当たっては、国や地方公共団体における連携はもとより、スポーツ団体相互の
連携の促進に努めるとともに、公的主体と民間主体との間の役割分担にも配慮しつつ、スポーツ団体や国民各
層に対して積極的に各種施策を周知するなど効果的な推進に努めていくこととする。 
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４．計画の性格 
本計画は、スポーツ振興法に基づいて、長期的・総合的な視点から国が目指す今後のスポーツ振興の基本的

方向を示すものであると同時に、地方公共団体にとっては、地方の実情に即したスポーツ振興施策を主体的に
進める上での参考指針となるものである。現在、個性豊かで活力に満ちた地域社会を実現すること等を基本と
して、地域の特性を生かしつつ、魅力ある地域づくりを進めている各地方公共団体においては、自らの選択と
責任に基づく主体的な地域づくりの一環として、創意と工夫を凝らしたスポーツ振興施策を推進することが期
待される。 
 また、民間のスポーツ団体においては、本計画で示された基本的なスポーツ振興の方向を踏まえて、各団体
に期待される役割に応じ、その事業活動の強化を積極的に図るとともに、必要な組織体制の充実に努めること
が望まれる。 
 
５．計画の実施 
（1）計画の期間等 

本計画は、平成 13 年度から概ね 10 年間で実現すべき政策目標を設定するとともに、その政策目標を達成
するために必要な施策を示したものである。 
 本計画に基づく施策の実施に際しては、適宜その進捗状況の把握に努めるものとする。 
（2）本計画に掲げる施策の推進に必要な財源の確保 

本計画に掲げる施策の推進に当たっては、スポーツ振興のための財源確保が重要である。このうち国が推進
すべき施策に必要な財源については、予算措置以外に、平成 2 年にはスポーツ振興基金が設立されたところで
あるが、更に平成 10 年には、スポーツ振興投票を通じてスポーツの振興のために必要な資金を得ることを目
的としたスポーツ振興投票制度が成立するなど、多様な財源確保のための取組みが行われてきている。 
 スポーツ振興投票を実施して得られる収益は、身近な場所で気軽にスポーツに親しむことのできるような地
域のスポーツ環境づくりや、トップレベルで活躍できる競技者を発掘するなどの環境づくり、また、スポーツ
振興基金からは、トップレベルの競技者の競技力向上に資するような事業など、我が国におけるスポーツの一
層の振興を図るために行う各種の事業に対して助成することとされている。 
 本計画に掲げる国の施策の推進に必要な資金の充実のため、財政事情等を考慮しつつ、スポーツ振興のため
に必要な予算措置等について今後ともその充実に努めるとともに、スポーツ振興投票の収益確保をはじめ、引
き続き多様な財源確保のための取組に努めることとする。 
 また、上に述べた多様な財源の配分に当たっては、各種財源の役割を明確にしつつ、これらの財源を効率的
に活用するよう努めるものとする。 
 
Ⅱ スポーツ振興施策の展開方策 
１．≪省略≫ 
２．生涯スポーツ社会の実現に向けた、地域におけるスポーツ環境の整備充実方策 
政策目標： 
（1）国民の誰もが、それぞれの体力や年齢、技術、興味・目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでも

スポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会を実現する。 
（2）その目標として、できるかぎり早期に、成人の週 1 回以上のスポーツ実施率が 2 人に 1 人（50 パーセ

ント）となることを目指す。 
A. 政策目標達成のため必要不可欠である施策 

誰もがスポーツに親しむことのできる生涯スポーツ社会を 21 世紀の早期に実現するため、国民が日常的に
スポーツを行う場として期待される総合型地域スポーツクラブの全国展開を最重点施策として計画的に推進
し、できるかぎり早期に成人の週 1 回以上のスポーツ実施率を 50 パーセントとする。 
○総合型地域スポーツクラブの全国展開 
①到達目標 
・2010 年（平成 22 年）までに、全国の各市区町村において少なくとも 1 つは総合型地域スポーツクラブを

育成する。 
・ 2010 年（平成 22 年）までに、各都道府県において少なくとも 1 つは広域スポーツセンターを育成する。 
 
②現状と課題 
（スポーツ環境の現状と課題） 
 我が国では、学校と企業を中心にスポーツが発展してきた。このため、地域のスポーツクラブを中心にスポ
ーツ活動が行われているヨーロッパ諸国等と異なり、学校を卒業するとスポーツに親しむ機会が減少する傾向
にある。内閣府（旧総理府）が実施した「体力・スポーツに関する世論調査」に基づく算出によると、我が国
の週 1 回以上のスポーツ実施率は平成 9 年の調査では約 34.7 パーセント、平成 16 年の調査では約 38.5 パー
セントと、50 パーセントを超えるヨーロッパの先進諸国に比べて低い状況にある。 
 確かに、現在、公共スポーツ施設を拠点とした地域スポーツクラブや従業員の福利厚生を目的とした職場の
スポーツクラブ、民間の商業スポーツクラブも存在するが、公共スポーツ施設を拠点とするスポーツクラブの
約 9 割が単一種目型であることに代表されるように、これらのスポーツクラブは性別、年齢、種目が限定的で
あったりするため、誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも各自の興味・目的に応じてスポーツに親しめる
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ようになっているとは言い難い状況にある。 
 こうした状況を改善し、国民の誰もが生涯にわたりスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会を実現
するためには、多世代、多様な技術・技能レベルに属し、多様な興味・関心を有する者が参加できる地域スポ
ーツクラブの育成が必要である。 
 
（総合型地域スポーツクラブの必要性） 
 「総合型地域スポーツクラブ」とは、地域住民が主体的に運営するスポーツクラブの形態である。我が国で
は、身近な生活圏である中学校区程度の地域において、学校体育施設や公共スポーツ施設を拠点としながら、
地域の実情に応じて民間スポーツ施設も活用した、地域住民の誰もが、性別、年齢、障害の有無にかかわらず
参加できる総合型地域スポーツクラブが定着することが適当と考えられる。特に学校体育施設は地域の最も身
近なスポーツ施設であり、住民のスポーツ活動における期待は大きい。なお、総合型地域スポーツクラブを育
成することは、完全学校週 5 日制時代における地域の子どものスポーツ活動の受け皿の整備にもつながり、さ
らには地域の連帯意識の高揚、世代間交流等の地域社会の活性化や再生にも寄与するものである。 
 総合型地域スポーツクラブの特徴は、次のとおりである。 
ア．複数の種目が用意されている。 
イ．子どもから高齢者まで、初心者からトップレベルの競技者まで、地域の誰もが年齢、興味・関心、技術・

技能レベル等に応じて、いつまでも活動できる。 
ウ．活動の拠点となるスポーツ施設及びクラブハウスがあり、定期的・継続的なスポーツ活動を行うことがで

きる。 
エ．質の高い指導者の下、個々のスポーツニーズに応じたスポーツ指導が行われる。 
オ．以上について、地域住民が主体的に運営する。 
 
（総合型地域スポーツクラブの育成の現状と課題） 
 現在、全国の市区町村の約 33 パーセントにあたる 783 市区町村において 2,155 の総合型地域スポーツクラ
ブが育成されている（平成 17 年 7 月）。これまで、国や地方公共団体、スポーツ団体、地域住民等の各主体
の取組により、総合型地域スポーツクラブの育成が進んできているが、全国の市区町村において少なくとも 1
つは総合型地域スポーツクラブを育成するために、更なる取組が求められている。 
 総合型地域スポーツクラブの育成を取り巻く課題は、次のとおりである。 
ア．これまで我が国では、学校と企業を中心にスポーツ活動が行われてきたため、地域においてスポーツ施設

や指導者等のスポーツ活動の基盤となる環境が十分整備されてきていない。こうした状況の中で、地域住
民には、自らのスポーツ活動のための環境を地域で主体的に創り出すという意識が根付いておらず、総合
型地域スポーツクラブの意義が未だ十分理解されていない現状にある。また、地域のスポーツ行政担当者
や体育指導委員、スポーツ団体の間においても、総合型地域スポーツクラブの意義・必要性が十分認識さ
れていない場合が少なくない。さらに、総合型地域スポーツクラブ創設へのニーズが高まっている地域で
も、地域の関係者間の調整を行いながら創設を推進していく熱意と能力を有する人材を得るのが難しい。 

イ．地域のスポーツサービスは無料又は廉価で行政から提供されるものという従来の意識は徐々に払拭されつ
つはあるものの、会費収入等によりクラブの安定的な財源を確保することが困難な事例も見られる。この
傾向はクラブ創設初期ほど顕著と言える。 

ウ．事業体としての総合型地域スポーツクラブを円滑に運営するためには、経営能力を有する専門的な人材（ク
ラブマネジャー）が必要である。しかし、こうした人材の育成に関するノウハウやカリキュラムはスポー
ツ団体や地方公共団体において蓄積されつつあるものの、必要なスタッフの確保は容易ではない現状にあ
る。 

エ．総合型地域スポーツクラブは、単にスポーツ活動の場であるだけでなく、地域住民の交流の場としても期
待され、そのためには地域住民の交流の場（たまり場）となるクラブハウスは欠かせない。しかし、我が
国の総合型地域スポーツクラブの活動の拠点として期待される学校体育施設や公共スポーツ施設にはクラ
ブハウスがない場合が多く、地域住民から期待される役割を果たすために必要な機能を備えているとは言
い難い状況にある。 

 
（広域スポーツセンターの育成の現状と課題） 
 個々の総合型地域スポーツクラブが、地域住民のニーズを踏まえて創設され、継続的かつ安定的に運営され
るためには、前述のような多くの課題があり、個々の総合型地域スポーツクラブだけでは解決できない課題も
少なくない。このため、総合型地域スポーツクラブの創設や運営、活動とともに、スポーツ活動全般について、
効率的に支援することのできる広域スポーツセンターが必要である。 
 広域スポーツセンターは次の機能を備え、各広域市町村圏単位に設けられることが必要である。 
ア．総合型地域スポーツクラブの創設、育成に関する支援 
イ．総合型地域スポーツクラブのクラブマネジャー・指導者の育成に関する支援 
ウ．広域市町村圏におけるスポーツ情報の整備・提供 
エ．広域市町村圏におけるスポーツ交流大会の開催 
オ．広域市町村圏におけるトップレベルの競技者の育成に関する支援 
カ．地域のスポーツ活動に対するスポーツ科学・医学・情報面からの支援 

現在、41 都道府県において、広域スポーツセンターが設置されているが（平成 18 年 4 月）、各都道府県に
おいて少なくとも 1 つは広域スポーツセンターを育成するために、更なる取組が求められる。 
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③今後の具体的施策展開 
 21 世紀において生涯スポーツ社会の実現に取り組む中で、総合型地域スポーツクラブの全国展開は本計画
の根幹となるものであり、将来的には、中学校区程度の地域での総合型地域スポーツクラブの定着及び広域市
町村圏程度の地域での広域スポーツセンターの設置が最終的目標である。この目標に向け、全国の市区町村を
挙げた総合型地域スポーツクラブの育成と都道府県を挙げた広域スポーツセンターの育成を行う。 
 
（国） 
 総合型地域スポーツクラブの全国展開を積極的に推進するため、総合型地域スポーツクラブ育成環境の整備、
人材の育成及び生涯スポーツ社会の実現に向けた普及啓発の施策を講ずる。 
ア．総合型地域スポーツクラブ育成環境の整備 

 総合型地域スポーツクラブの全国展開及び広域スポーツセンターの育成を引き続き推進する。特に、総
合型地域スポーツクラブが域内に存在しない市区町村と地域のスポーツ団体等の関係団体に対し、総合型
地域スポーツクラブの意義、役割、育成手法等について助言を行うなど、積極的なはたらきかけを行う。
その際、総合型地域スポーツクラブの育成について豊富な知識と経験を有する日体協等のスポーツ団体と
の連携強化を図る。 
 また、全国広域スポーツセンター育成連絡協議会の開催等を通じ、各都道府県の広域スポーツセンター
の連携強化を図る。 
 さらに、既に創設された総合型地域スポーツクラブにおいては、スポーツ活動の場としてだけでなく地
域の交流拠点として機能しているものもあり、その活動をより魅力的なものとするとともに、スポーツを
取り巻く今日の社会的課題に対応した取組が期待されている。このため、子どものスポーツ環境の充実等
に資する学校との連携や地域における競技力の向上、女性、高齢者、障害者等がスポーツに参加しやすい
環境づくり、企業との連携等の取組を行う総合型地域スポーツクラブを、スポーツ団体等と連携し、広域
スポーツセンターを通じて支援する。 
 また、総合型地域スポーツクラブが地域のスポーツ振興やコミュニティ形成など地域で果たす公共的な
役割を踏まえ、地域住民からの会費収入等による運営を基本としつつ、クラブの根幹的な要素や事業、具
体的には、ロッカールーム、シャワー室、喫茶・談話室等を備えたクラブハウスの整備、スポーツ大会の
開催等の事業、広域スポーツセンターの機能の整備、同センターにおけるクラブマネジャーの育成等のク
ラブ支援事業等に対する効果的な支援方策について、特に創設時の安定運営や施設の状況に配慮しながら
検討を行い、具体化を図る。 

イ．人材育成 
 地域で関係者間の調整を行い総合型地域スポーツクラブを創設する能力人材を育成するため、先進事例
に関するセミナー等の開催や情報提供等を進める。 
 また、クラブマネジャーについては、総合型地域スポーツクラブの円滑な運営のために必要不可欠な存
在であることを踏まえ、その育成を推進するとともに、資質の向上を図るため、研修会の開催や情報提供
等を図り、あわせて総合型地域スポーツクラブの育成に尽力しているクラブマネジャーの取組がより適切
に評価される仕組みの検討を行う。 

ウ．生涯スポーツ社会の実現に向けた普及啓発 
 成人の 2 人に 1 人が毎週スポーツを行うような生涯スポーツ社会の実現に向けて、国民一人一人が自ら
の関心や体力に応じて、スポーツを生活文化として日常生活の中で行うことにつながるキャンペーンを実
施する。 
 また、生涯スポーツ社会の実現に向けた総合型地域スポーツクラブの意義や効果について、国民全般へ
の普及啓発を行う。 

 
（地方公共団体） 
 総合型地域スポーツクラブの育成を図るため、地方公共団体においては、次の事項にも配慮しながら、国と
連携する施策やその他の独自の施策を自主的・積極的に行うなど、多様な施策を地域において総合的に展開す
ることが期待される。 
ア．都道府県及び市区町村は、本基本計画を考慮しながら、自らのスポーツ振興計画を策定・改定する際、総

合型地域スポーツクラブの育成を計画の中に位置付けること。 
イ．都道府県は、総合型地域スポーツクラブに関する普及啓発を、地域住民に対して行うとともに、広域スポ

ーツセンターの育成を推進し、あわせて総合型地域スポーツクラブの育成に取り組んでいる域内の市区町
村の連絡協議会を設けることにより、総合型地域スポーツクラブの円滑な運営を支援すること。 
 なお、広域スポーツセンターは、都道府県が新たに建設する場合のほか、既にある基幹的スポーツ施設
を都道府県が指定し、必要に応じて整備することも考えられる。 

ウ．市区町村は、総合型地域スポーツクラブの育成を積極的に推進すること。特に、総合型地域スポーツクラ
ブの創設の核となる熱意と能力のある人材を、地域住民の中から得て育成すること。なお、我が国の総合
型地域スポーツクラブは、中学校区程度の地域ごとにあることが望ましいが、育成の初期段階においては、
地域の実態に応じて多様な規模の総合型地域スポーツクラブが形成されることも考えられる。 
 また、総合型地域スポーツクラブの活動拠点となる地域の公共スポーツ施設の充実を図るとともに、学
校体育施設の開放、地域との共同利用を一層促進すること。その際、事務の効率化や地域住民へのサービ
ス向上に配慮しつつ、公共スポーツ施設の指定管理者として総合型地域スポーツクラブを指定することや、
地域の実情に応じて活動施設の 1 つとして民間スポーツ施設の活用も考えられる。 
 さらに、クラブハウスの整備を推進すること。なお、クラブハウスは新たに建設するほか、学校の余裕
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教室や既存の公共スポーツ施設の積極的な活用が考えられる。 
エ．都道府県及び市区町村は、総合型地域スポーツクラブに対し、その組織の継続性、透明性を高め、地域の

スポーツ振興という公益活動に一層貢献するために、特定非営利活動法人（以下「NPO 法人」という。）
等の法人格を取得することについて助言を行うこと。 

 
（スポーツ団体） 
 各種のスポーツ事業を実施するスポーツ団体は、総合型地域スポーツクラブの全国展開のため、次のような
取組に早急に着手することが期待される。 
ア．スポーツ団体においては、国や広域スポーツセンターと連携し、クラブマネジャーの育成を推進すること。

また、地域の体育協会やレクリエーション協会、体育指導委員協議会、障害者スポーツ協会等の各種スポ
ーツ団体においては、スポーツ指導者の派遣や事業の運営等の面で連携・協力し、総合型地域スポーツク
ラブの育成を支援すること。特に日体協においては、国と連携して、総合型地域スポーツクラブが域内に
ない市区町村に対して、総合型地域スポーツクラブの意義、役割、育成手法等について助言するなどして、
積極的に総合型地域スポーツクラブの育成を支援すること。その際、地域の体育協会の内部組織であるス
ポーツ少年団を創設母体の一つとすることも考えられる。また、日レク協等においては、総合型地域スポ
ーツクラブが、誰もが気軽に親しめるニュースポーツ等の活動を実施する際に連携・協力すること。 

イ．既存の地域スポーツクラブにおいては、地域の状況や住民の多様なスポーツニーズを踏まえ、有機的な連
合や、将来的には総合型地域スポーツクラブへの転換を図ること。 

 
（総合型地域スポーツクラブ） 
 創設後の総合型地域スポーツクラブにおいては、円滑かつ継続的に事業を展開するため、次のような取組が
望まれる。 
ア．NPO 法人等の法人格を取得すること。法人格を取得することで総合型地域スポーツクラブは、組織とし

て権利義務の主体となることが可能となる。また、事業内容や会計の透明化により地域の行政関係者の信
頼を得ることから、行政との連携の円滑化にも資すると考えられる。さらに、事業内容や会計の透明化は、
会費を納める地域住民の一層の信頼を得られることにもつながり、クラブの継続性にも寄与すると考えら
れる。 

イ．傷害保険への総合型地域スポーツクラブとしての加入や危機管理マニュアルの整備等、活動中に生じる可
能性のある事故に備えること。 

ウ．学校やプロスポーツ組織等と連携して地域スポーツの環境づくりや競技力の向上に取り組むとともに、女
性、高齢者、障害者等がスポーツに参加しやすい環境づくり等に取り組むこと。 

エ．総合型地域スポーツクラブへの加入層を広げてスポーツ実施率を高めていくために、スポーツ活動にとど
まらず、地域住民のニーズに応じて、健康教室の開催や、レクリエーション・文化・福祉活動等も加えた
クラブに発展させていくこと。 

オ．会員のニーズや地域の実情に応じて、カフェテリア、託児室、体力・スポーツ相談等のためのトレーナー
室等をクラブハウスに設けたり、民間スポーツ施設も活動の場に活用したりするなど、多様なサービスを
提供するよう努めること。 

 
（地域住民） 
 日常、生活文化としてスポーツに親しむため、自らのスポーツ環境を主体的に整備し、総合型地域スポーツ
クラブの育成に有償スタッフやスポーツボランティア等として取り組むことが期待される。特に、スポーツ指
導に関する実績や能力を有する学校教員や会計等の組織運営について専門知識を有する地域住民においては、
より積極的に総合型地域スポーツクラブの活動に参加することが期待される。また、スポーツに関する認定資
格を持つ地域の医師においては、地域住民の健康相談やスポーツ傷害等の医療面で積極的に総合型地域スポー
ツクラブの活動に参加することが期待される。 
 
（学校） 
 学校は、地域のスポーツ環境の状況や学校の実態に応じて、運動部活動と総合型地域スポーツクラブの連携
等地域社会と連携したスポーツ活動の展開に努めることが期待される。 
 また、施設、人材等の面でスポーツに関する豊富な資源を有している大学等においては、学生等のスポーツ
活動の充実はもとより、地域の一員として地域スポーツ振興に積極的に関わり、総合型地域スポーツクラブの
育成に参画することが期待される。 
 
（プロスポーツ組織、企業、民間スポーツ施設） 
 プロスポーツ組織や企業においては、地域の一員として総合型地域スポーツクラブの育成に参画するなど、
地域の実態に即した形での貢献を行うことが期待される。例えば、プロスポーツ組織は、トップチームの下部
組織として、地域住民が参加するスポーツクラブを育成することやスポーツ指導者を派遣すること等が考えら
れる。 
 また、民間スポーツ施設においては、総合型地域スポーツクラブに活動の場を提供したり、スポーツ指導者
の派遣を行うなど地域のスポーツ活動により一層寄与することが望まれる。 

 以下省略 
【参考】文部科学省 スポーツ振興基本計画 
         http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/plan/06031014/004.htm 
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本資料は、「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」用に編集したものです。 

平成 18 年度 

県民の体力・スポーツに関する調査 

【ハンドブックオリジナル概要版】 

神奈川県立体育センター 

この調査は「いつでも、どこでも、だれもが、いつまでも」運動やスポーツに親し

むことができる生涯スポーツ社会の実現に向け、様々な取り組みの基礎資料と

するために行われました。 
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少し感じる
65.2%

感じない
7.3%

大いに
感じる
26.5%

わからない
0.5%

無回答
0.4%

無回答
0.3%

わからない
1.0%

大いに
感じる
20.5%

感じない
17.0%

少し感じる
61.1%

少し感じる
40.6%

感じない
41.8%

大いに
感じる
16.7%

わからない
0.4%

無回答
0.5%

39.7

43.8

51.7

50.4

43.8

24.2

25.6

46.1

43.8

39.2

41.7

45.2

50.9

57.9

13.4

11.2

9.1

7.9

10.6

24.2

15.0

大いに感じる 少し感じる 感じない わからない

0.5

1.1

0.0

0.0

0.4

0.7

1.5

無回答

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

全体（1,185）

年代別）２０代(89)

　　　３０代(176)

　　　４０代(228)

　　　５０代(283)

　　　６０代(269)

　　　７０代以上(133)

Ⅰ 健康・体力観 

・ 普段の健康・体力感をたずねたところ、全体の9割近くの人が「大いに健康である」

または「まあ健康である」と感じていますが、体力の衰えについては9割以上の人が

多少なりとも体力の衰えを感じています。また、 8割以上の人が精神的な疲労を感じ

ています。 
・ 肥満を感じるかについてたずねたところ、6 割近くの人が肥満を感じています。 
・ 普段、運動不足を感じるかについてたずねたところ、4割近くの人が「大いに」運動

不足を感じていて、「少し感じる」と合わせると8割以上になります。特に30代と40代
で「大いに感じる」人が多いようです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普段の健康 

まあ健康
である
78.4%

健康でない
10.1%

大いに健康
である
9.0%

わからない
1.7%

無回答
0.8%

体力の衰え 

精神的疲労 肥 満 

運動不足 
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行ってはいる
が、もっと行

いたい
23.4%

行いたいと
思ってはいる
が、できない

49.9%

十分に行って
おり、満足し

ている
12.2%

運動・スポー
ツに関心はな

い
10.0%

無回答
4.6%

53.7

20.1

15.3

13.1

1.7

11.4

3.5

47.6

10.0

9.6

9.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

忙しくて時間がないから

年をとったから

金がかかるから

仲間がいないから

運動・スポーツは嫌いだから

場所や施設がないから

体が弱いから

指導者がいないから

その他

機会がなかった

わからない

全体
（229）

（％）

36.7

33.3

30.5

27.9

19.4

18.5

14.4

14.3

3.8

0.9

14.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

健康・体力つくり情報

スポーツ施設の案内

各種スポーツ教室の案内

新しいスポーツ、気軽にできるスポーツなどの情報

スポーツに関する医学的・科学的情報

スポーツ行事やスポーツイベントの情報

自分が参加できるスポーツ競技会の情報

クラブ同好会などの活動案内

各種スポーツ指導者の紹介

その他

特にない

全体（1,185）

（％）

Ⅱ 運動・スポーツの満足度 
運動・スポーツの満足度をたずねたところ、「行いたいと思ってはいるが、できない」

がほぼ半数を占めています。また、「行ってはいるが、もっと行いたい」を含めると 7 割以

上の人が、現在の運動・スポーツ状況に満足していないようです。 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

Ⅲ 運動・スポーツをしなかった理由 
最近１年間に運動・スポーツをしなかった理由としては、「忙しくて時間がないから」

と「機会がなかった」が大きな割合を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 運動・スポーツ関連情報ニーズ 
皆さんが知りたいと思っている運動・スポーツに関する情報は多岐に渡っていますが、

特に「健康・体力つくり情報」「スポーツ施設の案内」「各種スポーツ教室の案内」「新しい

スポーツ、気軽にできるスポーツなどの情報」が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 170 

47.7

13.1

12.3

12.2

10.4

10.1

8.1

6.6

2.9

2.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ウォーキング（散歩などを含む）

軽い球技

軽い水泳

ボウリング

室内運動器具を使ってする運動

体操（縄跳びを含む）

エアロビックダンス、ヨガ等

ランニング（ジョギング）

フォークダンス（社交ダンス、民踊を含む）

ゲートボール、グラウンドゴルフ

全体（1,185）

（％）

49.1

36.0

28.7

24.4

19.4

13.1

11.8

9.6

6.4

3.7

43.7

40.4

28.0

11.8

19.7

14.6

8.3

10.4

8.4

4.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

ウォーキング（散歩などを含む）

軽い水泳

軽い球技

エアロビックダンス、ヨガ等

室内運動器具を使ってする運動

ボウリング

体操（縄跳びを含む）

ランニング（ジョギング）

フォークダンス（社交ダンス、民踊を含む）

ゲートボール、グラウンドゴルフ

平成１８年度全体（1,185）

平成１３年度全体（1,209）

（％）

61.0

39.0

35.4

23.1

5.5

2.9

2.6

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

市町村内の人を対象とした地域クラブや同好会
町内の人を対象とした、多種目・多世代型の

総合型地域スポーツクラブ
民間スポーツ施設の会員制のクラブ

県内の人を対象とした地域クラブや同好会

職場のクラブや同好会

学校のクラブや同好会

その他

わからない

全体（308）

（％）

Ⅴ 運動・スポーツの実施状況 
 

 

１年間に行った運動・スポーツ種目では、約半数の人が「ウォーキング」を行ったと回答

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後行いたい種目でも「ウォーキング」が 1 位となっています。また、「エアロビックダ

ンス、ヨガ等」が平成 13 年度より人気があるようです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 加入したい運動・スポーツクラブ 
6 割以上の人が「市町村内の人を対象とした地域クラブや同好会」に加入したいと回答

しています。また「町内の人を対象とした、多種目・多世代型の総合型地域スポーツクラ

ブ」と回答した人も多く、市町村単位の地域のクラブ・同好会の加入意向の高さがうかが

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

１年間に行った運動・スポーツの日数 

今後行いたい運動・スポーツ種目（トップ 10） 
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13.4

14.1

6.7

9.1

9.2

14.1

20.1

16.5

12.7

11.4

14.6

5.1

10.5

12.0

17.1

18.0

13.6

11.6

11.2

13.1

15.8

15.9

12.6

8.3

14.9

16.4

23.6

27.3

14.5

12.4

10.0

6.8

8.5

9.5

12.4

10.2

13.6

8.8

4.8

6.9

6.7

9.0

10.8

12.3

6.4

2.2

2.3

1.8

2.6

2.2

4.0

2.6

1.1

22.5

22.2

19.1

18.8

18.9

26.1

20.8

31.6

5.7

5.5

1.1

1.7

2.6

3.2

12.3

12.0

週に３日程度週に２日程度週に１日程度
月に

１～３日程度

３ヶ月に

１～２日程度

2.3

年に

１～３日程度
わからない

0.0

2.3

していない 無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

平成１８年度全体（1,185）

平成１３年度全体（1,209）

年代別）２０代(89)

　　　３０代(176)

　　　４０代(228)

　　　５０代(283)

　　　６０代(269)

　　　７０代以上(133)

40.2

34.5

31.3

29.0

23.3

22.9

15.5

15.4

0.9

10.7

3.5

30.7

35.6

45.4

31.1

31.8

18.7

12.1

19.9

0.7

6.5

2.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

地域のコミュニティの形成

高齢者の生きがいづくり

余暇時間の有効活用

親子や家族の交流

スポーツ施設の有効利用

世代間交流の促進

地域の健康水準の改善

青少年の健全育成

その他

特にない

わからない

平成１８年度全体（1,185）

平成１３年度全体（1,209）

（％）

Ⅶ １年間に行った運動・スポーツの日数 
「県民の体力・スポーツに関する調査」に基づく体育センター推計 

1 年間に行った運動・スポーツの日数をみると、平成 13 年度調査とほぼ同じで 5 割以上

の人が月に 1 日以上運動やスポーツを行っています。一方、約 2 割の人が運動・スポーツ

を行っていないと回答しています。年代別でみると 20 代、30 代から 60 代にかけて年齢

とともに、週に 1 日以上運動・スポーツを行っている割合が増えています。また 70 代で

は週 1 日以上運動・スポーツを行っている層と行っていない層がほぼ同じ割合となってい

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ スポーツ振興について 
地域のスポーツ振興に期待する効果を尋ねたところ、「地域コミュニティの形成」「高齢

者の生きがいづくり」「余暇時間の有効活用」「親子や家族の交流」の回答が多くなってい

ます。特に「地域コミュニティの形成」は平成 13 年度調査時より、多くの人に期待され

ています。 
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神奈川県立体育センター 

〒251-0871 藤沢市善行 7-1-2 
TEL0466-81-5611  FAX0466-83-4622 

  メールアドレス  taiiku-c.4317@pref.kanagawa.jp  

   ホームページ  http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/40/4317/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動・スポーツに関するお問い合わせは 

調査実施概要 

 

 (１) 調査地域  ・・・神奈川県全域 
 (２) 調査対象  ・・・平成18年4月1日現在で満20歳以上の男女個人 
 (３) 標 本 数  ・・・有効回収1,185サンプル 
 (４) 抽出方法  ・・・住民基本台帳を用いた層化二段階無作為抽出法 
 (５) 調査方法  ・・・アンケート調査票を用いた往復郵送調査法 
 (６) 調査期間  ・・・平成18年7月6日（木）～8月1日（火） 

(７) 調査実施機関・・・株式会社 RJC リサーチ 
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クラブ名 かながわクラブ
湘南ルベント
スポーツクラブ

湘南ベルマーレ
スポーツクラブ

相模原
フットボールクラブ

馬堀スポーツクラブ スポーツクラブ１９９４

設立年月日 S54.4.1 H17.4.1 H13.6 H8.4.1 H14.4.1 H17.6.29

法人格の有無 ＮＰＯ法人 ＮＰＯ法人 ＮＰＯ法人 ＮＰＯ法人 なし ＮＰＯ法人

設立母体 サッカークラブ サッカークラブ サッカークラブ サッカークラブ サッカークラブ 陸上クラブ

会員総数 261人 100人 670人 412人 217人

会費の
徴収平均額／月

6,400円 なし 6,300円 4,000円 1,000円 2,000円

種目数 6種目 3種目 6種目 5種目 4種目 3種目

種目名

・サッカー
・ヨーガ
・カヌー
・キャンプ　他

・ジュニア、ジュニア
　ユースサッカー
・フィットネス
・ボート

・サッカー
・ビーチバレー
・トライアスロン
・ソフトボール

・サッカー
・テニス
・エアロビクス
・健康体操
・親子レクリエーション

・少年サッカー
・多種目スポーツ教室
・屋内外レクリエー
　ション活動
・ジュニアフットサル

・陸上競技
・エアロビック
・健康体操

活動種目以外 ・講習会・研修会
・講習会・研修会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・交流イベント　　など

・講習会・研修会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 ・講習会・研修会

・講習会・研修会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・運動適正ﾃｽﾄ

・講習会・研修会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・交流イベント

一週間の活動日数 3～4日 3～4日 毎日 5～6日 1～2日 1～2日

指導者 14人 20人 17人 14人 35人 12人

マネジャーの配置 常勤１人 常勤１人 常勤2人 ない ない 常勤１人

事務局員の配置 常勤１人　非常勤１人 常勤8人 常勤2人 常勤１人 非常勤15人 非常勤１人

活動拠点 ・学校体育施設 ・学校体育施設
・公共スポーツ施設
・民間スポーツ施設

公共のスポーツ施設 学校体育施設 公共スポーツ施設

既存のクラブから創設

学校内部から創設

クラブ名 金沢スポーツクラブ さかえスポーツクラブ
寒川総合

スポーツクラブ
相模台地区スポーツレクリ
エーションクラブ（JOIJOY)

平間スポーツレクリエー
ションクラブ

相模原スポーツコミュニ
ティ（SSC)

設立年月日 H18.3.17 H18.2.26 H18.5.16 H15.3.30 H14.12.1 H17.10.18

法人格の有無 なし なし なし なし なし NPO法人

設立母体 特になし 特になし 体協、レク協、スポ少 複数のクラブチームを統合して 母体となる活動から自主的に

会員総数 1，109人 56人 200人 74人 21人 73人

会費の
徴収平均額／月

なし 1,000円 なし 1,500円 200円 2,000円

種目数 ２４種目 ４種目 ２種目 ７種目 7種目 ３種目

種目名

・テニススクール
・カヌークラブ
・健康サポートスクー
　ル他

・バドミントン
・室内テニス
・健康体操
・ユニホック

３B体操

・ペタンク
・グラウンド・ゴルフ
・卓球
・ティーボール　他

・ソフトテニス
・フットサル
・卓球
・ｳｲﾝﾄﾞｻｰﾌｨﾝ
・スキー　他

・バスケットボール
・卓球
・ゴルフ

活動種目以外 ・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 ・交流イベント ・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・交流イベント
・文化活動

社会貢献活動 講習会・研修会

一週間の活動日数 ３～４日 ３～４日 ３～４回 １～２回 １～２回 ５～６日

指導者 ０人 ８人 １５人 １０人 1０人 ４人

マネジャーの配置 常勤１人 なし 常勤１人 なし なし 常勤１人

事務局員の配置 常勤３人 常勤１人 なし 非常勤３人 常勤１人 常勤１人

活動拠点
・公共スポーツ施設
・学校体育施設

学校体育施設 公共スポーツ施設 学校体育施設 学校体育施設 学校体育施設

レクリエーション協会から創設地区体協、自治体から創設

   “かながわ”の総合型地域スポーツクラブ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

クラブ名
横濱ラグビー
アカデミー

横浜スポーツアンド
カルチャークラブＹＳＣＣ

港スポーツクラブ
金程中学校区
「わ・わ・わクラブ

高津総合型
スポーツクラブ　SELF

善行・大越
スポーツクラブ

設立年月日 H15.9.23 H18.6.24 H18.4.1 H18.2.26 H18.3.26 H18.2.26

法人格の有無 ＮＰＯ法人 ＮＰＯ法人 なし なし ＮＰＯ法人 なし

設立母体 ラブビークラブ サッカークラブ 特にない 特になし 特になし 特になし

会員総数 22人 817人 66人 167人 235人 125人

会費の
徴収平均額／月

800円 4,000円 250円 1,000円 750円 250円

種目数 3種目 6種目 ４種目 ４種目 １２種目 ８種目

種目名
・タグラブビー
・ラグビー
・サッカー

・サッカー
・バドミントン
・バスケットボール
・ヨガ　他

・ミニバスケット
・バドミントン
・卓球
・ソフトバレー

・バドミントン
・卓球
・よさこいソーラン
・ビート・コア・
　ウォーキング

・バドミントン
・卓球
・キンボール
・フラッグフットボール
・ヨガ　他

・卓球
・スポーツ吹き矢
・エアロビクス
・太極拳　他

活動種目以外
・講習会・研修会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・交流イベント

・講習会・研修会
・講演会

・講習会・研修会 交流イベント
・講習会・研修会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・交流イベント

・講演会
・ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会
・交流イベント

一週間の活動日数 1～2日 毎日 ５～６日 ３～４日 ５～６日 ３～４日

指導者 15人 17人 6人 ０人 12人 11人

マネジャーの配置 なし 常勤１人 常勤１人 なし 常勤１人非常勤３人 常勤１人

事務局員の配置 常勤１人非常勤１人 常勤５人非常勤１人 ない なし 常勤１人 なし

活動拠点 学校体育施設 学校体育施設 学校体育施設 ・学校体育施設 学校体育施設 学校体育施設

既存のクラブから創設 地区体協、自治体から創設会 



「かながわ総合型地域スポーツクラブハンドブック」神奈川県立体育センター 2007.03 174 

ＮＰＯ法人かながわクラブ 
横浜の住宅街のど真ん中で、サザエさ

ん一家が安心して楽しめるクラブライフ

の実現を目指して活動しています。よろ

しくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
ＮＰＯ法人横濱ラグビーアカデミー 
 私達は、タグラグビーを通して、子供、

保護者の皆様にラグビーを身近に感じて

いただき、ラグビーボールに触れていた

だきたいと考えております。小学校のタ

グラグビーの出前出張授業、年 3 回のタ

グラグビートーナメントなどを行なって

います。また 18 年度からは、MM21 ス

ポーツパークで大人の為のタグラグビー

も始めました。 
 

金沢スポーツクラブ 
クラブの上部組織「金沢区のスポーツ

を考える会」を中心に、クラブスタッフ

が世代別・ニーズにあった事業を展開し、

住民を（会員）が支えるクラブです。 
 
 
 
 
 
さかえスポーツくらぶ 

さかえスポーツクラブは「子どもも大

人も一緒になって気軽に楽しむスポーツ

くらぶ」です。ファミリーでご加入いた

だき、普段の生活にスポーツ活動を取り

入れてみませんか？ 
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ＮＰＯ法人横浜スポーツアンド 
カルチャークラブ（YSCC） 

 YSCC は今年２１年目を迎えた中区

で活動するクラブです。サッカーでは

アマチュアの最高峰に手が届いている

サッカー自慢のクラブであり、ほかに

お父さん・お母さんのためのサッカー

教室、ヨガ、テニス、バドミントン、

バスケットボール、スポーツチャンバ 
ラを展開中。集う仲間は 800 人に！！やりたいときが参加時です！！皆さまのご来場

をお待ちしています。 
 
平間スポーツレクリエーション 

クラブ 
 本クラブのモットーは“出来ない”

という事を楽しむこと。老若男女問わ

ず、笑顔で過ごせる場所を目指してい

ます。 
 
 
 

ＮＰＯ法人高津総合型スポーツクラブ 
（SELF） 

 高津総合型スポーツクラブ SELF は

幼稚園児から 92 歳のおじいちゃまま

で元気に活動しています。今年の７月

にはミューザー川崎の大ホールで高津

中学の合唱コンクールに出席する為、

毎週火曜日の練習に励んでいます。 
 
 
金程中学校区 

「わ・わ・わ・クラブ」 
 「わ・わ・わのネーミングは和・輪・

話を意味し、本クラブはスポーツを通

じて地域の和やかなコミュニケーショ

ンを図ります」 
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馬堀スポーツクラブ 
 少年少女のサッカーチームを母体に、

バザー、レク活動、キャンプ等、「思い

出づくり」と地域スポーツ活性化に向

け、活動を展開しています。 
〈馬堀スポーツクラブのモットー〉・子

どもたちの思い出作り・指導者、父兄

の積極参加・地域との融合 
 
ＮＰＯ法人 

湘南ベルマーレスポーツクラブ 
サッカー、ビーチバレー、トライアス

ロン、ソフトボールの各チームが、毎

日様々な講習や大会を開催。 

HPで随時参加者募集中！ 

 

 
 
 
 
 

港スポーツクラブ 
 本格的な活動を開始し、8 ヶ月が経過

しました。会員数も 110 名をこえるこ

とが出来ました。又、11 月より地域の

声にお答えしてジュニアバレーを開始

することも出来ました。今後も地域を

大切に密着した活動を展開してゆきま

す。 
 
 
ＮＰＯ法人 

湘南ルベントスポーツクラブ 
鎌倉市を中心に活動する湘南ルベン

トスポーツクラブです。湘南の光と風

のようなさわやかなクラブを目指して

います。子どもたちの笑顔が我々の宝

です。 
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善行・大越スポーツクラブ 
 善行・大越スポーツクラブは、5,584
世帯で創るクラブです。過去 40 年の歴

史を持つ既存組織を継承しながら、総

合型地域スポーツクラブの手法を取り

入れ組織の活性化と地域の活性化を目

指しています。 
 
 
相模原市相模台地区総合型地域 
スポーツ・レクリエーションクラブ 

（JOIJOY） 
 私達 JOIJOY は、多種多様なスポー

ツ活動を体験・交流する機会を提供し、

活動を通じて地域の連帯感を育み共に

生きる心豊かなまちづくりをめざし自

主的・主体的に活動しています。 
 

ＮＰＯ法人 

相模原フットボールクラブ 
 サッカーを中心としてテニス、バド

ミントン、健康体操等を開催していま

す。あいことばは、「みんなでスポーツ」

スポーツ関係団体とともに相模原市の

スポーツ文化の発展に貢献したいと考

えます。 
 
ＮＰＯ法人 

相模原スポーツコミュニティー（SSC） 
SSC は、神奈川総合産業高校バスケットボール部を

始めとした様々な学校教育活動との連携を取り、一般

から小中学生まで一貫指導体制の中でクラブとして

運営をしています。また、知的障害者バスケットボー

ル連盟とも連携をとって、大会運営のサポート等も行

っています。 
 今後は他の部活動やスポーツ活動についても、クラ

ブとしてサポートして総合型地域スポーツクラブと

しての機能を高めていきます。 
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寒川総合スポーツクラブ 
 スポーツ好きな方達を増やすため、

マタニティ・ベビービクスを行い、本

年度は 3 歳までを対象に親子体操を開

く予定です。3B 体操の参加者を含むコ

ミュニティーへ発展させたい。 
 
 
 
 
ＮＰＯ法人スポーツクラブ１９９４ 
 

当クラブは、寒川町で公認指導者、

公認コーチの元に健康体操、アエロビ

ック、陸上競技を幼児から高齢者まで

一環指導を行い更にクラブ内での記録

会や大会及び交流イベントや研修会を

独自運営している総合型地域クラブで

す。 
 
 
 
 

写真・文 ： 各クラブより提供されたものを掲載（順不同） 
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編集後記 

「スポーツ振興基本計画」の柱の一つである「地域におけるスポーツ環境の整備充

実」の必要不可欠な施策として「総合型地域スポーツクラブの全国展開」が挙げられ

ました。具体的には、平成 22 年度までに各市区町村に少なくとも一つは総合型 SC を、

将来的には中学校区の地域に密着することと、広域スポーツセンターを各都道府県に

少なくとも一つ育成することが示されました。その方針に沿って、かながわの総合型

地域スポーツクラブは、2007 年 2 月現在 18 クラブが活動をすでに開始しており、3
月末までにさらに 11 のクラブが創設される予定です。  

しかし、スポーツ振興のために必要な財源確保の手段として期待された「スポーツ

振興くじ（toto）」は、思うように進まず苦戦を強いられています。このことは、補助

金が期待できなくなるなど、これからの総合型 SC に徐々に影響を及ぼすはずです。

補助金を期待せずにどのようにスポーツクラブを定着させ発展させていくか、その方

途をしっかり定めるために、スポーツクラブの原点に立ち返って知恵を出し合うこと

の必要性が指摘されています。  
このような状況を背景に、かながわの総合型 SC をどう普及し定着させていくかを

きちんと検討する必要があるということから、平成 18 年 4 月に総合型地域スポーツク

ラブ普及・定着化協議会が結成されました。委員により 7 回の会議が開催され、そこ

で検討され了解された内容を軸に委員自らがまとめたのが、このハンドブックです。  
協議会委員が特に重視したことは、クラブ運営の柔軟性とサービスの内容です。  
スポーツクラブを市場経済の原理に合わせて「経営」していくことも一つの方法で

しょうし、スポーツ活動の機会を自分たちで用意し、自分たちで楽しむという、いわ

ば自給自足型のスポーツクラブの「運営」も魅力のある方法です。かながわの総合型

SC には、すでにその両方が混在しています。どちらの型も大いに結構、多様で柔軟な

クラブが共存共栄していくことで地域のスポーツ環境はより充実するとの認識です。  
しかし、型はいろいろあっても、サービスは同じ方向をめざすことが求められます。

その方向とは、活動だけではなく良質な「クラブライフ」を経験する機会もまた提供

しようということです。サッカーやニュースポーツが楽しめればそれで良いというの

ではなく、それを大事にしながら、クラブ内での会話や人間関係、クラブ運営のボラ

ンティア活動などの体験も大切にしていこうというのが基本的なスタンスです。  
このハンドブックは、教科書のように知識を満遍なく網羅するというのではなく、

できるだけ実際に即して役立つ情報を入れ込もう、考えるヒントが得られるような内

容にしよう、そして、これからも問題を発見し最適解を求めるための工夫を続けてい

こうという思いから、冊子ではなくバインダーで綴じるようにしました。  
このハンドブックが、すでに立ち上がったクラブ、立ち上がろうとしているクラブ、

さらにこれから立ち上げようとしている未来のクラブに、少しでもお役に立てたら、

うれしく思います。  
総合型地域スポーツクラブ普及・定着化協議会  

                    委員長   西 野  仁 
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